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は
じ
め
に：

現
代
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る

地
域
環
境
変
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
准
教
授

佐
々
木

達

近
年
、
中
国
は
沙
漠
化
や
黄
砂
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
一
方
で
、
社
会
主
義
市
場
経
済
体
制
の
も
と
で
急
速
な
経
済
発
展
を
遂

げ
て
き
た
。
特
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
は
、
農
牧
民
に
三
〇
年
間
の
土
地
の
使
用
権
を
認
め
た
世
帯
生
産
請
負
制
度
が

農
牧
業
生
産
力
を
向
上
さ
せ
た
一
方
で
、
土
壌
汚
染
や
地
下
水
の
枯
渇
な
ど
自
然
環
境
の
劣
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
国
研
究
を
第
一
線
で
取
り
組
ん
で
き
た
日
本
人
研
究
者
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
を
中
心
に
研
鑚
を
積

ん
で
き
た
海
外
研
究
者
を
招
き
、
現
代
の
中
国
に
お
け
る
農
牧
業
を
め
ぐ
る
自
然
的
条
件
や
社
会
的
条
件
、
人
々
の
暮
ら
し
や
地
域

社
会
の
変
容
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
最
新
の
研
究
成
果
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
経
済
発
展
や
環
境
変
化
の
フ
ロ
ン
ト
ラ

イ
ン
と
も
い
え
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
環
境
変
化
や
現
代
中
国
を
把
握
す
る
地
域
的
視
座
に
つ
い
て
討
論
し
、
今
後
の
研
究
論
点
や

課
題
を
展
望
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

第
一
部
は
、
基
調
講
演
「
現
代
中
国
に
お
け
る
地
域
研
究
の
最
前
線
」
と
し
て
、
三
名
の
先
生
に
報
告
を
お
願
い
し
た
。
元
木
靖

先
生
か
ら
は
、
中
国
の
北
方
地
域
に
お
け
る
農
牧
業
の
変
化
に
つ
い
て
日
本
の
経
験
と
の
対
比
で
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。
日
本
に
お

け
る
経
済
成
長
は
、
国
土
利
用
に
お
け
る
地
域
的
な
分
化
を
特
徴
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
中
国
北
方
地
域
の
そ
れ
は
第
一
次
産
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業
と
並
行
し
て
第
二
次
産
業
の
成
長
が
著
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
点
と
の
関
わ
り
で
、
小
野
寺
淳
先
生
か
ら
は
中
国

西
北
・
東
北
地
区
を
事
例
に
、
近
年
の
地
域
開
発
の
あ
り
方
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。
中
国
に
お
け
る

象
徴
的
な
地
域
開
発
は
、
油
田
開
発
と
鉱
山
開
発
に
見
ら
れ
る
「
資
源
枯
渇
型
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
派
生
し
て
自
然
環
境
と
の
調
和

を
実
現
す
る
た
め
に
生
態
移
民
政
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
移
住
し
た
先
の
移
民
村
社
会
の
住
民
間
の
利
害
関
係
の
発
生
な
ど
新

た
な
問
題
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
三
報
告
の
篠
田
雅
人
先
生
か
ら
は
内
モ
ン
ゴ
ル
に
隣
接
す
る
モ

ン
ゴ
ル
国
を
対
象
に
遊
牧
は
な
ぜ
数
千
年
も
続
い
て
き
た
の
か
と
い
う
点
を
災
害
学
の
視
点
か
ら
報
告
い
た
だ
い
た
。
遊
牧
社
会
の

持
続
性
は
「
し
も
た
や
牧
畜
」
に
あ
る
と
指
摘
し
、
ゾ
ド
と
い
う
悪
天
に
対
す
る
災
害
管
理
の
遊
牧
知
を
各
種
気
候
デ
ー
タ
か
ら
再

構
成
し
、
現
代
に
活
か
す
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

第
二
部
は
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
研
究
報
告
｜
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
社
会
変
動
と
環
境
変
化
｜
」と
し
て
、
主
と
し
て
東
北
大
学

の
内
モ
ン
ゴ
ル
研
究
グ
ル
ー
プ
の
一
〇
年
間
に
わ
た
る
成
果
を
報
告
し
た
。
佐
々
木
報
告
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
農
牧
業
の
地

帯
構
成
を
検
討
し
、
そ
の
展
開
過
程
か
ら
四
地
帯
の
類
型
化
を
試
み
た
。
関
根
報
告
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
内
モ
ン
ゴ
ル
研
究
の
歩
み

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
論
点
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
中
で
も
、
臨
地
研
究
か
ら
地
域
の
再
編
方
向
と
し
て
農
民
専
業
合
作
社

や
龍
頭
企
業
の
存
在
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
大
月
・
西
城
報
告
で
は
、
沙
漠
化
や
ガ
リ
ー
侵
蝕
と
い
っ
た

土
地
条
件
の
劣
化
を
長
期
間
の
ス
ケ
ー
ル
か
ら
位
置
づ
け
、
土
壌
流
出
お
よ
び
砂
漠
縁
辺
の
砂
丘
流
動
の
地
形
学
的
評
価
と
と
も
に

人
文
的
要
素
と
の
学
問
的
接
点
に
つ
い
て
課
題
が
提
起
さ
れ
た
。

梅
・
境
田
報
告
は
、
錫
林
郭
勒
草
原
の
砂
地
に
注
目
し
、
三
〇

年
間
の
植
生
変
化
と
気
候
変
動
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
沙
漠
化
の
進
展
や
回
復
の
要
因
に
つ
い
て
は
過
放
牧
な
ど
の
人
為
的
影
響
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が
大
き
い
と
論
じ
る
も
の
が
多
い
が
、
植
生
量
の
変
動
と
い
う
点
で
は
気
候
の
影
響
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
気
候
変
動
の
現
れ
方
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
そ
の
影
響
の
受
け
方
も
地
域
特
性
に
よ
っ
て
異
な
る
な
ど
砂
漠
化
の
評
価
に
は

多
面
的
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
蘇
徳
斯
琴
報
告
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
生
態
環
境
の
特
性
お
よ
び
現
状
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
草
地
利
用
を
め
ぐ
る
主
要
政
策
の
検
討
と
農
業
開
発
に
お
け
る
課
題
を
持
続
可
能
な
開
発
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
い

る
。第

三
部
は
、
総
合
討
論
「
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
研
究
の
論
点
と
今
後
の
展
望
」
と
し
て
、
小
金
澤
孝
昭
先
生
を
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と

し
て
基
調
講
演
の
三
人
の
先
生
方
と
蘇
徳
斯
琴
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
当
日
の
討
論
の
様
子
も
記
録

と
し
て
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
討
論
内
容
は
、
別
の
機
会
に
公
表
す
る
予

定
で
あ
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
長
時
間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
般
の
参
加
者
の
方
々

も
含
め
て
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
改
め
て
、
報
告
者
、
参
加
者
、
本
学
の
教
職
員
の
方
々
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ

る
。
最
後
に
、
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
が
、
中
国
や
内
モ
ン
ゴ
ル
に
関
心
を
抱
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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中
国
の
急
速
な
経
済
発
展
と
北
方
地
域

｜
日
本
の
経
験
と
の
対
比
｜

埼
玉
大
学
・
立
正
大
学

名
誉
教
授

元

木

靖

は
じ
め
に

二
〇
一
〇
年
に
中
国
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
で
日
本
を
追
い
こ
し
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
に
な
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
日
本
は
一
九
五
五
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
ま
で
の
約
二
〇
年
間
経
済
成
長
の
時
代
が
続

い
た
。
そ
こ
で
日
本
の
経
済
成
長
期
に
お
け
る
経
験
と
対
比
す
る
観
点
に
た
ち
、
急
速
な
経
済
発
展
が
す
す
む
中
国
の
北

１
）

方
地
域
が

ど
の
よ
う
な
地
域
対
応
を
見
せ
て
き
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

具
体
的
な
ね
ら
い
は
、
北
方
地
域
自
体
の
経
済
成
長
の
動
向
を
概
括
し
、
そ
の
う
え
で
農
牧
業
の
存
在
意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
、

お
よ
び
北
方
地
域
の
農
牧
業
が
中
国
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
方
向
で
対
応
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ

と
、
の
二
点
で
あ
る
。
以
下
で
は
ま
ず
日
本
の
経
済
成
長
と
中
国
の
経
済
成
長
の
概
略
に
触
れ
、
そ
の
う
え
で
北
方
地
域
の
対
応
に

つ
い
て
論
述
す
る
。
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１．

日
本
の
経
済
成
長
と
中
国
の
経
済
成
長

⑴

日
本
の
経
験
｜
国
土
利
用
の
地
域
分
化
の
意
義

日
本
に
お
け
る
高
度
経
済
成
長
期
の
経
験
は
、
本
稿
の
ね
ら
い
に
即
し
て
い
う
と
三
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
高
度
成
長
期
の
初
期
段
階
の
日
本
は
、
戦
後
の
食
糧
不
足
問
題
の
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
東
北
や
北

海
道
（
以
下
、
東
北
日
本
と
略
）
で
は
戦
前
か
ら
の
生
産
力
向
上
の
努
力
が
み
の
り
、
一
九
五
五
年
頃
に
は
水
稲
生
産
で
先
進
的
な

西
南
日
本
と
後
進
的
な
東
北
日
本
の
関
係
が
逆
転
す
る
に
至
っ
た
。
東
北
日
本
で
は
稲
作
の
安
定
化
に
よ
り
食
料
自
給
を
果
た
し
、

さ
ら
に
農
地
改
革
後
の
自
作
農
の
意
欲
と
相
俟
っ
て
都
市
化
に
対
応
し
た
商
品
作
物
生
産
の
機
運
が
生
じ
た
。

第
二
に
、
経
済
成
長
が
本
格
化
し
た
六
〇
年
代
に
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
で
工
業
化
・
都
市
化
が
急
展
開
す
る
一
方
、
西
南
日
本

お
よ
び
巨
大
都
市
周
辺
地
域
で
は
蔬
菜
園
芸
・
果
樹
生
産
地
域
の
形
成
、
そ
し
て
東
北
日
本
で
は
水
稲
の
商
品
化
を
重
点
に
日
本
の

食
糧
基
地
と
し
て
の
役
割
を
強
め
、
国
土
利
用
全
体
に
明
瞭
な
地
域
分
化
が
進

２
）

展
し
た
。

た
だ
経
済
成
長
が
定
着
し
工
業
製
品
の
輸
出
が
す
す
む
に
つ
れ
、
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
飼
料
等
の
輸
入
が
急
増
し
た
た
め
日

本
の
農
業
は
東
北
日
本
を
中
心
に
米
作
偏
重
の
傾
向
を
強
め
た
。
そ
の
結
果
、
経
済
成
長
の
終
末
期
に
は
米
の
過
剰
問
題
と
生
産
調

整
が
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
高
度
成
長
を
遂
げ
た
後
の
日
本
で
は
、
一
〇
年
近
く
の
安
定
成
長
期
を
経
て
低
成
長
期
に
入
る
と
、
企
業
の
海
外
進
出

に
と
も
な
う
雇
用
環
境
の
悪
化
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
農
山
村
の
過
疎
問
題
、
近
年
で
は
高
齢
化
問
題
等
が
急
速
に
顕
在
化
し

て
き
た
。
最
近
、
政
策
的
な
課
題
と
し
て
急
浮
上
し
て
き
た
、「
地
方
創
生
」
の
根
幹
的
な
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
課
題
は
残
さ
れ
た
に
せ
よ
、
日
本
の
経
済
成
長
期
に
限
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
政
策
の
道
筋

は
明
解
で
あ
り
、
今
日
の
中
国
の
動
向
を
理
解
す
る
う
え
で
も
貴
重
な
経
験
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
と
く
に
国
土
利
用
に

お
け
る
地
域
分
化
の
実
現
は
、
都
市
と
農
村
間
の
経
済
循
環
を
な
し
遂
げ
、
と
り
わ
け
「
美
し
い
日
本
の

３
）

農
村
」
を
築
く
う
え
で
も

大
き
な
意
義
を
果
た
し
た
。

⑵

中
国
の
経
済
成
長
｜
牽
引
地
域
の
構
造
変
化

一
九
七
〇
年
代
末
に
開
始
さ
れ
た
中
国
の
改
革
開
放
政
策
は
、
今
日
の
急
速
な
経
済
成
長
の
端
緒
と
な
っ
た
。
戦
後
、
社
会
主
義

体
制
を
堅
持
し
て
き
た
中
国
で
は
、
こ
の
政
策
を
契
機
に
、
政
治
体
制
は
そ
の
ま
ま
に
資
本
主
義
（
市
場
）
経
済
の
原
理
を
段
階
的

に
導
入
・
普
及
さ
せ
、
今
日
の
経
済
発
展
を
実
現
し
て
き
た
。
こ
の
政
策
は
、
人
々
の
圧
倒
的
多
数
が
暮
ら
す
農
村
の
経
済
体
制
改

革
（
人
民
公
社
の
解
体
↓
家
庭
請
負
制
へ
の
移
行
）
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
都
市
経
済
体
制
の
改
革
と
い
う
順
で
進
め
ら
れ
た
。
ま

た
南
東
部
の
沿
海
地
域
に
経
済
特
区
や
開
発
区
を
設
け
、
国
外
の
資
本
と
技
術
を
導
入
し
、
国
内
の
豊
富
な
労
働
力
を
結
び
、
対
外

貿
易
の
基
盤
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
図
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
中
国
の
経
済
が
今
日
の
よ
う
な
高
度
成
長
を
と
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
改
革
開
放
政
策
を
開
始
し
て
か
ら
一
〇
年

以
上
を
過
ぎ
、
鄧
小
平
氏
が
改
革
開
放
の
加
速
を
呼
び
か
け
た
「
南
巡
講
話
」（
一
九
九
二
年
）
以
降
、
と
り
わ
け
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
（
二

〇
〇
一
年
）
を
果
た
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
（
図
１
）。
中
国
が
世
界
市
場
と
直
接
繫
が
る
よ
う
に
な
っ
て
、
経
済
成
長
は
急
速
な
勢
い

で
進
展
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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図
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
牽
引
役
と
し
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
き
た

長
江
デ
ル
タ
で
は
、
産
業
構
造
が
一
次
産
業
か
ら
二
次
・
三
次
産
業
へ
と
転
換

し
、農
業
は
都
市
近
郊
的
な
性
格
を
強
め
、道
路
の
建
設
と
住
宅
建
設
等
の
ブ
ー

ム
を
ひ
き
起
こ
し
、
地
域
景
観
は
急
速
な
変
貌
を
遂
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
、
全
国
的
に
は
、
す
で
に
多
く
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
沿
海
部

と
内
陸
部
、
都
市
と
農
村
間
お
よ
び
社
会
階
層
間
の
所
得
格
差
問
題
、
さ
ら
に

大
気
・
水
質
・
土
壌
汚
染
等
の
多
様
な
環
境
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
は
、
北
方
地
域
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
み
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
と
く
に
産
業
構
造
の
動
向
に
着
目
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

２．

経
済
成
長
に
北
方
地
域
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か

⑴

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
経
済
成
長
の
特
異
性

北
方
地
域
は
自
然
条
件
や
資
源
、
歴
史
、
民
族
の
違
い
な
ど
多
様
性
に
富
み
、

か
つ
乾
燥
と
寒
冷
、
農
牧
交
錯
地
帯
、
防
砂
対
策
等
で
共
通
の
特
性
と
課
題
を

有
す
る
地
域
で
あ
る
。
図
２
は
、
こ
の
地
域
の
経
済
指
標
（
中
国
の
国
内
総
生

産
値
／
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
各
省
区
別
の
総
生
産
値
／
Ｇ
Ｒ
Ｐ
）を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

図１ 中国の経済発展プロセスと産業構造の変化
(元木2013：表13-1より)
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ま
ず
時
期
的
に
は
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
緩
慢
な
成
長
期
と
、
二
〇
〇
〇
年

以
降
の
急
速
な
成
長
期
に
二
分
で
き
る
。
こ
れ
は
北
方
地
域
が
、
経
済
成
長

の
核
心
地
域
と
同
調
す
る
よ
う
に
進
展
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
際
、

二
〇
〇
〇
年
以
降
最
近
一
〇
年
間
の
急
速
な
成
長
期
の
特
徴
と
し
て
、
成
長

（
速
度
）に
大
き
い
地
域
差
を
伴
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
と
く
に
全

国
水
準
の
倍
以
上
の
速
度
で
突
出
し
た
成
長
を
示
す
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

（
以
下
、
内
モ
ン
ゴ
ル
と
略
）
に
対
し
て
、
全
国
水
準
以
下
の
黒
竜
江
省
（
以

下
、
黒
竜
江
、
他
の
省
区
に
つ
い
て
も
略
記
）
の
成
長
の
遅
れ
が
目
立
つ
。

こ
の
理
由
は
、
両
省
区
の
産
業
分
類
別
成
長
速
度
の
比
較
か
ら
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る（
表
１
）。
す
な
わ
ち
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
一
次
産
業
の
指

数
値（
二
〇
〇
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
た
二
〇
一
〇
年
の
値
）は
三
〇
三
で
あ
っ

た
が
、
二
次
産
業
は
九
二
九
、
三
次
産
業
で
は
六
一
八
を
示
し
た
。
し
か
し

黒
竜
江
で
は
一
次
産
業
の
三
八
一
に
対
し
、
二
次
産
業
二
八
七
、
三
次
産
業

二
八
五
と
な
り
、
二
次
・
三
次
産
業
は
全
国
水
準
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
以
下
の
低
い

伸
び
に
止
ま
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
北
方
地
域
の
経
済
成
長
の
地
域
差
も
二
次
・
三
次
産
業
の
動
向

図２ 中国の経済成長と北方地域の対応
（GDP、GRP：1995年＝100)
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に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
い
ま
、
就
業
人
口
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｒ

Ｐ
を
産
業
分
類
別
・
省
区
別
に
み
る
と
（
表
２
）、
就
業
人
口
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｒ
Ｐ
は
、
二

次
産
業
の
場
合
が
高
く
、
次
い
で
三
次
産
業
、
一
次
産
業
の
順
と
な
り
、
し
か
も
Ｇ
Ｒ
Ｐ

の
増
加
は
一
次
産
業
の
場
合
と
二
次
及
び
三
次
産
業
と
の
間
に
き
わ
め
て
大
き
い
格
差
が

認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｒ
Ｐ
の
各
省
区
間
の
順
位
に
注
目
す
る
と
、
二
〇

〇
〇
年
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一
〇
年
を
通
じ
て
、
一
次
産
業
で
は
全
く
変
化
が
み
ら
れ

ず
、
一
位
新
疆
、
二
位
遼
寧
、
三
位
吉
林
、
四
位
内
モ
ン
ゴ
ル
、
五
位
黒
竜
江
、
六
位
寧

夏
、
七
位
甘
粛
の
順
を
示
す
。

と
こ
ろ
が
二
次
お
よ
び
三
次
産
業
に
お
け
る
各
省
区
間
の
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｒ
Ｐ
の
順
位

は
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
と
く
に
内
モ
ン
ゴ
ル
の
場
合
、
三
次
産
業
の
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｒ

Ｐ
は
二
〇
〇
〇
年
の
五
位
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
一
挙
に
一
位
に
転
じ
、
二
〇
一
〇
年
も
一

位
を
継
続
し
て
い
る
。
二
次
産
業
に
つ
い
て
も
二
〇
〇
〇
年
に
は
五
位
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
二
位
↓
一
位
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
黒
竜
江
の
場
合
、
二
次
産
業
の
順
位
は
二

位
↓
三
位
↓
五
位
と
な
り
、
ま
た
三
次
産
業
に
つ
て
も
三
位
↓
四
位
↓
五
位
と
後
退
し
て

い
る
。

そ
れ
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
北
方
地
域
で
は
、
な
ぜ
こ
の

表１ 北方地域の産業分類別GRPの変化、2000～2010年

区 分 第一次産業 第二次産業 第三次産業

中国全体（GDP） 363 302 433

内モンゴル自治区 303 929 618

遼寧省 316 346 258

吉林省 272 436 362

黒竜江省 381 287 285

甘粛省 299 341 283

寧夏回族自治区 428 398 418

新疆ウイグル自治区 333 342 234

注：数値は指数（2000年＝100）、基準は就業人口一人あたり
(『中国統計年鑑』により作成)
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よ
う
に
大
き
な
地
域
差
が
生
じ
た
の
か
。

と
く
に
黒
竜
江
省
と
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ケ
ー

ス
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
か
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
特
異
な

側
面
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
中
国
の
経
済
発
展
過
程
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
に
呼
応
し
て
、
こ
の

地
域
に
豊
富
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
石
炭
資

源
が
注
目
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ

て
か
ら
国
家
レ
ベ
ル
の
関
心
が
示
さ
れ
、

大
規
模
な
炭
田
開
発
が
進
め
ら
れ
、
ま
た

関
連
し
た
産
業
化
が
進
展
し
て
き
た
こ
と

を
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
例
え
ば
、

那
木
拉
二
〇
一
四
）。

表２ 北方地域の就業人口１人あたりGRPの変化 （単位：元)

区 分 2000年 2005年 2010年
中国全体（GDP） 3,995 順位 6,791 順位 14,512 順位
内モンゴル自治区 6,336 ④ 10,519 ④ 19,182 ④
遼寧省 7,367 ② 12,274 ② 23,294 ②
吉林省 7,361 ③ 11,942 ③ 20,007 ③

第
一
次
産
業

黒竜江省 4,415 ⑤ 8,691 ⑤ 16,816 ⑤
甘粛省 2,738 ⑦ 3,998 ⑦ 8,192 ⑦
寧夏回族自治区 2,897 ⑥ 4,968 ⑥ 12,415 ⑥
新疆ウイグル自治区 7,430 ① 12,526 ① 24,734 ①

中国全体 28,414 順位 48,135 順位 85,881 順位
内モンゴル自治区 33,229 ⑤ 108,926 ② 308,811 ①
遼寧省 49,158 ③ 78,371 ④ 170,137 ③
吉林省 38,784 ④ 78,354 ⑤ 169,219 ④

第
二
次
産
業

黒竜江省 53,801 ② 87,477 ③ 154,242 ⑤
甘粛省 26,933 ⑥ 45,373 ⑥ 91,769 ⑦
寧夏回族自治区 24,150 ⑦ 42,142 ⑦ 96,045 ⑥
新疆ウイグル自治区 63,273 ① 114,477 ① 216,373 ②

中国全体 15,181 順位 30,696 順位 65,732 順位
内モンゴル自治区 16,715 ⑤ 48,219 ① 103,289 ①
遼寧省 27,919 ① 42,018 ② 72,000 ②
吉林省 18,804 ④ 37,825 ③ 68,003 ③

第
三
次
産
業

黒竜江省 21,445 ③ 37,222 ④ 61,179 ⑤
甘粛省 11,197 ⑦ 20,070 ⑦ 31,739 ⑦
寧夏回族自治区 15,056 ⑥ 28,794 ⑥ 63,000 ④
新疆ウイグル自治区 25,505 ② 36,388 ⑤ 59,565 ⑥

（資料：表１参照)
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⑵

経
済
成
長
下
の
農
牧
業
の
役
割

し
か
し
、
北
方
地
域
の
産
業
構
造
全
体
の
動
き
を
見
渡
し
て
み
た
場
合
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
二
次
、
三
次
産
業
部
門
の
動
向

を
別
と
す
る
と
、
産
業
構
造
自
体
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
最
近
一
〇
年
間
の
経
済
成
長
期
の
住
民
の
就
業

構
造
の
推
移
を
み
る
と
、
一
貫
し
て
一
次
産
業
が
最
も
中
心
的
な
産
業
部
門
を
占
め
て
い
る
。
産
業
分
類
別
に
全
就
業
人
口
お
よ
び

Ｇ
Ｒ
Ｐ
に
占
め
る
一
次
産
業
の
割
合
を
示
し
た
表
３
に
よ
る
と
、
遼
寧
省
を
除
き
、
北
方
地
域
で
は
就
業
人
口
の
四
〇
％
〜
五
〇
％

が
一
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
。全
国
レ
ベ
ル
で
は
一
次
産
業
へ
の
就
業
率
は
二
〇
〇
〇
年
の
五
〇
％
台
か
ら
、二
〇
〇
五
年
四
〇
％

台
、
二
〇
一
〇
年
三
〇
％
台
へ
と
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
北
方
地
域
で
は
一
部
を
除
き
、
一
次
産
業
へ
の
就
業
率
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
一
次
産
業
の
Ｇ
Ｒ
Ｐ
割
合
に
つ
い
て
も
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
一
五

九
％
↓
一
二

六
％
↓
一
〇

一
％
と
低
下
傾

向
に
あ
る
な
か
で
、
北
方
地
域
は
全
体
と
し
て
全
国
を
上
回
る
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
例
外
的
に
二
〇
〇
〇
年
当
時
か

ら
全
国
水
準
以
下
で
あ
っ
た
遼
寧
省
に
加
え
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
と
寧
夏
が
全
国
水
準
以
下
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
北
方
地
域
に
あ
っ
て
は
全
体
と
し
て
は
経
済
指
標
が
大
き
く
成
長
を
示
す
中
に
あ
っ
て
、
一
次
産
業
が
重
要
な
部

分
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
一
次
産
業
の
中
で
は
、
九
〇
％
以
上
を
農
業
と
牧
業
に
依
存
し
て
い
る（
表
４
）。
例
外
的
に
漁
業
が
一

定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
遼
寧
省
に
つ
い
て
さ
え
、
農
業
と
牧
業
を
合
わ
せ
た
生
産
額
は
七
五
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
農

業
と
牧
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
生
産
額
面
で
は
農
業
が
牧
業
に
優
越
し
た
関
係
に
あ
る
こ
と
は
最
近
一
〇
年
間
の
間
で
も

変
わ
り
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
方
地
域
の
う
ち
寧
夏
、
甘
粛
、
新
疆
に
お
い
て
農
業
が
圧
倒
的
に
優
越
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
吉
林
、
遼
寧
、
黒
竜
江
な
ど
で
は
、
徐
々
に
生
産
額
に
占
め
る
農
牧
業
の
比
重
に
お
い
て
牧
業
の
地
位
が
高
ま

12



表３ 北方地域における第一次産業の地位―就業人口とGRP―

2000年 2005年 2010年
区 分

就業人口 GDP 就業人口 GDP 就業人口 GDP

中国全体（GDP） 50.0％ 15.9％ 44.8％ 12.6％ 36.7％ 10.1％

内モンゴル古自治区 54.5％ 25.0％ 53.8％ 15.1％ 48.2％ 9.4％

遼寧省 37.7％ 10.8％ 36.3％ 11.0％ 31.3％ 8.8％

吉林省 50.2％ 21.9％ 47.7％ 17.3％ 42.0％ 12.1％

黒竜江省 49.4％ 11.0％ 48.4％ 12.4％ 44.4％ 12.6％

甘粛省 59.7％ 19.7％ 57.2％ 15.9％ 51.1％ 14.5％

寧夏回族自治区 57.8％ 17.3％ 48.4％ 11.9％ 39.4％ 9.4％

新疆ウイグル自治区 57.7％ 21.1％ 53.3％ 19.6％ 51.1％ 19.8％

注：産業分類３分野全体に対する一次産業の割合である。 （資料：表１参照)

表４ 農業と牧業の割合（％；対農牧林漁業総生産額)

2000年 2005年 2010年
区 分

農業 牧業 農業 牧業 農業 牧業

中国全体 55.7 29.7 49.7 33.7 53.3 30.0

内モンゴル自治区 56.8 37.8 48.3 45.4 48.8 44.6

遼寧省 47.9 31.4 38.3 38.1 36.7 40.9

吉林省 52.6 44.1 49.3 44.5 46.9 44.9

黒竜江省 66.3 28.1 55.5 35.6 54.0 38.1

甘粛省 74.0 22.2 69.6 24.8 71.7 17.2

寧夏回族自治区 60.4 33.1 57.2 33.3 63.8 26.8

新疆ウイグル自治区 74.0 23.4 71.7 22.1 74.6 20.4

（資料：表１参照)
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る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
点
は
北
方
地
域
の
一
次
産
業
の
動
向
を
見
る
上
で
注
目
す
べ
き
特
徴
と
い
え
る
。

３．

中
国
の
中
で
み
た
北
方
地
域
の
農
牧
業
の
対
応
の
方
向
（
論
理
）
に
つ
い
て

⑴

「
黄
色
い
主
食
」
か
ら
「
白
い
主
食
」
へ

中
国
の
改
革
開
放
政
策
が
農
村
の
経
済
体
制
改
革
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
人
民
公
社
の
解
体
に
よ
る
家
庭
請
負
（
個
別
経
営
）
へ

と
移
行
し
た
こ
と
は
、
農
地
改
革
を
通
じ
て
自
作
農
主
義
が
確
立
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
場
合
と
共
通
す
る
。
ま
た
北

方
地
域
と
東
北
日
本
は
広
大
な
土
地
を
有
し
て
い
る
が
気
候
条
件
の
制
約
を
受
け
て
不
安
定
で
、
従
来
は
基
本
食
糧
を
自
給
す
る
た

め
粗
放
的
な
土
地
利
用
（
穀
作
）
が
優
先
さ
れ
て
き
た
地
域
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
、
経
済
の

高
度
成
長
の
初
期
あ
る
い
は
前
段
階
で
は
、
こ
う
し
た
共
通
点
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で

ま
ず
、
中
国
の
経
済
成
長
が
本
格
化
す
る
以
前
の
段
階
で
、
三
大
穀
物
（
小
麦
、
コ
メ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
の
生
産
動
向
（
播
種
面

積
と
生
産
量
）
に
つ
い
て
、
一
九
八
五
年
と
二
〇
〇
一
年
の
地
域
間
の
変
化
を
示
し
た
図
３
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

図
３
に
よ
る
と
、
小
麦
に
は
特
別
の
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
コ
メ
に
は
大
き
な
変
動
が
み
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は
吉
林
、
黒
竜
江
、
遼
寧
、
及
び
内
モ
ン
ゴ
ル
の
変
動
が
大
き
く
、
特
に
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
生

産
の
強
化
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
コ
メ
に
つ
い
て
は
最
北
の
位
置
に
あ
る
黒
竜
江
に
お
け
る
生
産
の
飛
躍
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
変
化
の
背
景
に
は
改
革
開
放
政
策
以
来
の
食
糧
不
足
対
策
と
絡
ん
だ
増
産
政
策
が
強
く
関
係
し
功
を
奏
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
的
に
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
進
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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前
述
の
よ
う
に
、
中
国
の
北
方
地
域
は
水
利
や
気
候
条
件
の
制
約

な
ど
か
ら
コ
メ
生
産
は
大
き
く
制
約
さ
れ
、例
え
ば
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ア
ワ
、
モ
ン
ゴ
ル
ア
ム
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
な
ど
の
粗
放
作
物
に
よ
る
食

糧
確
保
が
前
提
と
な
っ
て
き
た
。
加
え
て
社
会
主
義
体
制
下
の
食
糧

の
供
出
割
当
制
度
の
も
と
で
、
商
品
経
済
に
向
け
た
経
営
の
条
件
は

大
き
く
制
約
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
下
で
生
産
請
負
制
の

実
施
に
よ
る
農
民
の
自
主
性
の
発
揮
、
生
産
及
び
水
利
技
術
条
件
の

進
歩
が
新
し
い
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
際
、
日
本
の
寒
冷
地

稲
作
技
術
の
移
転
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ

４
）

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
コ
メ
生
産
は
徐
々
に
発
展
し
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
ア
ワ
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
な
ど
の
「
黄
色
い
主
食
」
を
ほ
ぼ
完
全
に

脱
し
、
米
と
小
麦
粉
の
「
白
い
主
食
」
に
き
り
変
わ
っ
た
。
加
え
て
、

日
本
の
場
合
と
同
様
、
コ
メ
生
産
が
経
済
の
本
格
的
な
成
長
期
に

入
っ
て
全
国
の
食
糧
需
給
と
い
う
面
か
ら
見
て
も
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
。

図３ 中国における主要穀物の生産動向、1985-2001年
（Motoki Y.2004の図を一部改変、資料は『中国農業年鑑』)
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⑵

食
糧
基
地
と
し
て
の
商
品
生
産
の
動
向

図
４
は
、
中
国
に
お
い
て
改
革
開
放
政
策
が
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
急
速
な
経
済
発
展
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
黒
竜

江
、
吉
林
、
遼
寧
を
含
む
東
北
三
省
と
中
国
の
経
済
発

展
を
主
導
的
に
牽
引
し
た
長
江
デ
ル
タ
の
三
市
省
（
上

海
、
江
蘇
、
浙
江
）
の
米
の
生
産
動
向
を
対
比
し
た
も

の
で
あ
る
。
図
に
よ
る
と
、
経
済
成
長
が
本
格
化
す
る

前
の
長
江
デ
ル
タ
の
コ
メ
生
産
は
大
き
な
変
動
が
な
く

三
〇
〇
〇
万
㌧
台
で
推
移
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
っ
て
、
一
〇
〇
〇
万
㌧
近
く
の
減
少
を
み
た
。

こ
れ
に
対
し
東
北
地
区
に
お
い
て
は
一
九
七
八
年
の
五

〇
〇
万
㌧
未
満
の
段
階
か
ら
一
貫
し
て
増
加
を
続
け
、

二
〇
〇
八
年
に
は
二
五
〇
〇
万
㌧
台
と
な
り
、
長
江
デ

ル
タ
の
生
産
量
を
陵
駕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
詳
細
な
背
景
は
省
略
す
る
が
、
中
国
の
食
糧
生
産
は
改
革
開
放
政
策
の
前
半
の
段
階
で
は
食
糧
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
例
え

図４ コメ生産をめぐる長江デルタと東北地区の比較
（元木、2013：図12-9に加筆)
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ば
一
九
九
五
年
に
は
レ
ス
タ
ー
ブ
ラ
ウ
ン
が
『
だ
れ
が
中
国
を
養
う
の
か
』（
一
九
九
五
年
）
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
こ
の
危
惧
は
そ
の
後
ま
も
な
く
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
中
国
の
重
要
な
食
糧
基
地
で
あ
っ
た
長
江
デ
ル
タ
の
米
生

産
と
寒
冷
な
東
北
地
区
の
コ
メ
生
産
の
関
係
が
逆
転
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
中
国
流
に
言
え
ば
、「
南
糧
北
調
」か
ら「
北
糧
南
調
」

へ
の
変
化
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
日
本
の
高
度
成
長
期
の
初
期
段
階
に
西
南
日
本
と
東
北
日
本
の
コ
メ
生
産
が
逆
転
し
、
そ
の
後

東
北
日
本
が
日
本
を
代
表
す
る
食
糧
基
地
と
な
っ
て
き
た
こ
と
と
類
似
し
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

注
目
す
べ
き
は
、
東
北
地
区
と
り
わ
け
黒
竜

江
を
中
心
に
本
格
的
に
稲
作
の
商
品
化
を
指
向

す
る
動
き
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る（
写
真
）。
ま

た
北
方
地
域
の
内
モ
ン
ゴ
ル
や
新
疆
で
も
水
利

条
件
に
制
約
さ
れ
大
き
な
進
展
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
局
所
的
に
は
同
様
の
現
象
が

み
ら
れ
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
新
疆
の
省
都

ウ
ル
ム
チ
の
コ
メ
泉
な
ど
で
は
、
従
来
か
ら
の

米
作
地
に
お
い
て
良
質
の
〞
あ
き
た
こ
ま
ち
〝

が
水
田
一
面
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
以
上
は
コ
メ
生
産
の
こ
と
で
あ
る

写真２ 三江平原の良質米生産地のモデル水
田に立てられた看板

写真１ 国営大規模水田地における地下水利
用のための温水溜池

17



が
、
北
方
地
域
全
体
と
し
て
は
、
コ
メ
以
上
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
著
し
く
発
展
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
う
る

で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、
北
方
地
域
に
あ
っ
て
は
、
国
家
の
食
糧
確
保
の
観
点
か
ら
コ
ム
ギ
の
作
付
け
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、

改
革
開
放
政
策
期
の
小
麦
の
生
産
増
加
（
特
に
化
学
肥
料
の
多
投
）
に
と
も
な
い
、
そ
の
制
約
が
解
除
さ
れ
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

栽
培
の
動
き
が
急
速
に
発
展
し
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
た
畜
産
が
進
展
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
北
方
地
域
に
か
ぎ
ら
な

い
が
、
特
に
北
方
地
域
に
あ
っ
て
は
食
糧
向
け
の
小
麦
の
減
少
と
飼
料
作
用
（
一
部
加
工
原
料
用
も
含
む
）
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
増

産
に
よ
る
家
畜
の
多
頭
飼
養
の
傾
向
が
す
す
み
、
肉
類
や
乳
製
品
と
い
う
新
し
い
需
要
に
対
す
る
供
給
地
の
役
割
を
も
担
う
に
至
っ

て
き
た
。
こ
こ
に
経
済
成
長
下
に
お
け
る
北
方
地
区
の
も
う
一
つ
の
対
応
の
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
農
牧
混
合

地
帯
と
し
て
の
北
方
地
域
で
は
家
畜
数
の
増
加
が
草
原
の
劣
化
を
ひ
き
起
こ
す
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
動
き
は
、
果
た
し
て
日
本
の
場
合
の
よ
う
に
、
全
国
的
な
食
糧
の
地
域
分
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
形
成
す
る
方

向
で
進
展
し
て
き
た
の
か
、
ど
う
か
。
コ
メ
の
場
合
で
あ
れ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
｜
畜
産
の
発
展
の
方
向
で
あ
れ
、
今
後
追
跡
的
な
、
あ

る
い
は
理
論
的
な
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
実
際
、
家
畜
の
多
頭
化
に
よ
る
過
放
牧
問
題
の
み
で
は
な
く
、
稲
作
に
お
い
て
も
水
利

や
経
営
改
善
の
た
め
の
基
盤
整
備
等
の
面
で
の
制
約
条
件
、
あ
る
い
は
未
解
決
の
問
題
が
多
く
残
さ
れ

５
）

て
い
る
。
こ
れ
は
経
済
成
長

の
期
間
の
短
さ
、
ま
た
中
央
と
地
方
と
の
関
係
が
歴
史
地
理
的
に
み
て
日
本
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
果
た
し
て
地
域
分
化
の
現
象

と
み
て
よ
い
か
ど
う
か
未
知
数
の
所
が
あ
る
。
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む
す
び

最
後
に
、
本
稿
で
は
言
及
し
得
な
か
っ
た
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
結
び
と
し
た
い
。

第
一
に
、
中
国
の
急
速
な
経
済
発
展
の
も
と
で
、
北
方
地
域
の
経
済
を
主
導
し
て
き
た
の
は
農
牧
業
を
主
と
し
た
一
次
産
業
で
は

な
く
二
次
及
び
三
次
産
業
で
あ
っ
て
、
将
来
的
に
は
さ
ら
に
、
二
次
・
三
次
産
業
の
発
展
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
都
市
」
経
済
の
発
展

が
地
域
構
造
を
変
化
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
北
方
地
域
に
お
け
る
「
都
市
化
の
特
異
性
」
の
分
析
を
も
踏

ま
え
た
地
域
理
解
が
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、
農
牧
交
錯
地
帯
と
し
て
の
北
方
地
帯
を
念
頭
に
置
い
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
文
明
史
に
お
い
て
定
着
し
て
き
た
見
方
、

す
な
わ
ち
遊
牧
（
草
原
）
対
農
業
（
農
耕
）
と
い
う
構
図
に
対
し
て
、
都
市
化
・
工
業
化
（
地
下
資
源
）
と
い
う
視
点
を
組
み
入
れ

た
見
方
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
三
者
は
異
な
っ
た
開
発
ベ
ク
ト
ル
を
指
向
し
て
い
る
。
こ
の
異
な
っ
た
開
発

ベ
ク
ト
ル
を
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き
か
が
、
今
後
の
北
方
地
域
を
占
う
う
え
で
重
要
な
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
際
、
三
つ
の
開
発
の
何
れ
に
も
か
か
わ
る
水
利
の
側
面
か
ら
の
環
境
論
的
な
分
析
と
考
察
が
期
待

６
）

さ
れ
る
。

第
三
は
、
北
方
地
域
の
現
実
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
就
業
構
造
お
よ
び
土
地
利
用
の
面
か
ら
い
っ
て
、
一
次
産
業
の
比
重
が
突
出

し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
基
幹
的
な
位
置
を
占
め
る
農
業
と
牧
畜
と
の
共
存
或
い
は
対
抗
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
な
こ
と

を
指
摘
し
た
い
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
右
記
の
二
点
と
の
関
係
を
見
す
え
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
経
済
的
に
は
北

方
地
域
の
対
応
の
論
理
が
中
国
全
体
の
地
域
分
化
の
問
題
と
し
て
展
開
す
る
の
か
、
北
方
地
域
に
視
座
を
お
き
独
自
の
地
域
分
化
の

方
向
も
見
い
だ
さ
れ
る
の
か
、
の
見
き
わ
め
も
必
要
に
な
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
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注１
）
「
北
方
地
域
」
と
は
、
古
来
中
国
で
言
わ
れ
て
き
た
「
北
方
対
南
方
」
に
対
応
し
た
使
い
方
で
は
な

い
。
今
日
の
中
国
の
最
北
部
に
位
置
す
る
黒
竜
江
省
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
を
中
心
に
、
さ
ら
に

考
察
の
便
宜
上
か
ら
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
吉
林
省
、
遼
寧
省
、
寧
夏
回
族
自
治
区
、
お
よ
び

甘
粛
省
を
加
え
た
範
囲
を
指
す
。

２
）

都
市
化
・
工
業
化
は
食
糧
基
盤
の
大
幅
な
潰
廃
を
招
い
た
が
、
東
北
日
本
に
お
け
る
土
地
生
産
性

の
向
上
と
未
墾
地
の
開
田
、
畑
地
の
水
田
化
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
食
糧
基
地
と
し
て
の
役
割
を

急
速
に
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
都
市
化
地
域
へ
の
労
働
力
流
出
と
の
関
連
で
は
、
農
業
基
本
法

（
一
九
六
一
年
）
に
基
づ
く
圃
場
整
備
事
業
と
米
作
の
機
械
化
一
貫
体
系
が
確
立
し
た
。

（
３
）

こ
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
筆
者
自
身
が
日
本
各
地
、
お
よ
び
中
国
・
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
等

で
行
な
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
印
象
を
比
較
し
て
得
た
実
感
で
あ
る
。

４
）

例
え
ば
、
北
海
道
農
業
試
験
場
退
職
後
の
原

正
一
氏
と
北
方
稲
作
発
展
と
の
関
係
の
要
点
は
以

下
の
通
り
。

一
九
八
一
年：

黒
竜
江
省
海
倫
市
で
「
畑
苗
移
植
」
栽
培
技
術
試
験
開
始

一
九
九
〇
年：

中
国
国
家
科
学
委
員
会
、「
畑
苗
移
植
」
と
「
粗
植
」
を
東
北
・
華
北
・
西
北
で
普

及
方
針
を
に
決
定

一
九
九
〇
年：
原
氏
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
米
泉
市
を
訪
問
↓
ア
ル
カ
リ
性
土
壌
地
帯
に
お
け

る
寒
地
稲
作
指
導

５
）

抽
出
調
査
に
よ
れ
ば
、
何
れ
の
地
域
に
あ
っ
て
も
各
家
庭
の
土
地
経
営
の
規
模
に
は
拡
大
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
基
本
的
な
生
産
力
基
盤
の
面
で
未
整
備
の
部
分
が
多
く
、
深
刻
な
砂
漠
化

や
塩
類
化
の
問
題
も
大
き
な
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
の
巨
大
な
消
費
市
場
か
ら
離
れ
た
遠

隔
の
地
に
あ
る
こ
と
も
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

表５ 有効灌漑面積割合（％、対耕地面積 )

区 分 2000年 2005年 2010年

中国全体 41.4 42.3 49.6

内モンゴル自治区 28.9 32.9 42.4

遼寧省 34.5 36.6 37.6

吉林省 23.6 28.9 31.2

黒竜江省 17.3 20.3 32.8

甘粛省 19.5 20.5 27.4

寧夏回族自治区 31.4 33.4 42.0

新疆ウイグル自治区 77.6 80.4 90.2

＊2005年の面積は2000年と同一統計による。 （資料：表１参照)
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６
）

耕
地
開
発
や
家
畜
の
多
頭
化
に
加
え
、
工
業
開
発
に
と
も
な
う
水
環
境
の
破
壊
、
一
方
都
市
化
に
対
応
し
た
野
菜
や
花
木
生
産
の
た
め
の
灌
漑
が

進
行
し
て
い
る
（
表
５
）
こ
と
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

文
献

澤
田
裕
之
二
〇
〇
四
。
中
国
内
蒙
古
北
東
部
ホ
ル
チ
ン
（
科
爾
沁
）
沙
地
に
お
け
る
農
牧
業
の
変
化
。
地
球
環
境
研
究
第
六
号
、
六
一
｜
七
〇
。

那
木
拉
二
〇
一
四
。
経
済
成
長
期
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
草
原
の
開
発
構
造
の
特
徴
に
関
す
る
研
究
｜
西
ウ
ジ
ュ
ム
チ
ン
旗
の
大
規
模
炭
田
開
発
を
中
心
に

｜
。
立
正
大
学
博
士
学
位
論
文
。

元
木

靖
二
〇
一
三
。『
中
国
変
容
論
｜
食
の
基
盤
と
環
境
｜
』
海
青
社
。

M
o
to
k
i Y

.
2004.

T
ra
n
sfo
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a
tio
n o

f g
ra
in p

ro
d
u
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n
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n
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o
d
ern

izin
g C

h
in
a
.
G
eograph

ical R
eview

 
of

 
Japan

 
77
(12),

838 -857.

レ
ス
タ
ー
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
今
村
奈
良
臣
訳
）
一
九
九
五
。『
だ
れ
が
中
国
を
養
う
の
か
？
｜
迫
り
く
る
食
糧
危
機
の
時
代
｜
』。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。

（
L
ester R

.
B
ro
w
n
:
W
H
O
 
W
IL
L
 
F
E
E
D
 
C
H
IN
A
?
1995 ）
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地
域
開
発
と
自
然
環
境
の
相
互
作
用

｜
中
国
西
北
・
東
北
地
区
の
事
例
研
究
か
ら
｜

横
浜
市
立
大
学

教
授

小
野
寺

淳

１．

計
画
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
〞
人
地
関
係
〝

中
華
人
民
共
和
国
の
計
画
経
済
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、社
会
主
義
国
家
の
建
設
と
経
済
成
長
と
い
う
明
確
な
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。

中
国
は
地
域
開
発
に
つ
い
て
ソ
連
の
や
り
方
を
模
倣
し
、
い
わ
ゆ
る
自
然
改
造
計
画
の
思
想
的
な
影
響
も
受
け
た
。
そ
し
て
、
自
然

環
境
の
中
で
国
家
建
設
・
経
済
成
長
に
と
っ
て
有
用
な
も
の
｜
水
や
土
地
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉱
物
を
含
む
多
様
な
天
然
資
源

｜
を
可
能
な
限
り
開
発
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
う
し
た
開
発
に
資
す
る
た
め
に
、
自
然
地
理
学
や
経
済
地
理
学
の
研

究
者
た
ち
は
、
大
規
模
な
地
域
総
合
調
査
に
積
極
的
に
参
加
し
て

１
）

い
た
。
そ
の
際
に
、
開
発
の
負
の
影
響
に
つ
い
て
の
議
論
が
十
分

に
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

中
国
語
に
言
う
〞
人
地
関
係
〝、
す
な
わ
ち
〞
人
〝＝

「
人
間
」
と
〞
地
〝＝

「
自
然
環
境
」
の
関
係
性
、
を
問
う
な
ら
ば
、
こ
の

時
期
の
地
域
開
発
は
前
者
の
後
者
に
対
す
る
一
方
的
な
作
用
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
開
発
の

あ
り
方
が
、
近
年
の
中
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
あ
る
い
は
変
化
し
て
い
な
い
の
か
を
検
討
し
た
い
。
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２．

西
北
地
区
・
寧
夏
回
族
自
治
区
に
お
け
る
生
態
移
民
の

２
）

事
例

⑴

生
態
移
民
の
送
出
地
域
と
転
入
地
域

生
態
移
民
と
は
、
生
態
系
を
保
全
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
移
住
行
為
や
そ
の
行
為
に
参
加
し
た
人
々
の
こ
と
を
指
す
。
中
国
で
は

歴
史
的
に
辺
境
地
域
へ
と
移
民
を
押
し
出
し
て
ゆ
き
、
移
民
た
ち
は
必
ず
し
も
農
耕
に
適
さ
な
い
自
然
条
件
を
も
つ
辺
境
地
域
を
開

墾
し
続
け
た
。
し
か
し
、
近
年
の
生
態
移
民
は
、
単
な
る
一
方
的
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
開
発
行
為
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

移
民
送
出
地
域
に
お
け
る
生
態
系
の
回
復
も
同
時
に
意
図
さ
れ
て

３
）

い
る
。

大
き
く
見
れ
ば
、
寧
夏
回
族
自
治
区
の
生
態
移
民
は
南
部
山
間
地
帯
か
ら
北
部
平
原
地
帯
へ
と
行
わ
れ
た
。
南
部
は
黄
土
高
原
が

広
が
り
標
高
一
、五
〇
〇
ⅿ
以
上
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
六
盤
山
脈
に
は
天
然
二
次
林
や
野
生
生
物
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
丘
陵
地
で
は

粗
放
的
な
畑
作
が
行
わ
れ
、
河
谷
平
野
が
主
な
農
業
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
土
壌
流
出
が
深
刻
で
、
干
ば
つ
が
頻
繁
に
発
生
し
、
天

水
に
依
存
し
て
い
る
地
域
が
多
い
た
め
、
農
業
生
産
が
不
安
定
で
あ
る
。
他
方
、
北
部
は
、
南
西
か
ら
北
東
へ
黄
河
が
流
れ
、
海
抜

は
一
、一
〇
〇
〜
一
、四
〇
〇
ⅿ
だ
が
、
地
勢
は
平
坦
、
土
壌
は
肥
沃
で
あ
る
。
西
側
の
賀
蘭
山
脈
が
西
北
か
ら
の
寒
気
や
風
砂
を
阻

み
、
日
照
時
間
が
長
く
、
気
温
の
日
較
差
が
大
き
い
。
平
均
降
水
量
は
二
〇
〇
㎜
程
度
と
自
治
区
南
部
よ
り
も
さ
ら
に
少
な
い
が
、

黄
河
か
ら
の
灌
漑
が
容
易
で
あ
る
。
過
剰
な
灌
漑
に
よ
っ
て
は
塩
害
が
起
こ
り
、
排
水
不
全
に
よ
る
窪
地
の
湖
沼
化
な
ど
の
問
題
も

一
部
で
は
発
生
し
て
き
た
が
、
近
年
で
は
適
切
な
灌
漑
の
管
理
に
よ
り
塩
害
等
の
問
題
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と

４
）

い
う
。

第
１
図
は
、
寧
夏
回
族
自
治
区
各
市
・
県
の
農
民
一
人
当
た
り
純
収
入
の
デ
ー
タ
か
ら
、
経
済
的
な
地
域
間
格
差
を
見
た
も
の
で

あ
る
。
南
部
と
北
部
の
間
に
は
二
倍
か
ら
三
倍
に
及
ぶ
格
差
が
存
在
し
、
こ
の
情
況
が
南
か
ら
北
へ
の
移
民
を
促
進
す
る
基
本
的
な
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経
済
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
南
部
は
西
海
固
地
区
と
も
呼

ば
れ
、
貧
困
地
域
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
ぱ

ら
第
一
次
産
業
に
偏
る
産
業
構
造
で
あ
り
、
工
業
化
が
進

ま
ず
、
出
稼
ぎ
も
活
発
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に

対
し
て
北
部
で
は
、
農
業
自
体
の
生
産
性
が
高
く
、
そ
れ

に
加
え
て
農
民
の
農
外
所
得
の
機
会
が
多
い
。
そ
の
他
、

教
育
水
準
や
外
界
と
の
接
触
機
会
の
差
異
に
よ
っ
て
、
農

民
の
資
質
に
も
南
北
間
で
大
き
な
違
い
が
存
在
す
る
と
い

う
指
摘
も

５
）

あ
る
。

⑵

生
態
移
民
の
進
展

寧
夏
に
お
け
る
生
態
移
民
は
、
自
治
区
政
府
の
政
策
と

し
て
組
織
的
に
推
進
さ
れ
た
。
移
民
の
開
始
段
階
で
は
、
自
治
区
政
府
が
関
係
諸
機
関
の
調
整
と
開
発
の
た
め
の
資
金
供
与
を
担
当

し
、
移
民
送
出
県
の
政
府
が
遠
く
離
れ
た
移
民
村
の
建
設
と
管
理
に
責
任
を
持
っ
た
。
移
民
村
の
水
道
・
電
気
施
設
、
学
校
、
病
院

は
国
家
が
投
資
し
て
建
設
し
、
農
地
の
整
地
や
、
移
住
費
用
、
住
宅
建
設
費
用
は
国
家
が
補
助
を
す
る
。
生
産
や
生
活
の
費
用
は
自

弁
が
主
で
あ
る
が
、
政
府
の
援
助
も

６
）

あ
る
。
そ
の
後
、
移
民
村
の
水
利
施
設
・
農
地
整
備
や
住
宅
・
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
開
発
が
基
本

第１図 寧夏各市県の農民一人当たり純収入
（2004年）

（寧夏統計年鑑2006より作成）。
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的
に
完
成
し
て
移
民
し
た
人
々
の
衣
食
住
が
安
定
的
に
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
を
待
っ
て
か
ら
、
移
民
村
を
当
地
の
県
（
市
）
政
府
の
管
理
に
委
ね
て
、

そ
こ
で
郷
鎮
と
し
て
の
行
政
組
織
が
整
備
さ
れ
る
。

自
治
区
政
府
は
一
九
八
三
年
に
、
南
部
の
隆
徳
県
、
固
原
県
、

源
県
が
そ

れ
ぞ
れ
北
部
の
平
羅
県
潮
湖
、
中
衛
市
・
中
寧
県
に
跨
る
大
戦
場
灘
、
永
寧
県

の
芦
草

（
後
に
興

鎮
等
に
再
編
さ
れ
て
か
ら
銀
川
市
西
夏
区
に
編
入
）
に

移
民
基
地
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
同
年
に
は
測
量
と
設
計
を
行
い
、

移
民
を
組
織
し
て
、
労
務
を
提
供
さ
せ
て
資
材
や
資
金
を
援
助
す
る
方
式
に

よ
っ
て
水
利
施
設
を
建
設
し
た
。
一
九
九
〇
年
に
は
、
海
原
県
が
賀
蘭
県
南
梁

台
子
と
永
寧
県
玉
泉
営
（
後
の

寧
鎮
）
に
、
西
吉
県
も
永
寧
県
玉
泉
営
に
移

民
村
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定

７
）

し
た
（
写
真
１
）。

こ
う
し
て
一
九
八
三
年
以
来
お
よ
そ
二
〇
年
の
間
に
四
〇
万
人
を
越
え
る
南

部
の
貧
困
農
民
が
北
部
へ
移
住
し
た
と
言
わ
れ
て

８
）

い
る
。
移
住
は
農
民
の
意
思

を
尊
重
し
、
自
主
的
に
申
請
し
、
郷
政
府
が
審
査
し
、
県
政
府
が
批
准
し
、
命

令
は
し
な
い
。
実
際
に
困
難
が
あ
っ
て
定
住
を
望
ま
な
け
れ
ば
元
の
居
住
地
に

戻
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
移
民
は
原
籍
地
の
請
負
地
を
そ
の
ま
ま
に
し
な

写真１ 移民村内の用水路
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が
ら
、
移
民
村
の
新
し
い
土
地
を
長
期
に
請
け
負
っ
て
使
用
し
、
両
方
に
家
を
持
つ
こ
と
が
許
さ

９
）

れ
た
。

⑶

生
態
移
民
の
含
意

移
民
村
建
設
の
前
提
と
し
て
、
用
水
路
の
整
備
や
農
地
の
開
発
な
ど
、
国
家
資
本
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
改
造
が
不
可
欠
で
あ
る
。

移
民
の
過
程
に
お
い
て
は
、
移
民
に
対
し
て
政
府
に
よ
る
手
厚
い
保
護
が
あ
り
、
土
地
が
無
償
で
提
供
さ
れ
、
そ
の
他
に
も
様
々
な

優
遇
策
が
講
じ
ら
れ
る
。
生
態
移
民
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
進
取
の
気
性
に
富
む
人
材
お
よ
び
労
働
力
が
、
自
治
区
南
部

の
貧
困
地
域
か
ら
北
部
へ
と
送
り
出
さ
れ
、
そ
こ
で
彼
ら
は
農
業
を
多
角
的
に
発
展
さ
せ
、
農
業
以
外
の
産
業
へ
も
意
欲
的
に
参
入

し
て
い
る
。

土
地
の
所
有
権
と
使
用
権
の
あ
り
方
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、移
民
村
へ
入
植
し
た
際
に
与
え
ら
れ
た
土
地
が
国
有
で
あ
る
こ
と
が
、

移
民
村
と
い
う
農
村
空
間
の
態
様
を
決
定
的
に
特
徴
付
け
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
生
態
移
民
は
政
府
に
よ
る
荒
地
の
灌
漑
開
墾

事
業
か
ら
始
ま
る
た
め
、
土
地
の
所
有
権
は
必
然
的
に
国
に
あ
る
。
中
国
の
一
般
の
農
村
に
お
い
て
は
村
民
委
員
会
の
よ
う
な
集
団

組
織
に
よ
っ
て
土
地
が
所
有
さ
れ
、
実
際
の
権
利
関
係
が
し
ば
し
ば
曖
昧
に
な
り
が
ち
で
あ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
移
民
村
に

お
い
て
は
、
土
地
の
所
有
権
は
国
に
帰
属
し
、
使
用
権
が
集
団
組
織
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
る
。
そ
の
こ
と
が
、

土
地
に
対
す
る
個
人
の
裁
量
を
大
き
く
し
、
個
人
の
能
力
を
自
由
に
発
揮
し
た
経
済
活
動
の
可
能
性
を
担
保
す
る
。
結
果
と
し
て
、

農
業
経
営
の
大
規
模
化
や
、
非
農
業
へ
の
参
入
や
、
貧
困
農
村
か
ら
の
継
起
的
な
移
民
さ
え
も
容
易
に
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
農
村
社
会
に
お
け
る
新
た
な
階
層
分
化
を
招
来
し
て
い
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

26



い
。
そ
し
て
、
従
来
の
戸
籍
制
度
は
基
本
的
に
は
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
都
市
農
村
間
に
お
け
る
貧
富
の
格
差
は
広
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
広
域
の
灌
漑
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
黄
河
下
流
域
の
水
不
足
が
深
刻
に
な
る
と
い
う
、
地
域
を
越
え

た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

３．

東
北
地
区
・
吉
林
省
に
お
け
る
資
源
開
発
の

10
）

事
例

⑴

資
源
と
都
市
の
関
係

中
国
で
は
経
済
発
展
に
と
も
な
い
、
天
然
資
源
に
対
す
る
需
要
が
急
増
し
て
い
る
。
中
国
に
よ
る
国
外
で
の
活
発
な
資
源
調
達
の

動
き
が
よ
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
と
同
時
に
、
国
内
で
の
資
源
開
発
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
資
源
開
発
の
動
向
が
、
そ
の
拠
点
と
な
る
都
市
の
在
り
方
を
左
右
し
、
特
殊
な
空
間
構
造
を
形
成
し
て
い
る
。
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
オ
ル
ド
ス
市
で
は
、
石
炭
開
発
の
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
不
動
産
バ
ブ
ル
に
と
も
な
っ
て
都
市
開
発
が
急
激
に
進
行

し
た
も
の
の
、
ま
も
な
く
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
顚
末
は
、
極
端
な
例
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
資
源
と
都
市
と
の
一
つ
の
関
係
性
を
示
し
て
い
る
。

一
般
的
に
は
、「
資
源
枯
渇
型
都
市
」の
問
題
と
し
て
、
例
え
ば
石
炭
の
採
掘
に
依
存
し
て
き
た
都
市
が
資
源
の
減
少
と
と
も
に
衰

退
し
ま
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
天
然
資
源
の
埋
蔵
量
そ
し
て
採
掘
の
技
術
と
コ
ス
ト
に
規
定
さ
れ
る
可
採
量
に
は
必
ず
限
度

が
あ
る
た
め
、
資
源
の
開
発
は
増
産
期
、
安
定
期
、
減
産
期
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
経
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
資
源

開
発
の
拠
点
と
な
る
都
市
は
成
長
期
、
繁
栄
期
、
衰
退
期
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
た
ど
る
こ
と
が
必
然
で

11
）

あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
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踏
ま
え
て
、
都
市
の
衰
退
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
繁
栄
期
の
う
ち
に
資
源
開
発
に
依
存
し
て
い
る
産
業
構
造
の
転
換
を
図
り
、「
第
二
の

創
業
」
を
進
め
て
お
く
と
い
う
産
業
政
策
が
肝
要
、
と
い
う
主
張
も
な
さ
れ
て

12
）

い
る
。

こ
の
よ
う
な
資
源
と
都
市
の
関
係
は
、中
国
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、例
え
ば
日
本
の
産
炭
地
域
で
も
経
験
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
中
国
の
資
源
と
都
市
の
関
係
に
は
、
特
殊
な
事
情
も
介
在
し
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
資
源
開
発
が
全
面
的
に
国
家
主

導
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
天
然
資
源
は
経
済
発
展
の
基
盤
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
安
全
保
障
上
の
戦
略
物
資
で
も
あ
る
。
中

国
の
天
然
資
源
は
す
べ
て
国
有
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
、
資
源
開
発
を
国
家
が
強
力
に
主
導
し
、
そ
の
開
発
は
多
く
の
部
分
を
国
有
企

業
が
担
う
こ
と
に
な
る
。
本
節
で
取
り
上
げ
る
石
油
資
源
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
体
制
が
は
っ
き
り
と
採
ら
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
資
源
開
発
の
拠
点
と
な
る
都
市
の
形
成
に
つ
い
て
も
、
そ
の
主
要
な
部
分
を
し
ば
し
ば
そ
れ
ら
の
国
有
企
業
が
担
う

こ
と
で
あ
る
。
都
市
を
建
設
す
る
た
め
の
資
金
が
、
と
り
わ
け
成
長
期
に
お
い
て
は
、
国
有
企
業
を
通
じ
て
政
府
か
ら
優
先
的
に
投

下
さ
れ
う
る
。

⑵

吉
林
油
田
の
経
緯

中
国
石
油
吉
林
油
田
公
司
は
中
国
石
油
天
然
気
集
団
公
司
（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
グ
ル
ー
プ
内
の
中
国
石
油
天
然
気
（
ペ
ト
ロ
チ
ャ
イ
ナ
）

に
所
属
す
る
地
区
会
社
で
あ
り
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
探
査
・
開
発
・
生
産
・
加
工
・
販
売
か
ら
生
産
技
術
サ
ー
ビ
ス
や
従
業
員
の

生
活
サ
ー
ビ
ス
ま
で
も
一
体
と
し
て
取
り
組
む
大
型
石
油
企
業
で
あ
る
。
本
部
は
吉
林
省
松
原
市
に
あ
り
、
油
井
は
多
く
が
松
原
市

の
管
轄
す
る
区
・
市
・
県
の
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
（
写
真
２
）。
現
有
の
従
業
員
は
約
四
七
、〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
一
六
の
部
門
、
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三
つ
の
付
属
機
関
、
直
属
の
子
会
社
が
七
社
、
系
列
の
子
会
社
が
五
七

13
）

あ
る
。

採
掘
が
最
初
に
成
功
し
た
の
は
一
九
五
九
年
で
あ
り
、
当
初
は「
扶
余
油
田
」

と
呼
ば
れ
た
。
黒
竜
江
省
の
大
慶
油
田
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
、

す
で
に
五
〇
年
を
超
え
る
歴
史
を
有
す
る
。
一
九
六
一
年
に
は
吉
林
省
管
理
下

の
国
有
企
業
「
吉
林
油
田
」
が
発
足
し
た
。
一
九
九
八
年
に
中
国
石
油
天
然
気

総
公
司
の
傘
下
に
入
り
、
そ
の
際
に
株
式
上
場
部
分
と
非
上
場
部
分
の
分
離
を

し
て
二
つ
の
組
織
に
し
た
が
、二
〇
〇
七
年
に
は
そ
れ
ら
を
再
統
合
し
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
に
は
以
前
は
シ
ノ
ペ
ッ
ク
に
所
属
し
て
い
た
石
油
精
製
の
前
郭
石

化
公
司
を
吸
収
合
併
し
た
。

二
〇
一
一
年
の
吉
林
油
田
の
原
油
生
産
量
は
七
三
五
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
累

積
の
生
産
量
は
一

三
億
ト
ン
に
達
す
る
。
し
か
し
、
油
田
と
し
て
の
評
価
は
、

品
質
が
劣
り
、
浸
透
率
や
飽
和
率
が
低
く
て
、
開
発
の
難
度
が
高
い
と
さ
れ
る
。

初
期
の
油
井
で
は
早
く
か
ら
注
水
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
会
戦
」

と
呼
ば
れ
る
設
備
や
労
働
力
を
総
動
員
し
て
の
積
極
的
な
探
鉱
・
開
発
が
し
ば

し
ば
展
開
さ
れ
、
採
掘
技
術
の
向
上
と
あ
い
ま
っ
て
、
近
年
は
着
実
な
増
産
傾

向
に
あ
る
。

写真２ 油井の掘削作業
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⑶

資
源
開
発
に
と
も
な
う
脆
弱
性

中
国
で
は
天
然
資
源
の
所
有
権
は
国
家
に
属
し
、
資
源
開
発
が
明
確
に
国
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
し
ば
し
ば
特
定
の
国
有
企

業
が
そ
の
主
体
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
か
つ
て
の
計
画
経
済
シ
ス
テ
ム
が
固
守
さ
れ
た
よ
う
な
特
異
な
都
市
空
間
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
の
よ
う
な
都
市
の
脆
弱
性
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
資
源
に
依
存
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
よ
る
脆
弱
性
で
あ
る
。
吉
林
油
田
そ
し
て
松
原
市
は
、
資
源
開
発
と
都
市
形
成
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
前
半
に
相
当
し
、
確
か
に
最
近
ま
で
は
高
い
経
済
成
長
率
を
誇
っ
て
き
た
も
の
の
、
資
源
型
都
市
の
宿
命
で
あ

る
資
源
が
枯
渇
す
る
こ
と
の
脆
弱
性
か
ら
は
将
来
的
に
は
免
れ
え
ず
、
あ
る
い
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
源
の

需
給
関
係
の
影
響
を
必
ず
や
受
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
国
有
企
業
と
都
市
空
間
が
今
後
い
つ
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か

注
目
さ
れ
る
。

第
二
は
、「
国
進
民
退
」
に
関
わ
る
脆
弱
性
で
あ
る
。「
国
進
民
退
」
す
な
わ
ち
国
有
企
業
の
躍
進
と
民
営
企
業
の
後
退
が
、
二
〇

〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
有
企
業
改
革
は
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
資
源
開
発
を
含
む
特

定
の
産
業
分
野
に
限
れ
ば
、
国
有
資
本
が
絶
対
的
な
支
配
権
を
保
持
し
て

14
）

い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
有
セ
ク
タ
ー
が
肥
大
化
し
て
い
る

こ
と
が
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
を
妨
げ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
共
産
党
幹
部
の
既
得
権
益
が
あ
り
、
解
決
は
簡
単

で
は

15
）

な
い
。
吉
林
油
田
が
建
設
し
た
従
業
員
向
け
住
宅
は
、
住
宅
制
度
改
革
後
も
所
有
が
吉
林
油
田
の
従
業
員
家
族
に
限
定
さ
れ
、

工
作
単
位
の
閉
鎖
的
な
空
間
が
現
在
も
強
固
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
従
業
員
家
族
の
た
め
の
教
育
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の

社
会
サ
ー
ビ
ス
に
も
全
面
的
に
こ
の
企
業
が
関
与
し
、
彼
ら
は
賃
金
の
み
な
ら
ず
福
利
厚
生
に
お
い
て
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
中
国
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石
油
天
然
気
グ
ル
ー
プ
の
マ
ー
ク
〞
宝
石
花
〝
と
国
家
の
た
め
に
油
田
開
発
へ

邁
進
す
る
と
い
う
文
脈
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
掲
げ
ら
れ
、

吉
林
油
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
い
使
命
感
と
優
越
感
が
表
さ
れ
て
い
る
（
写
真

３
）。第

三
に
、
資
源
と
階
層
あ
る
い
は
資
源
と
民
族
に
関
わ
る
脆
弱
性
で
あ
る
。

天
然
資
源
が
国
有
と
し
て
定
義
さ
れ
、
実
際
上
は
国
有
企
業
が
主
導
し
て
開
発

を
進
め
た
時
、
国
有
企
業
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
れ
な
い
人
々
は
開
発
の
果
実
に
な

か
な
か
接
近
で
き
な
い
。
松
原
市
の
中
心
市
街
地
の
二
元
的
な
都
市
景
観
は
、

吉
林
油
田
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
と
の
格
差
を
体
現
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
経
済
的
な
階
層
間
の
問
題
で
あ
る
だ
け
で
は

な
い
。
そ
も
そ
も
天
然
資
源
が
誰
の
も
の
か
ま
で
遡
っ
て
考
え
た
時
、
モ
ン
ゴ

ル
族
と
漢
族
と
い
う
民
族
間
の
問
題
と
な
る
可
能
性
も
は
ら
ん
で
い
る
。

４．

市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
〞
人
地
関
係
〝

中
国
で
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
経
済
改
革
・
対
外
開
放
政
策
が
実
行
さ
れ
、

市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
の
下
で
高
度
経
済
成
長
が
進
行
し
て
い
る
。
利
潤
を
追
求

写真３ 吉林油田の住宅とスローガン
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す
る
企
業
活
動
の
活
発
化
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
と
も
な
う
環
境
問
題
が
顕
在
化
し
深
刻
化
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
一
方
で
、
一

人
当
た
り
の
所
得
の
上
昇
に
と
も
な
い
、「
市
民
」の
環
境
保
護
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
地
理
学
な
ど
の
研
究
者
の
間
に

お
い
て
は
、
持
続
可
能
性
と
い
う
視
点
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
、
自
然
環
境
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

16
）

き
た
。

そ
し
て
、
実
際
の
地
域
開
発
の
様
相
を
観
察
す
る
と
、〞
人
〝
か
ら
〞
地
〝
へ
の
作
用
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
作

用
に
対
す
る
〞
地
〝
か
ら
〞
人
〝
へ
の
反
作
用
も
い
よ
い
よ
大
き
く
な
っ
て
い
る
。〞
人
〝
と
〞
地
〝
の
間
で
の
〞
和
諧
〝＝

「
調
和
」

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
中
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
〞
人
地
関
係
〝
の
規
模
の
巨
大
さ
や
関
連
す
る
諸
制
度
の
硬
直
性
の
た
め
に
、

問
題
の
解
決
が
容
易
で
は
な
い
。

注１
）

小
野
寺
淳
「
中
国
の
地
理
学
」
地
学
雑
誌
一
二
一
（
五
）：

八
二
四
｜
八
四
〇
、
二
〇
一
二
年
。

２
）

生
態
移
民
の
事
例
は
、
小
野
寺
淳
「『
生
態
移
民
』
に
よ
る
農
村
開
発
」
石
原
潤
編
『
西
北
中
国
の
い
ま
｜
西
部
大
開
発
下
の
陝
西
・
寧
夏
・
甘
粛

｜
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、p

p
.148

159

、
二
〇
一
一
年
。
か
ら
の
引
用
。

３
）

シ
ン
ジ
ル
ト
「
中
国
西
部
辺
境
と
『
生
態
移
民
』」
小
長
谷
有
紀
・
シ
ン
ジ
ル
ト
・
中
尾
正
義
編
『
中
国
の
環
境
政
策

生
態
移
民
｜
緑
の
大
地
、

内
モ
ン
ゴ
ル
の
砂
漠
化
を
防
げ
る
か
？
｜
』
昭
和
堂
、p

p
.1
32

、
二
〇
〇
五
年
。

４
）

汪
一
鳴
『
寧
夏
人
地
関
係
演
化
研
究
』
銀
川：

寧
夏
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

５
）

陳
育
寧
「
寧
夏
地
域
経
済
の
二
元
性
と
発
達
の
後
れ
た
地
域
の
発
展
」
保
母
武
彦
・
陳
育
寧
編
『
中
国
農
村
の
貧
困
克
服
と
環
境
再
生
｜
寧
夏
回

族
自
治
区
か
ら
の
報
告
｜
』
花
伝
社
、p

p
.13

25

、
二
〇
〇
八
年
。
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６
）

範
建
栄
『
移
民
開
発
與
区
域
発
展：

寧
夏
移
民
開
発
的
歴
史
、
現
実
與
未
来
』
銀
川：

寧
夏
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

７
）

寧
夏
百
科
全
書
編
纂
委
員
会
編
『
寧
夏
百
科
全
書
』
銀
川：

寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

８
）

李
寧
主
編
『
寧
夏
吊
庄
移
民
』
北
京：

民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

９
）

前
掲
（
６
）。

10
）

資
源
開
発
の
事
例
は
、
小
野
寺
淳
「
中
国
に
お
け
る
資
源
開
発
と
都
市
形
成
｜
吉
林
油
田
を
事
例
に
｜
」
小
島
泰
雄
編
『
中
国
東
北
に
お
け
る
地

域
構
造
変
化
の
地
理
学
的
研
究
２
』
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
地
域
空
間
論
分
野
、
二
〇
一
五
年
刊
行
予
定
。
か
ら
の
引
用
。

11
）

陳
慧
女
『
中
国
資
源
枯
竭
型
城
市
的
産
業
転
型
｜
基
於
科
学
発
展
観
視
角
的
分
析
｜
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。

12
）

常
春
勤
・
関
中
美
「
資
源
開
発
与
鉱
業
城
市
発
展

合
関
係
与
機
理
」
喬
旭
寧
・
常
春
勤
・
陳
小
素
・
楊
永
菊
・

小
軍
・
関
中
美
編
著
『
資
源

与
区
域
発
展
』
煤
炭
工
業
出
版
社
、p

p
.173

186

。
二
〇
一
二
年
。

13
）

中
国
石
油
吉
林
油
田
公
司
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh
ttp
: //w

w
w
.jl.x

in
h
u
a
n
et.co

m
/y
o
u
tia
n
/jia

n
jie.h

tm

（
二
〇
一
四
年
六
月
一
四
日
閲
覧
）。

14
）

大
橋
英
夫
「
習
近
平
・
李
克
強
を
待
ち
受
け
る
「
二
つ
の
罠
」」
21
世
紀
中
国
総
研
編
『
中
国
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
蒼
蒼
社
、p

p
.19

49

、
二
〇

一
三
年
。

15
）

隆
「
視
界
不
良
の
中
国
経
済
（
中
）
｜
不
動
産
バ
ブ
ル
崩
壊
の
恐
れ
｜
」
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
四
年
五
月
一
五
日
。
他
方
、
丸
山
知
雄
「
視

界
不
良
の
中
国
経
済
（
下
）
｜
民
間
主
導
の
時
代
近
づ
く
｜
」
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
四
年
五
月
一
六
日
、
は
、
国
有
企
業
の
民
営
化
の
進
展
に
注

目
し
て
、「
国
進
民
退
」
の
傾
向
を
確
認
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

16
）

前
掲
（
１
）。

33



遊
牧
は
な
ぜ
数
千
年
も
続
い
て
き
た
か
？

：

災
害
学
か
ら
考
え
る

名
古
屋
大
学

教
授

篠

田

雅

人

は
じ
め
に

遊
牧
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
乾
燥
地
の
草
原
で
発
生
し
、
数
千
年
も
の
間
、
続
い
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
家
畜
と
と
も
に
人
間

が
移
動
し
、
草
原
を
広
く
薄
く
利
用
す
る
営
み
で
あ
る
。
遊
牧
に
は
、
移
動
に
よ
り
土
地
へ
の
環
境
負
荷
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
、

そ
れ
を
持
続
的
に
利
用
し
、
砂
漠
化
を
回
避
す
る
伝
統
知
が
み
つ
け
ら
れ
る
。
見
逃
し
て
い
け
な
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
生
業
が
ア

ネ
ク
メ
ー
ネ
（
人
間
が
居
住
で
き
な
い
地
域
）
に
隣
接
す
る
エ
ネ
ク
メ
ー
ネ
（
人
間
が
居
住
で
き
る
地
域
）
で
行
わ
れ
て
き
た
と
い

う
点
で
あ
る
。
エ
ネ
ク
メ
ー
ネ
の
範
囲
は
お
も
に
気
候
条
件
で
決
め
ら
れ
る
が
、
本
論
で
は
、「
寒
冷
乾
燥
と
い
う
極
限
環
境
の
な
か

で
、
な
ぜ
遊
牧
が
続
い
て
き
た
か
」
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
災
害
管
理
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
気
候
景
観

乾
燥
地
を
旅
す
る
と
、
湿
潤
な
日
本
で
見
ら
れ
る
の
と
は
異
な
っ
た
独
特
な
自
然
景
観
を
目
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
乾
燥
地
に
あ

る
モ
ン
ゴ
ル
高
原
を
飛
行
機
の
窓
か
ら
観
察
し
た
と
き
の
こ
と
を
述
べ
る
。
日
本
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
へ
向
か
う
途
中
、
中
国
の
大
陸
上
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に
入
り
し
ば
ら
く
進
む
と
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
砂
漠
が
波
打
っ
て
見
え
て
く
る
。
そ
れ
を
越
え
モ
ン
ゴ
ル
国
に
入
る
と
、
緑
が
ほ
と
ん

ど
な
い
赤
茶
の
大
地
が
目
に
入
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
水
が
干
上
が
っ
て
塩
が
張
り
付
い
た
平
ら
な
窪
地
も
見
え
る
。
し
ば
ら
く
、

そ
の
よ
う
な
景
観
が
続
き
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
空
港
へ
降
下
し
て
ゆ
く
と
き
に
は
、
網
状
流
と
な
っ
た
ト
ー
ラ
川
と
そ
の
ま
わ
り

を
埋
め
る
草
原
が
視
野
に
は
い
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
こ
と
で
モ
ン
ゴ
ル
高
原
（
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
と
モ
ン
ゴ
ル
国
を

含
む
）
と
い
っ
て
も
そ
の
自
然
景
観
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
景
観
の
地
域
差
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
気
候
（
と
く
に
水

分
条
件
）
で
あ
る
。

気
候
景
観
と
は
、
気
候
が
反
映
さ
れ
た
景
観
で
あ
る
。
気
候
と
は
「
大
気
の
平
均
状
態
」
で
あ
り
、
気
候
を
表
現
す
る
た
め
に
は

長
期
間
の
気
象
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
が
、
気
象
デ
ー
タ
は
世
界
の
乾
燥
地
の
ど
こ
に
お
い
て
も
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
よ
う
な
場
合
、
気
候
景
観
が
気
候
を
示
す
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
乾
燥
地
の
気
候
景
観
と
は
、
一

般
的
に
は
「
降
水
量
が
少
な
く
、
そ
の
多
く
の
部
分
が
蒸
発
や
植
物
か
ら
の
蒸
散
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
土
壌
水
分
が
少
な
い
た
め
、

植
物
の
ほ
と
ん
ど
な
い
砂
漠
や
樹
木
の
乏
し
い
草
原
な
ど
の
景
観
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
篠
田
二
〇
〇
九
）。
ま
た
、
気
候
景
観
と

し
て
の
砂
漠
と
は
、「
乾
燥
気
候
の
た
め
植
生
が
み
ら
れ
な
い
か
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
景
観
」で
あ
り
、
そ
れ
は
乾
燥
地

の
な
か
で
も
最
も
乾
燥
し
た
地
域
に
位
置
し
て
い
る
。

世
界
の
植
生
分
布
（W

a
lter 1985

）
を
み
る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
乾
燥
地
の
景
観
（
砂
漠
・
半
砂
漠
・
草
原
・
サ
バ
ン
ナ
な

ど
）
が
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
を
へ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
さ
し
く
遊
牧
ベ
ル
ト
で
あ
り
、

非
農
耕
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
降
水
が
少
な
く
、
農
耕
が
で
き
な
い
地
域
に
お
け
る
食
糧
生
産
技
術
と
し
て
、
遊
牧
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
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草
原
で
発
見
さ
れ
た
の
は
数
千
年
前
と
い
わ
れ
て
い
る
（
本

郷
二
〇
一
〇
）。

モ
ン
ゴ
ル
国
の
牧
畜
と
自
然
災
害

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
東
部
の
内
陸
に
位
置
す
る
モ
ン
ゴ
ル
国

は
平
均
標
高
一
五
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
原
上
に
あ
る
。
日
平

均
気
温
が
氷
点
下
に
下
が
る
の
は
多
く
の
地
域
で
一
〇
〜
四

月
と
半
年
以
上
に
わ
た
り
、
年
降
水
量
は
モ
ン
ゴ
ル
国
平
均

で
二
〇
〇
〜
二
二
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
少
な
く
、
九
割
近
く

が
暖
候
季
に
集
中
す
る
。
モ
ン
ゴ
ル
国
で
の
自
然
災
害
の
発

生
は
、
寒
冷
で
あ
る
と
同
時
に
乾
燥
で
あ
る
当
地
の
厳
し
い

気
候
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る（
写
真
１
）。
モ
ン
ゴ
ル
国
で

は
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
気
候
ゆ
え
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
牧

畜
業
が
干
ば
つ
と
ゾ
ド
（
家
畜
の
大
量
死
に
つ
な
が
る
寒
候

季
の
寒
雪
害
）に
繰
り
返
し
脅
か
さ
れ
て
き
た
。
一
般
的
に
、

干
ば
つ
は
モ
ン
ゴ
ル
を
含
め
中
・
高
緯
度
の
乾
燥
地
で
は
家

写真１ 冬のモンゴルの遊牧風景（2005年１月１日、フルスタイン）（篠田
2010）。
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畜
に
と
っ
て
致
死
的
な
要
因
と
は
な
ら
な
い
（
篠
田
・
森
永
二

〇
〇
五
）。
い
っ
ぽ
う
、
ゾ
ド
は
世
界
的
に
み
て
も
家
畜
死
を
通

じ
て
人
間
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
篠
田
二
〇

一
五
）。

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
就
業
人
口
の
約
３

５
割
、
国
内
総
生
産
の

約
１

５
五
割
を
農
牧
業
が
占
め
、農
牧
業
生
産
の
お
よ
そ
４
分

の
３
を
牧
畜
業
が
占
め
て
い
る（
二
〇
一
一
年
）。
図
１
は
家
畜

数
と
実
質
国
内
総
生
産
成
長
率
の
経
年
変
化
で
あ
る
。
二
〇
〇

〇
年
代
初
め
と
二
〇
一
〇
年
に
両
者
と
も
顕
著
な
減
少
が
み
ら

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
家
畜
総
数
の
お
よ

そ
三
分
の
一
、
四
分
の
一
が
死
亡
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
家
畜
死
数
か
ら
み
て
大
規
模
な
ゾ
ド
は
、
一
九

四
〇
年
以
降
、
一
九
四
三
、
一
九
四
五
、
一
九
五
〇
、
一
九
六

八
、
一
九
七
七
、
二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
二
、
二
〇

一
〇
年
（
正
確
に
は
こ
の
年
と
前
年
の
寒
候
季
）
と
繰
り
返
さ

れ
て
き
た（
小
宮
山
二
〇
一
三
）。
こ
の
影
響
は
、
家
畜
を
失
っ

図１ 家畜数（五畜合計）・実質国内総生産の成長率の経年変化とゾド（丸
い陰影）による家畜死亡数（篠田2015）。
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た
こ
と
に
よ
る
貧
困
化
、
そ
れ
に
よ
る
健
康
・
教
育
レ
ベ
ル
の

低
下
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
を
な
ど
に
及
ぶ
。
し
か
し
な
が
ら
、

遊
牧
社
会
は
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
そ
の
結
果
、
そ
の
生

業
を
数
千
年
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
に
は
な
に
か
秘
訣
あ
る
と

考
え
、
そ
の
一
端
を
伝
統
知
識
に
探
っ
て
み
た
。

遊
牧
社
会
の
持
続
性

図
２
に
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
異
常
気
象
な
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
遊
牧
社
会
が
ど
の
よ
う
に
受
け
、
持
ち
こ
た
え
て
き
た
か
と

い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
異
常
気
象
と

い
う
外
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
対
し
て
、遊
牧
社
会
の
脆
弱
性
を
、

災
害
の
発
生
の
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
て
、「
暴
露
」、「
感
受
性
」、

「
復
元
力
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
で
と
ら
え
て
い
る
（
篠
田
二
〇

〇
七
）。
た
と
え
ば
、
強
い
砂
塵
嵐
が
や
っ
て
く
る
と
す
る
。
そ

う
し
た
嵐
に
と
も
な
う
強
風
や
砂
塵
に
人
や
家
畜
の
体
が
さ
ら

さ
れ
る
と
い
う
「
暴
露
」
の
段
階
が
あ
る
。
そ
う
し
た
予
兆
を

図２ 草原-遊牧システムに対する外的インパクト（異常気象を含む）・外
的支援の影響とシステムの脆弱性に関わるプロセス（暴露・感受・
復元の３段階で構成される）（篠田2015）。草原-遊牧システムとは、
草原とそれを利用する遊牧社会を一体としたもの。
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と
ら
え
て
、
家
畜
を
遠
出
さ
せ
な
い
と
か
、
風
の
弱
い
場
所
に
避
難
さ
せ
る
と
か
す
る
こ
と
で
、
嵐
に
対
し
て
「
暴
露
」
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
も
し
、
運
悪
く
嵐
に
遭
遇
し
た
ら
、
そ
れ
が
人
や
家
畜
や
ゲ
ル
に
被
害
を
与
え
る
段
階
が
あ
る
。
そ
の
影

響
を
受
け
る
程
度
が
「
感
受
性
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
大
き
い
（
感
度
が
高
い
）
ほ
ど
負
の
影
響
を
多
く
受
け
る
わ
け
で
、
好
ま
し
い

こ
と
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
負
の
影
響
を
受
け
た
ら
、
そ
の
状
態
か
ら
も
と
の
状
態
に
戻
す
段
階
が
あ
る
。
こ
の
復
旧
さ
せ
る
力
が

「
復
元
力
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
大
き
い
ほ
ど
好
ま
し
い
。

二
〇
〇
八
年
五
月
に
モ
ン
ゴ
ル
東
部
を
襲
っ
た
砂
塵
嵐
に
よ
る
被
害
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
同
程
度
の
強
風
条
件
で
も
家
畜
の
死

亡
数
が
郡
（
ソ
ム
）
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
（C

h
im
g
ee et a

l.
2010

）。
こ
の
原
因
を
統
計
的
に
分
析
す
る
と
、
家
畜

の
管
理
方
法
（
ひ
と
り
あ
た
り
の
家
畜
数
）
と
健
康
状
態
（
前
年
の
家
畜
死
亡
率
）
が
被
害
の
大
き
さ
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
前
者
の
統
計
的
関
係
は
、「
家
畜
が
多
け
れ
ば
嵐
が
き
た
と
き
に
多
く
の
家
畜
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、
死
亡

数
が
多
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
、
上
の
三
要
素
で
い
う
と
、
暴
露
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、

後
者
に
つ
い
て
は
、「
前
年
の
家
畜
死
亡
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
死
な
な
か
っ
た
家
畜
で
も
体
力
的
に
は
弱
っ
て
い
た
可
能
性
が

高
く
、
嵐
に
あ
っ
た
と
き
に
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
」と
解
釈
で
き
、
遊
牧
社
会
の
感
受
性
が
高
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
災
害
の
影
響
は
、
一
般
的
に
外
的
イ
ン
パ
ク
ト
（
異
常
気
象
）
の
大
き
さ
と
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
の
程
度
の
掛
け
算

で
決
ま
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
イ
ン
パ
ク
ト
で
も
脆
弱
な
シ
ス
テ
ム
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
遊
牧
社
会
の
持
続
性
を
考
え
る
場
合
、
イ

ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
異
常
気
象
の
発
生
史
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、「
草
原
｜
遊
牧
シ
ス
テ
ム
」の
脆
弱
性
と
関
係
す
る
遊

牧
知
識
・
技
術
や
草
原
の
牧
養
力
が
か
つ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
以
下
に
、
伝
統
知
識
の
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重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ゾ
ド
と
は

ゾ
ド
と
は
、
放
牧
さ
れ
て
い
る
家
畜
が
大
量
に
餓
死
す
る
直
接
的
な
原
因
と
な
る
、
冬
・
春
の
草
地
の
地
表
面
状
態
あ
る
い
は
天

候
で
あ
る
（
篠
田
・
森
永
二
〇
〇
五
）。
干
ば
つ
は
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
牧
草
不
足
で
家
畜
が
栄
養
不
良
に
な
る

た
め
に
次
の
寒
候
季
に
ゾ
ド
の
被
害
が
出
や
す
く
、
両
者
は
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
一
言
に
ゾ
ド
と
い
っ
て
も
そ
の
原
因

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ゾ
ド
の
分
類
は
、
寒
候
季
に
少
な
く
と
も
数
日
以
上
連
続
し
て
家
畜
が
草
や
水
を
摂
取
で
き
な
く
な
り
飢
餓

に
つ
な
が
る
、
直
接
的
な
原
因
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
（N

a
tsa
g
d
o
rj a

n
d D

u
la
m
su
ren 2001

）。
主
な
原
因
は
三
つ
に
分

け
ら
れ
、
草
地
を
覆
う
雪
氷
、
牧
草
の
欠
乏
、
草
地
で
の
草
や
水
の
摂
取
を
阻
む
よ
う
な
数
日
続
く
悪
天
で
あ
る
。

「
白
い
ゾ
ド
」
と
は
草
が
積
雪
に
覆
わ
れ
る
状
態
を
さ
す
。「
鉄
（
ガ
ラ
ス
）
の
ゾ
ド
」
と
は
融
解
し
た
積
雪
が
再
凍
結
し
て
で
き

た
硬
い
氷
に
覆
わ
れ
る
状
態
で
、
気
温
が
〇
度
付
近
ま
で
上
が
る
秋
や
春
に
起
こ
り
や
す
い
。
過
放
牧
が
原
因
の
「
蹄
（
ひ
づ
め
）

の
ゾ
ド
」
は
、
草
の
量
が
最
低
に
な
る
春
先
に
起
き
や
す
い
。「
黒
い
ゾ
ド
」
は
解
釈
が
わ
か
れ
る
が
、
必
要
条
件
は
積
雪
が
な
く
て

飲
み
水
不
足
に
な
る
状
態
で
あ
る
（
寒
候
季
の
家
畜
は
、
積
雪
を
食
べ
る
こ
と
で
水
分
を
摂
取
す
る
こ
と
が
多
い
）。
こ
れ
に
低
温
、

牧
草
が
不
充
分
と
い
う
条
件
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
家
畜
が
摂
取
す
る
草
の
量
は
、
草
地
の
草
の
量
と
採
草
時
間
の
積
で
決

ま
る
。
低
温
や
強
風
（
雪
嵐
、
砂
嵐
も
含
む
）
な
ど
、
家
畜
が
草
地
に
数
日
間
出
ら
れ
な
く
な
る
、
あ
る
い
は
出
て
も
食
べ
て
い
ら

れ
な
い
よ
う
な
天
候
は
草
の
採
食
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
の
で
、
放
牧
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
気
象
条
件
と
表
現
さ
れ
る
。「
嵐
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の
ゾ
ド
」、「
寒
さ
の
ゾ
ド
」（
狭
義
に
は
、
寒
さ
が
も
た
ら
す
積
雪
や
凍
結
の
効
果
ま
で
含
ま
な
い
）な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
実

際
に
は
、
こ
れ
ら
の
ゾ
ド
が
秋
か
ら
春
に
か
け
て
次
々
に
起
き
る
「
複
合
ゾ
ド
」
も
あ
る
し
、
ゾ
ド
が
発
生
し
た
地
域
か
ら
避
難
し

た
家
畜
が
集
中
し
た
結
果
、
連
鎖
的
に
蹄
の
ゾ
ド
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
複
数
年
持
続
す
る
よ
う
な
干
ば
つ
、
ゾ
ド
に
よ

る
蓄
積
効
果
も
あ
り
う
る
。
長
期
的
に
み
る
と
、
植
生
・
土
壌
劣
化
が
ゾ
ド
発
生
に
関
わ
る
可
能
性
は
あ
る
。

災
害
管
理
に
関
す
る
遊
牧
知：

ト
・
ワ
ン
の
教
え

「
土
地
に
鍬
を
い
れ
る
な
」と
い
う
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
戒
め
が
昔
か
ら
語
り
継
が
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
科
学
的
に
解
釈
す
る
と
、

乾
燥
地
の
た
だ
で
さ
え
薄
い
土
壌
（
わ
ず
か
に
草
の
つ
い
た
）
を
、
掘
り
返
し
て
露
出
さ
せ
る
と
、
す
ぐ
に
乾
燥
し
て
風
食
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
長
い
時
間
を
か
け
て
形
成
さ
れ
て
き
た
土
壌
が
、
い
と
も
簡
単
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
一
部
の
小

さ
い
粒
子
（
黄
砂
）
は
日
本
に
も
飛
ん
で
く
る
。
そ
の
後
は
、
草
も
生
え
な
い
不
毛
の
土
地
が
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
砂
漠
化
（
風
食
）
に
対
す
る
草
原
管
理
の
伝
統
知
で
あ
る
が
、
遊
牧
社
会
の
持
続
性
を
考
え
る
と
き
、
し
ば
し
ば
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
異
常
気
象
に
対
し
て
、
そ
の
影
響
を
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
草
原
｜
遊
牧
シ
ス
テ
ム
（
図
２
）
の
存
在
が
必
要
条
件
で
あ

り
、
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
は
災
害
管
理
で
あ
る
。
白
石
（
二
〇
一
〇
）
は
こ
の
よ
う
な
知
恵
を
家
畜
管
理
、
草
原

管
理
な
ど
と
あ
わ
せ
て
遊
牧
知
と
呼
ん
で
い
る
。
一
九
世
紀
中
ご
ろ
、
外
モ
ン
ゴ
ル
（
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
国
に
相
当
）
東
部
に
あ
っ

た
ト
ク
ト
フ
ト
ゥ
ル
郡
王
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
八
年
）
が
『
ト
・
ワ
ン
の
教
え
』
と
よ
ば
れ
る
遊
牧
生
活
の
教
訓
書
を
書
き
残
し

て
い
る（
萩
原
二
〇
一
〇
）。
こ
れ
を
書
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
五
一
年
夏
か
ら
翌
年
初
め
に
か
け
て
当
地
で
発
生
し
た
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深
刻
な
夏
の
干
ば
つ
と
冬
の
ゾ
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
本
書
の
隋
所
に
家
畜
管
理
、
災
害
管
理
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
を
歴
史
的
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
遊
牧
知
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
考
え
、
こ
の
教
訓
書
に
み
る

災
害
管
理
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
成
果
か
ら
解
釈
を
試
み
た（
篠
田
二
〇
一
五
）。
第
一
〇
条
に
は
、
家
畜
管
理
、
災
害
管
理

の
心
得
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
と
関
連
す
る
遊
牧
知
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

「
家
畜
を
放
牧
す
る
際
、
春
や
夏
に
、
早
め
に
家
畜
の
肉
を
太
ら
せ
て
お
け
ば
、
分
厚
い
肉
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
後
で
大
い
に
太

る
。
大
い
に
太
っ
て
お
れ
ば
、
秋
苦
し
ま
ず
、
冬
や
せ
る
の
も
遅
い
し
、
…
次
の
夏
も
早
く
太
り
、
ま
た
四
季
を
通
じ
て
大
い
に
元

気
に
な
る
。」

モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け
る
放
牧
家
畜
の
体
重
の
季
節
変
化
を
み
る
と
（M

o
rin
a
g
a et a

l.
2004

）、
体
重
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
草

を
旺
盛
に
食
べ
る
こ
と
で
増
加
し
、
秋
に
は
最
大
と
な
る
。
体
重
増
加
期
に
干
ば
つ
が
起
こ
る
と
、
家
畜
は
十
分
な
体
力（
カ
ロ
リ
ー

や
脂
肪
）
を
つ
け
ら
れ
な
い
。
家
畜
が
干
ば
つ
で
死
ぬ
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
た
め
、
干
ば
つ
は
家
畜
に
と
っ
て
直
接
的
な
災
害
と

は
な
ら
な
い
が
、
引
き
続
く
冬
・
春
越
え
の
際
に
発
生
す
る
家
畜
の
死
亡
に
は
潜
在
的
に
関
係
す
る
。
寒
候
季
に
は
、
低
温
に
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
い
、
摂
取
す
る
枯
草
は
バ
イ
オ
マ
ス
も
栄
養
価
も
少
な
い
（
八
月
の
五
〜
六
割
）
た
め
体
力
を
消
耗
し
つ
づ
け
、

バ
イ
オ
マ
ス
が
最
低
と
な
る
春
に
体
重
も
最
低
と
な
る（
八
月
の
三
〜
四
割
）。
こ
の
よ
う
な
季
節
変
化
を
考
慮
し
て
、
四
〜
一
〇
月

の
体
重
増
加
と
一
〇
月
〜
翌
四
月
の
体
重
減
少
の
関
係
を
み
る
と
、
高
い
相
関
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（M

o
rin
a
g
a
 
et
 
a
l.
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2004

）、
こ
の
教
訓
の
背
景
に
は
、
家
畜
生
理
に
関
す
る
深
い
理
解
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
次
の
夏
も
早
く
太
り
」
は
昨
年
の
夏

の
影
響
が
翌
年
ま
で
及
ぶ
と
い
う
指
摘
で
あ
り
、
こ
の
点
に
注
目
し
た
研
究
例
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
研
究
す
る
価
値
の
あ
る
テ
ー

マ
で
あ
る
。
図
２
に
て
ら
し
あ
わ
せ
て
こ
の
遊
牧
知
を
判
断
す
れ
は
、
こ
れ
は
家
畜
の
感
受
性
に
関
係
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
夏
に
家
畜
の
体
重
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
お
け
ば
、
冬
に
寒
波
が
到
来
し
て
も
耐
え
ら
れ
る
（
感
受
性
が
小
さ
い
）
と
い

う
も
の
で
、
災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
遊
牧
知
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
天
災
が
起
こ
る
前
兆
は
、
暑
い
秋
の
時
期
か
ら
冷
た
い
雨
や
雪
が
大
量
に
降
り
、
東
風
が
吹
く
」

小
池
ほ
か
（
二
〇
一
四
）
に
よ
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
北
部
で
は
、
偏
西
風
の
蛇
行
が
大
き
い
（
東
風
が
吹
く
）
と
、
異
常
低
温
日
の

継
続
日
数
が
長
い
傾
向
に
あ
る
。全
国
的
に
家
畜
大
量
死
が
発
生
し
た
二
〇
〇
〇
／
二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
九
／
二
〇
一
〇
年
に
は
、

近
辺
で
偏
西
風
が
し
ば
し
ば
大
き
く
蛇
行
し
、
強
い
寒
気
が
流
入
ま
た
は
滞
留
し
た
結
果
、
異
常
低
温
日
が
長
く
続
い
た
。
つ
ま
り
、

「
寒
さ
の
ゾ
ド
」が
発
生
し
た
。
図
２
に
て
ら
し
あ
わ
せ
て
こ
の
遊
牧
知
を
判
断
す
れ
は
、
こ
れ
は
暴
露
に
関
係
す
る
も
の
だ
と
い
え

る
。
つ
ま
り
、
あ
ら
か
じ
め
寒
波
を
と
も
な
う
東
風
の
兆
候
を
察
知
し
、
家
畜
を
保
護
す
る
（
暴
露
を
小
さ
く
す
る
）
な
ど
し
て
お

け
ば
体
力
を
温
存
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
遊
牧
知
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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遊
牧
社
会
の
将
来
に
向
け
て

忍
び
寄
る
災
害
で
あ
る
ゾ
ド
は
、
深
刻
化
す
る
前
に
先
行
時
間
が
あ
る
た
め
、
気
候
メ
モ
リ
と
し
て
の
陸
面
状
態
（
土
壌
水
分
、

植
生
、
積
雪
、
家
畜
の
状
況
な
ど
）
を
的
確
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
け
ば
、
災
害
予
測
と
影
響
緩
和
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
視
点
か
ら
、
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る（
篠
田
・
森
永
二
〇
〇
五
）。
こ
の
試
み
は
国
際
協
力
機
構（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
わ
れ
た
が
、
図
２
の
な
か
で
は
、
外
的
支
援
（
科
学
技
術
お
よ
び
国
際
援
助
）
に
相
当

す
る
も
の
で
、
遊
牧
社
会
の
持
続
性
を
強
化
（
脆
弱
性
を
低
減
）
す
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
、
国
際
平
和
と
い
う
の

は
少
々
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
枠
組
み
が
あ
っ
て
こ
そ
、
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
国
際
援

助
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
気
候
メ
モ
リ
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
異
常
気
象
の
影
響
が
残
さ
れ
た
地
表

の
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。

ト
・
ワ
ン
の
教
え
か
ら
引
用
し
た
最
初
の
遊
牧
知
は
季
節
を
先
回
り
し
た
家
畜
の
体
重
管
理
、
後
者
は
天
気
の
短
・
中
期
予
報
に

関
す
る
も
の
で
、
ど
ち
ら
も
ゾ
ド
へ
の
備
え
に
関
す
る
も
の
で
現
代
的
意
義
は
大
き
い
。
そ
の
ほ
か
、
遊
牧
民
の
季
節
的
な
営
地
選

択
が
局
地
気
候
学
的
に
合
理
的
で
あ
る
こ
と
や
季
節
移
動
す
る
家
畜
の
ほ
う
が
定
着
す
る
も
の
よ
り
体
重
が
有
意
に
大
き
い
こ
と
に

つ
い
て
も
わ
れ
わ
れ
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
遊
牧
知
を
も
た
な
い
に
わ
か
遊
牧
民
が
増
え
る
こ
と
が
、

近
年
の
ゾ
ド
に
よ
る
家
畜
の
損
失
を
大
き
く
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る（
図
１
）。
そ
の
影
響
緩
和
の
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ（
日

本
人
）
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
外
的
支
援
と
と
も
に
、
遊
牧
知
の
継
承
に
よ
っ
て
そ
の
社
会
の
内
在
的
な
自
律
性
を
高
め
る
こ
と

で
、
そ
の
持
続
性
を
確
保
で
き
る
の
だ
。
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内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
農
牧
業
の
地
域
的
展
開

札
幌
学
院
大
学

准
教
授

佐
々
木

達

１．

は
じ
め
に

一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
政
策
以
降
、
中
国
は
社
会
主
義
の
も
と
で
市
場
経
済
と
競
争
原
理
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
い
経

済
成
長
を
実
現
し
て
き
た
。
経
済
成
長
は
、
外
資
主
導
に
よ
る
沿
岸
地
域
に
お
け
る
工
業
化
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

数
十
年
に
わ
た
っ
て
平
均
一
〇
％
近
く
の
成
長
率
を
達
成
し
て
き
た
。
し
か
し
、
急
速
な
経
済
発
展
は
、
内
陸
部
と
沿
岸
部
の
地
域

間
経
済
格
差
、
三
農
問
題
に
代
表
さ
れ
る
産
業
間
の
生
産
性
の
差
異
に
よ
る
個
人
間
所
得
格
差
と
い
っ
た
不
均
衡
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
っ
た
。

一
方
、
経
済
成
長
を
牽
引
し
た
工
業
化
は
、
石
炭
を
は
じ
め
と
す
る
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
消
費
し
、
大
気
汚
染
や
水
質
悪
化

な
ど
の
環
境
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
的
果
実
を
め
ぐ
る
地
方
政
府
の
腐
敗
や
現
地
住
民
間
に
お
け
る

資
源
配
分
の
対
立
は
社
会
問
題
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
地
域
開
発
に
代
表
さ
れ
る
イ

ン
フ
ラ
投
資
や
道
路
・
鉄
道
な
ど
の
輸
送
体
系
の
構
築
に
見
ら
れ
る
産
業
基
盤
の
整
備
は
大
規
模
に
実
施
さ
れ
、
社
会
資
本
形
成
に

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
投
資
目
的
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
過
剰
投
資
に
よ
る
地
方
財
政
の
赤
字
は
、
社
会
経
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済
的
存
続
と
環
境
的
調
和
の
緊
張
に
よ
る
地
域
問
題
を
派
生
的
に
生
み
出
し
て
お
り
、「
成
長
モ
デ
ル
」に
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
る

こ
と
が
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
経
済
問
題
、
環
境
問
題
、
社
会
問
題
の
総
体
と
し
て
の
地
域
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
中
国
政
府
は
、
経
済
的
に
立
ち

遅
れ
た
地
域
に
対
し
て
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
こ
で
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
（
以
下
、
内
モ
ン
ゴ
ル
）
で
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
は
総
生
産
額
の
増
加
率
で
み
れ
ば
二
〇
〇
二
年
以
降
連

続
で
全
国
一
位
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
を
牽
引
す
る
の
が
、
石
炭
や
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
地
下
鉱
物
資
源
開
発
と
世
帯
生
産
請
負

制
を
起
点
と
し
た
農
牧
業
の
急
速
な
成
長
で
あ
る
。
資
源
開
発
は
、
沿
岸
部
の
工
業
地
帯
へ
の
資
源
供
給
の
役
割
を
果
た
し
自
治
区

の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
一
方
で
、
地
下
資
源
採
掘
に
伴
う
粉
塵
発
生
や
草
地
荒
廃
な
ど
の
環
境
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
と
同
時
に

地
域
経
済
に
そ
の
恩
恵
が
十
分
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
（
蘇
徳
斯
琴
・
佐
々
木
、
二
〇
一
四
ｂ
）。
農

牧
業
に
つ
い
て
は
、
中
国
最
大
の
生
乳
生
産
地
域
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
府
の
強
力
な
産
業
化
政
策
、
広
大
な
草
地
と
畑
作
地
帯
を

有
す
る
飼
料
基
盤
、
遊
牧
の
歴
史
を
持
つ
牧
畜
業
の
優
位
性
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た（
矢
坂
、
二
〇
〇
八
）。
現
在
で
は
、
中
国
最

大
の
酪
農
地
帯
と
し
て
、
乳
牛
頭
数
、
生
乳
生
産
量
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
同
時
に
畜
産
の
飼
料
と
な
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
や

野
菜
需
要
の
拡
大
を
受
け
た
蔬
菜
生
産
は
、
中
国
国
内
の
伸
長
す
る
食
料
需
要
に
呼
応
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
は
農
業
と
牧
畜
業
が
併
存
す
る
地
域
で
あ
る
。
農
業
に
つ
い
て
は
、
脆
弱
な
自
然
環
境
の
も
と
で
食
糧

増
産
と
国
民
へ
の
安
定
供
給
を
目
指
し
つ
つ
、
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
農
地
開
拓
と
生
産
性
の
低
い
農
業
が
展
開
し
て
き
た
。
牧
畜

業
に
つ
い
て
は
、
草
原
に
お
け
る
遊
牧
か
ら
定
住
化
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
中
で
、
在
来
種
の
伝
統
的
放
牧
か
ら
販
売
目
的
の
商
業
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的
牧
畜
業
が
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
過
放
牧
を
引
き
起
こ
し
、
土
地
条
件
の
劣
化
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
（
蘇
徳
斯
琴
・
佐
々
木
、

二
〇
一
四
ａ
）。

さ
ら
に
一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
以
降
、
人
民
公
社
の
解
体
と
と
も
に
経
営
自
主
権
を
保
障
す
る
こ
と
で
農
牧
民
の
生
産
意
欲
向

上
を
目
指
す
世
帯
生
産
請
負
制
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
食
糧
生
産
の
中
核
地
帯
で
あ
っ
た
沿
岸
部
・
東
南
部
は
、
都
市

化
や
工
業
化
の
進
展
に
よ
る
農
地
改
廃
が
進
行
し
、
従
来
か
ら
認
識
さ
れ
て
き
た
主
要
食
糧
の
「
南
糧
北
調
」
か
ら
「
北
糧
南
調
」

へ
と
需
給
構
造
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（
元
木
、
二
〇
一
三
）。
そ
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
農
牧

業
生
産
の
拠
点
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
沙
漠
化
の
進
行
に
よ
っ
て
「
砂
塵
暴
」
な
ど
の
災
害
が
頻
発
し
、
環
境

問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
環
境
保
全
対
策
と
し
て
植
林
や
退
耕
還
林
還
草
、
禁
牧
や
生
態
移
民
な
ど
の
政

策
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
次
々
と
実
施
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
経
済
発
展
下
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
農
牧
業
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
ど
の
よ
う
な
地
域
的
な
展
開
を
示
し
て

き
た
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
主
に
農
畜
産
物
の
生
産
量
の
変
化
と
い
う
点
か
ら
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
仮
説

と
し
て
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
農
牧
業
の
地
帯
構
成
と
そ
の
性
格
を
検
討
し
、
今
後
の
展
望
に
か
か
わ
る
論
点
を
提
示
す
る
。

２．

内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
経
済
発
展

ま
ず
、
表
１
に
基
づ
い
て
改
革
開
放
以
降
の
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
経
済
発
展
の
様
相
を
概
観
す
る
。
総
人
口
は
一
貫
し
て
増
加

傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
に
は
二
、四
七
二
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
以
降
の
平
均
増
加
率
は
〇

七
％
で
あ
り
、
堅
調

49



な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
都
市
農
村
別
に
み
る
と

都
市
人
口
が
一
貫
し
て
増
加
し
、
農
村
人
口
は
減

少
し
続
け
て
い
る
。
構
成
比
で
み
る
と
二
〇
一
〇

年
に
は
都
市
人
口
が
五
五

五
％
と
な
り
、農
村
人

口
と
逆
転
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
も
都
市
化

が
進
行
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

域
内
総
生
産
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
お
い
て

劇
的
に
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
↓
二
〇
〇

五
年
に
か
け
て
一

五
倍
、二
〇
〇
五
年
↓
二
〇
一

〇
年
で
は
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
に

は
一
一
、六
七
二
億
元
に
達
し
て
い
る
。一
九
九
〇

年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
年
平
均
成
長
率
が
一

〇
％
を
大
き
く
超
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と

短
期
間
の
う
ち
に
高
成
長
の
軌
道
を
描
い
て
き
た

と
言
っ
て
よ
い
。
産
業
構
造
を
見
る
と
、
第
一
次

産
業
の
生
産
額
は
増
加
基
調
を
た
ど
っ
て
い
る

表１ 改革開放以降の中国内モンゴルにおける基本統計指標

1978年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年

総人口（万人） 1,823 2,163 2,284 2,372 2,403 2,472

都市人口（万人） 398 781 873 1,001 1,134 1,373人

口
対総人口（％) 21.8 36.1 38.2 42.2 47.2 55.5

農村人口（万人） 1,426 1,381 1,411 1,371 1,269 1,099
対総人口（％) 78.2 63.9 61.8 57.8 52.8 44.5

総額（億元） 58.0 319.3 857.1 1,539.1 3,905.0 11,672.0

第一次産業（億元） 19.0 112.6 260.2 350.8 589.6 1,095.3
構成比（％) 32.7 35.3 30.4 22.8 15.1 9.4

第二次産業（億元） 26.4 102.4 308.8 582.6 1,773.2 6,367.7Ｇ
Ｄ
Ｐ 構成比（％) 45.4 32.1 36.0 37.9 45.4 54.6

第三次産業（億元） 12.7 104.3 288.1 605.7 1,542.3 4,209.0
構成比（％) 21.9 32.7 33.6 39.4 39.5 36.1

１人当たりGDP（元） 317 1,478 3,772 6,502 16,285 47,347

耕地面積（万ha） 532.6 496.6 549.1 731.1 735.5 714.9

一次産業就業人口（万人） 393.8 477.5 503.0 524.3 529.2 540.5
対総人口（％) 21.6 22.1 22.0 22.1 22.0 21.9

農林水産業産出額（億元） 28.4 156.9 373.6 543.2 980.2 1,843.6産

業 工業産出額（億元） 53.0 263.3 626.5 1,202.9 3,861.6 16,020.0

原料炭（万トン） 2,194.0 4,761.6 7,055.2 7,247.2 25,607.7 78,913.0

乳製品（万トン） 0.3 2.2 3.3 6.5 307.5 345.3

セメント（万トン） 91.9 227.9 349.2 630.0 1,632.2 5,454.3

農民１人当り純収入（元） 126 607 1,208 1,869 2,813 5,222生

活
牧民１人当り純収入（元） 188 906 1,871 3,355 4,341 7,851

都市住民１人当り可処分収入 301 1,155 2,846 5,129 9,137 17,698

資料：内蒙古統計年鑑より作成
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が
、
構
成
比
で
は
二
〇
一
〇
年
に
一
〇
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
構
乳
製
品
に
注
目
す
る
と
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
大

幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
乳
業
・
酪
農
が
成
長
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
お
い
て
七
一
四

九
万

の
耕
地
面
積
、三
、四
一
〇
万
元
の
一
人
当
た
り
の
農
林
水
産
業
産
出
額
か
ら
見
て
も
内
モ
ン
ゴ
ル
の
基
盤
産
業
に
農
業
は
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

第
二
次
産
業
は
域
内
総
生
産
の
増
加
を
牽
引
し
て
き
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
発
展
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。
工
業
産
出
額
は
一

九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
は
五
年
ご
と
に
二
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
は
四
倍
へ
と

激
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
コ
ー
ク
ス
を
製
造
す
る
た
め
の
原
料
炭
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
工
業
用
原
料
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
豊
富
な
資
源
が
供
給
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
経
済
全
体
の
成
長
は
一
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。一
九
九
〇
年
の
そ
れ
は
一
、四
七

八
元
と
全
国
平
均
の
一
、六
四
四
元
を
下
回
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
四
七
、三
四
七
元
と
全
国
平
均
の
二
九
、九
九
一

八
元

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
一
人
当
た
り
の
収
入
の
面
を
見
る
と
、
農
民
、
牧
民
と
も
に
増
加
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
〇
一

〇
年
に
注
目
す
る
と
牧
民
の
収
入
の
ほ
う
が
農
民
よ
り
五
〇
％
ほ
ど
高
い
。
た
だ
し
、
都
市
住
民
の
一
人
当
た
り
可
処
分
収
入
と
比

較
す
る
と
牧
民
の
収
入
は
そ
の
六
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
経
済
全
体
の
成
長
に
対
し
て
、
農
牧
民
収
入
は
そ
の

恩
恵
を
十
分
に
享
受
し
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け

て
一
九
〇
％
の
増
加
を
見
た
の
に
対
し
て
、
農
民
一
人
あ
た
り
の
純
収
入
は
同
時
期
に
八
五
％
、
牧
民
の
そ
れ
は
八
〇
％
の
増
加
に
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と
ど
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
間
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
成
長
は

第
二
次
産
業
が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
同
時
に
、
産
業
構
造
に

お
け
る
不
均
等
性
を
抱
え
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、産
業
構
造
の
不
均
等
発
展
は
地
域
的
な
偏
在
を
伴
っ
て
い
る
。

表
２
は
盟
市
別
の
域
内
総
生
産
額
と
そ
の
地
域
的
構
成
を
示
し
た
も
の
で

１
）

あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
地
域
的
構
成
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
お
い

て
中
部
三
九

三
％
、
東
部
四
八

六
％
、
西
部
一
二
％
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
中
部
五
四

一
％
、
東
部
三
五

七
％
、
西

部
一
一

五
％
と
な
り
、首
府
で
あ
る
呼
和
浩
特
や
工
業
都
市
で
あ
る
包
頭

な
ど
の
都
市
部
へ
の
集
中
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第

一
次
産
業
の
総
生
産
の
地
域
的
構
成
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
中
部
八

五
％
、

東
部
六
六

一
％
、
西
部
一
三

九
％
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
の
中
部
二
〇

一
％
、
東
部
六
八

三
％
、
西
部
一
一

五
九
％
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
中
部
の
構
成
比
の
高
ま
り
は
、
都
市
近
郊
の
乳
業
・
酪
農
業
の

成
長
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
東
部
に
つ
い
て
は
農
牧
業
の
主
産
地
化
が
寄

与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ

表２ 地域（盟市）別における域内総生産の構成 単位：億元

2000年 2010年

GDP
構成
(％)

第一次
産業

構成
(％)

一人当り

GDP(元)
GDP

構成
(％)

第一次
産業

構成
(％)

一人当り

GDP(元)

呼和浩特市 179.1 12.6 25.1 7.2 8,480 1,865.7 14.5 91.3 8.0 65,518

中部 包頭市 228.4 16.1 19.1 5.5 11,186 2,460.8 19.1 66.5 5.9 93,441

爾多斯市 150.1 10.6 24.5 7.1 11,505 2,643.2 20.5 70.8 6.2 138,109

呼倫貝爾市 157.0 11.1 43.2 12.4 5,748 932.0 7.2 182.4 16.1 36,552

興安盟 61.4 4.3 23.2 6.7 3,804 261.4 2.0 83.2 7.3 16,203

通遼市 148.8 10.5 58.8 16.9 4,834 1,176.6 9.1 178.3 15.7 37,489
東部

赤峰市 160.8 11.3 45.2 13.0 3,559 1,086.2 8.4 177.4 15.6 24,967

錫林郭勒盟 69.2 4.9 23.7 6.8 7,432 592.1 4.6 59.6 5.3 57,727

烏蘭察布市 91.7 6.5 35.9 10.3 3,380 567.6 4.4 94.0 8.3 26,459

巴彦 爾市 111.1 7.8 43.3 12.5 6,518 603.3 4.7 119.1 10.5 36,048

西部 烏海市 38.4 2.7 1.2 0.3 9,543 391.4 3.0 3.7 0.3 73,801

阿拉善盟 21.8 1.5 3.7 1.1 10,590 305.9 2.4 8.5 0.7 133,058

総計（平均) 1,417.7 100.0 346.9 100.0 （7,214) 12,886.2 100.0 1,134.6 100.0 (61,614)

資料：内蒙古統計年鑑より作成
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て
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
農
牧
業
の
地
域
構
造
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

農
牧
業
展
開
の
違
い
は
、
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て
も
地
域
的
な
差
異
を
生
み
出
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
お
い
て
内

モ
ン
ゴ
ル
全
体
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
上
回
っ
て
い
た
地
域
は
、
中
部
三
地
域
、
東
部
で
は
錫
林
郭
勒
盟
、
西
部
で
は
烏
海
市
と

阿
拉
善
盟
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
中
部
と
西
部
で
は
同
様
の
地
域
が
該
当
し
て
い
る
が
、
東
部
で
は
錫
林
郭
勒

盟
も
平
均
以
下
と
な
り
該
当
地
域
は
存
在
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
内
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
発
展
は
地
下
資
源
の
採

掘
・
供
給
可
能
な
地
域
が
牽
引
し
た
の
で
あ
り
、
農
牧
業
地
域
は
そ
の
絶
対
的
水
準
は
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
地
域
間
格
差
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

３．

内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
農
牧
業
の
地
域
的
展
開

二
〇
一
〇
年
時
点
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
主
要
穀
物
生
産
量
は
二
一
五
八

二
万
ト
ン
、
主
要
畜
産
物
生
産
量
二
三
八

七
万
ト

ン
、
生
乳
生
産
量
九
〇
五

一
万
ト
ン
で
あ
り
、
中
国
全
体
に
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
三

九
％
、
三

〇
％
、
二
五

三
％
を
占
め

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
シ
ェ
ア
は
、
主
要
穀
物
二

六
％
（
一
、二
四
一

八
万
ト
ン
）、
主
要
畜
産
物
二

三
％
（
一
四
三

三
万
ト

ン
）、
生
乳
生
産
量
九

六
％
（
七
九

七
万
ト
ン
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
国
内
の
農
畜
産
物
供
給
に
占
め
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
農
牧
業
の

位
置
づ
け
は
強
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
図
１
よ
り
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
農
産
物
の
生
産
量
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
小
麦
は
改
革
開
放
時
点
で
生
産
面

積
の
首
位
を
占
め
て
い
た
が
、
一
九
九
三
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
基
調
に
転
じ
て
い
る
。
小
麦
生
産
の
凋
落
に
代
わ
っ
て
増
加
し
て
き
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た
の
が
玉
米
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
で
あ
る
。
玉
米
は
、
一
九
九

〇
年
代
後
半
か
ら
急
速
に
成
長
し
た
乳
業
・
酪
農
業
の
飼
料
用

作
物
と
し
て
の
需
要
拡
大
に
よ
っ
て
生
産
が
増
加
し
、
二
〇
一

〇
年
に
は
全
作
物
面
積
の
三
五
％
（
二
五
〇
万

）
を
占
め
る

に
至
っ
て
お
り
、
畜
産
業
の
飼
料
基
地
へ
と
変
容
し
て
き
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
換
金
性
の
高
い
作
物
で
あ
る
薯
類
も

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
増
加
し
、
玉
米
、
豆
類
に
次
ぐ
面

積
と
な
っ
て
お
り
商
業
的
農
業
の
展
開
が
一
定
程
度
進
展
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。
次
に
、
図
２
よ
り
畜
産
頭
数
の
変
化
を
見

る
と
、
羊
、
山
羊
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

り
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
頭
数
を
記
録
し
て
い
る
。
羊
は
国
内
生

産
量
の
二
三
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
最

大
の
牧
畜
業
地
帯
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
肉

牛
も
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
第
三
位
を
占
め
る
地
位
に
達
し
て
い

る
一
方
で
、
在
来
家
畜
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
明
瞭
に
見
ら
れ
る
農
畜
産
物
の

図１ 中国内モンゴルにおける農業生産の変化
資料：内蒙古統計年鑑より作成
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生
産
拡
大
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
国
内
の
所
得
水
準
の
上
昇
と
食
料

需
要
の
増
大
が
あ
る
。
元
木
（
二
〇
一
三
）
に
よ
れ
ば
、
食
料
需
給

に
お
い
て
小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
は
内
モ
ン
ゴ
ル
を
含
め
た

北
方
地
域
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
構
造
の
変
化
を
伴
う
食
料
需
要
増
大
の
傾
向
が
見
て
と

れ
る
。
二
つ
め
の
背
景
と
し
て
、
こ
の
間
の
中
央
政
府
に
よ
る
環
境

保
全
政
策
の
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
過
剰
な
放
牧
と
農
耕
を
一
因
と

し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
砂
漠
化
や
土
地
劣
化
へ
対
応
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ
た
退
耕
還
林
政
策
、
禁
牧
政
策
、
生
態
移
民
政
策
と
い
っ
た

一
連
の
環
境
保
全
政
策
は
、
農
牧
民
に
対
し
て
補
助
金
を
支
給
し
た

だ
け
で
な
く
、
農
耕
か
ら
大
型
家
畜
へ
の
転
換
な
ど
生
産
構
造
の
変

化
を
促
し
た
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
小
麦
生
産
の
減
少
と
肉
牛
や
酪

農
の
増
加
は
こ
の
動
向
を
あ
る
程
度
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
龍
頭
企
業
に
代
表
さ
れ
る
農
業
産
業
化
政
策
は
、
乳
業
メ
ー

カ
ー
の
発
展
、
農
民
専
業
合
作
社
の
伸
長
な
ど
経
済
合
理
性
を
追
求

す
る
中
で
農
牧
業
生
産
力
の
成
長
を
促
し
て
い
る
。

図２ 中国内モンゴルにおける畜産頭数の変化
資料：内蒙古統計年鑑より作成

注：羊と山羊については右軸である。
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し
か
し
、そ
の
過
程
は
内
モ
ン
ゴ
ル
の
農
牧
業
生
産
に
ど
の
よ
う
な
地
域
性
を
生
み
出
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
動
向
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
主
要
食
糧
農
産
物
は
地
域
的
分
化
を
伴
っ
た
生
産
拠
点
化
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
小
麦
生
産
は
、
内

モ
ン
ゴ
ル
全
体
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
東
部
の
呼
倫
貝
爾
市
、
中
で
も
牙
克
石
市
、

倫
春
自
治
旗
に
お
い
て
生
産
量
が
激
増

し
て
お
り
、
地
域
的
構
成
比
も
二
〇
〇
〇
年
の
二
三

六
％
か
ら
三
六

五
％
へ
と
比
重
を
高
め
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
従
来

か
ら
生
産
が
多
か
っ
た
西
部
の
巴
彦

爾
市
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
主
要
農
産
物
に
お
い
て
栽
培
面
積
、
生
産
量
が
最
も
多
い
作
物
で
あ
る
が
、
地
域

的
に
見
れ
ば
中
部
の
呼
和
浩
特
市
周
辺
の
土
黙
左
旗
、
托
克
托
県
、
包
頭
市
の
土
黙
右
旗
、

爾
多
斯
市
全
体
に
お
い
て
増
加
率
が

高
い
。
加
え
て
、
東
部
の
呼
倫
貝
爾
市
、
通
遼
、
興
安
盟
も
生
産
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
早
く
か
ら
生
産
拠
点
化
が
進
ん
だ
東
部
に

対
し
て
中
部
は
近
郊
の
酪
農
業
の
進
展
を
背
景
と
し
た
飼
料
生
産
の
増
大
と
言
え
る
。
地
域
的
構
成
は
、
二
〇
一
〇
年
時
点
で
東
部

が
生
産
量
の
七
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
東
北
地
方
の
農
業
展
開
と
の
関
連
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
西
部
の
阿
拉
善
盟
に
つ

い
て
は
増
加
率
は
高
い
が
、
も
と
も
と
絶
対
的
な
生
産
量
は
少
な
く
、
見
か
け
上
の
値
に
す
ぎ
な
い
。

薯
類
は
、
生
産
拠
点
の
移
動
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
作
物
で
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
従
来
か
ら
の
主
産
地
は
、
中
部
に
位
置

す
る
呼
和
浩
特
市
の
武
川
県
、
包
頭
市
、
東
部
の
烏
蘭
察
布
市
全
域
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
の
一
〇
年
間
で
呼

和
浩
特
市
や
烏
蘭
察
布
市
で
は
生
産
量
が
大
き
く
減
少
し
、
替
わ
っ
て
東
部
の
呼
倫
貝
爾
市
の
阿

旗
、
赤
峰
市
で
生
産
量
が
激
増

し
て
い
る
。
地
域
的
構
成
は
、
二
〇
〇
〇
年
で
は
呼
和
浩
特
市
と
烏
蘭
察
布
市
で
全
体
の
六
〇
％
の
生
産
量
を
占
め
て
い
た
が
、
二
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〇
一
〇
年
に
は
三
二
％
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
生
産
拠
点
の
移
動
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

第
二
に
、
主
要
畜
産
物
に
お
い
て
は
、
草
原
地
域
に
お
け
る
家
畜
構
成
の
変
化
と
酪
農
業
の
進
展
に
よ
っ
て
地
域
分
化
が
明
瞭
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
羊
は
内
モ
ン
ゴ
ル
全
体
で
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
は
広
大
な
草
地
を
飼
料
基
盤
と
し
た
烏
珠

穆
沁
旗
、
蘇
尼
特
右
旗
の
位
置
す
る
錫
林
郭
勒
盟
が
主
産
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
地
域
的
構
成
に
お
い
て
も
生
産
量
の
三
七

七
％
を
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
錫
林
郭
勒
盟
の
生
産
量
は
減
少
し
、
東
部
の
烏
蘭
察
布
市
や
西
部
の
巴

彦

爾
市
、
呼
倫
貝
爾
市
が
増
加
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
肉
牛
の
生
産
量
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
お
い
て
、
い

ず
れ
の
地
域
で
も
増
加
し
て
お
り
、
地
域
的
に
見
て
も
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
の
生
産
量
が
多
い

東
部
の
呼
倫
貝
爾
市
、
通
遼
市
、
赤
峰
市
、
錫
林
郭
勒
盟
に
加
え
て
、
中
部
の
呼
和
浩
特
市
や
包
頭
市
の
伸
長
が
傾
向
と
し
て
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
東
部
が
草
地
利
用
を
通
じ
た
牧
畜
業
に
対
し
て
、
中
部
で
は
畜
舎
飼
育
に
よ
る
畜
産
業
と
し
て
の
展
開
が
寄
与
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
牧
畜
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
一
連
の
環
境
保
全
政
策
の
対
応
の
中
で
放
牧
に
よ
っ
て
成
立
し
て
き
た
草
原
地

域
の
生
産
量
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
飼
料
基
盤
の
豊
富
な
東
北
地
域
に
隣
接
し
た
東
部
の
生
産
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
的
構
成
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

第
三
に
、
農
業
生
産
の
変
化
に
応
じ
て
こ
の
一
〇
年
間
で
急
速
な
拡
大
を
見
た
の
が
酪
農
業
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
生
乳
生
産

量
の
地
域
的
構
成
は
、
中
部
の
呼
和
浩
特
市
二
九
％
、
東
部
の
呼
倫
貝
爾
市
二
九

五
％
、
錫
林
郭
勒
盟
一
七

四
％
で
あ
り
、
こ
れ

ら
三
地
域
で
内
モ
ン
ゴ
ル
全
体
の
七
五

九
％
を
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
〇
年
に
な
る
と
、
中
部
の
呼
和
浩
特
市
三
三

一
％
、
包
頭
市
一
六

八
％
、
呼
倫
貝
爾
市
一
四

三
％
と
中
部
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
生
乳
生
産
量
の
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増
加
率
で
み
る
と
呼
和
浩
特
市
で
一
三
倍
、
包
頭
市
で
五
二
倍
と
激
増
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
呼
倫
貝
爾
市
は
五
倍
の
増
加
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
立
地
と
集
乳
圏
に
か
か
わ
る
輸
送
網
の
問
題
、
生
態
移
民
酪
農
と
周
辺
農
村
の
飼
料
生
産
の
増

加
な
ど
を
背
景
に
都
市
部
で
成
長
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

４．

お
わ
り
に
｜
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
農
牧
業
の
地
帯
構
成
と
将
来
展
望
｜

内
モ
ン
ゴ
ル
の
経
済
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
の
成
長
を
牽
引
し
て
き
た
の
が
、
工

業
化
を
支
え
る
地
下
鉱
物
資
源
の
供
給
と
食
料
供
給
を
増
大
さ
せ
て
き
た
農
牧
業
生
産
力
の
発
展
で
あ
る
。
農
業
で
は
、
一
九
九
〇

年
代
後
半
に
主
要
作
物
で
あ
っ
た
小
麦
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
転
換
と
換
金
作
物
の
漸
次
的
増
大
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
畜
産
に

つ
い
て
も
同
様
に
生
産
量
の
増
加
を
伴
い
な
が
ら
、
羊
・
山
羊
と
い
っ
た
草
地
を
飼
料
基
盤
と
す
る
家
畜
に
加
え
て
、
都
市
部
を
中

心
に
酪
農
業
の
急
成
長
が
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
地
域
的
展
開
と
し
て
み
れ
ば
、
東
部
の
特
に
東
北
地
方
に
隣
接
す
る
地
域
で
は
農
業
と
牧
畜
業
の
生
産
量
の
併
進
が
見

ら
れ
、
生
産
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
一
層
強
め
て
い
る
。
東
部
の
草
原
地
域
で
は
、
農
業
の
絶
対
的
縮
小
と
放
牧
に
依
拠
し
た
羊
や

山
羊
の
生
産
拠
点
と
し
て
の
地
位
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
そ
の
生
産
量
は
重
要
な
割
合
を
示
し
て
い
る
。
中
部

で
は
、
農
業
生
産
に
お
け
る
小
麦
か
ら
飼
料
作
物
へ
の
転
換
お
よ
び
換
金
作
物
で
あ
る
薯
類
の
生
産
の
停
滞
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
代

わ
っ
て
、
飼
料
作
物
の
増
産
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
都
市
部
を
中
心
と
し
て
酪
農
業
の
展
開
が
新
た
な
動
向
と
し
て
確
認
で
き
、

そ
の
成
長
は
酪
農
業
の
生
産
拠
点
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
一
方
、
西
部
は
、
も
と
も
と
農
牧
業
の
生
産
量
は
小
さ
い
地
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域
で
あ
る
が
、
畜
産
品
全
般
の
増
加
率
は
著
し
い
。
た
だ

し
、
降
水
量
も
少
な
く
自
然
条
件
も
他
地
域
に
比
べ
て
優

位
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
た
め
、
中
部
に
近
い
巴
彦

市
を
除
い
て
は
限
界
地
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
農
牧
業
の
地
帯
構
成
は
表

３
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
生
産
拠
点
と
し
て
の
地
位

が
強
化
さ
れ
る「
農
牧
業
併
進
地
域
」、
生
産
量
が
伸
び
悩

む「
草
地
型
牧
畜
業
地
域
」、
生
産
限
界
地
と
し
て
後
退
的

性
格
を
示
し
始
め
た「
農
牧
業
限
界
地
域
」、
農
業
と
牧
畜

業
が
複
合
的
に
結
び
つ
い
た
「
酪
農
地
域
」
の
四
地
帯
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
帯
構
成
は
生
産
形
態
と
経
済
性

が
関
連
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
生
産
量
を

二
〇
〇
〇
年
以
降
に
増
加
さ
せ
て
き
た
「
農
牧
業
併
進
地

域
」
に
お
け
る
農
牧
民
の
一
人
当
た
り
純
収
入
が
内
モ
ン

ゴ
ル
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
明
ら
か
と
な

る
。
農
牧
業
生
産
を
増
大
さ
せ
て
き
た
地
域
ほ
ど
一
人
当

表３ 内モンゴルにおける農牧業の地帯構成（2010年) 単位：％

地帯
区分

糧食
畜産
品

農牧民
１人当り
純収入(元)小麦 玉米 豆類 いも類 牛肉 羊 生乳

呼和浩特市 酪農 5.0 1.6 6.1 1.1 7.3 4.0 6.0 3.5 33.1 7,991.0

中部 包頭市 酪農 4.3 3.2 5.2 0.1 6.2 6.4 7.2 7.0 16.8 8,295.5

爾多斯市 限界 6.1 1.5 8.0 0.5 5.3 6.0 2.6 8.6 3.1 7,677.3

呼倫貝爾市 併進 21.6 36.5 14.5 71.2 24.7 10.0 17.0 10.8 14.3 5,399.1

興安盟 併進 11.4 3.3 11.5 12.9 5.3 7.3 4.2 6.9 4.7 3,535.8

通遼市 併進 22.7 1.7 28.2 8.2 2.5 20.4 18.3 8.6 4.3 5,257.2
東部

赤峰市 併進 15.3 2.8 16.0 5.0 14.0 17.8 17.3 9.1 4.3 4,570.1

錫林郭勒盟 草原 1.1 1.9 0.2 0.0 9.7 9.8 20.2 12.5 5.3 6,733.2

烏蘭察布市 限界 3.4 1.6 1.6 0.8 23.7 9.7 5.2 17.1 9.9 4,162.7

巴彦 爾市 草原 8.2 35.6 7.5 0.2 1.2 7.4 1.7 14.6 4.0 7,049.1

西部 烏海市 限界 0.2 1.8 0.2 0.0 0.0 0.5 0.1 0.3 0.1 8,445.1

阿拉善盟 限界 0.7 8.6 1.0 0.0 0.0 0.6 0.1 1.1 0.0 6,709.3

資料：内蒙古統計年鑑より作成
注１：地帯区分は、以下を指す。

酪農：酪農地域、併進：農牧業併進地域、草原：草地型牧畜業地域、限界：
農牧業限界地域

注２：表の網掛けは、2000年から2010年にかけて構成比を高めたところを示す。
注３：農牧民１人当たりの純収入の下線は、内モンゴル平均よりも高いところを示

す。
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た
り
純
収
入
が
相
対
的
に
低
い
の
は
、
農
牧
民
の
人
口
圧
力
が
な
お
高
い
地
域
で
あ
る
こ
と
も
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

新
た
な
展
開
と
し
て
成
長
し
て
き
た
「
酪
農
地
域
」
の
純
収
入
は
平
均
よ
り
も
高
い
。
中
部
は
、
都
市
化
の
進
行
の
中
で
農
牧
民
の

他
産
業
へ
の
流
出
に
よ
っ
て
残
存
農
牧
民
の
純
収
入
の
押
し
上
げ
た
こ
と
、
限
界
地
で
は
農
牧
民
の
減
少
（
生
態
移
民
を
含
む
）
に

よ
り
平
均
以
上
の
純
収
入
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
論
点
展
望
に
関
わ
る
論
点
と
し
て
は
、
本
稿
で
示
し
た
農
牧
業
の
地
帯
構
成
が
一
過
性
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
固
定

化
さ
れ
て
い
く
様
相
を
示
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
本
稿
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
経
営
主
体
の
動
向
如

何
に
懸
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
隣
接
地
域
と
の
関
係
性
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
国
内
需
要
が
引
き
続
き
拡
大
す
る
も

と
で
の
内
モ
ン
ゴ
ル
の
食
料
供
給
増
加
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
内
モ
ン
ゴ
ル

は
東
西
に
広
く
自
然
条
件
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
農
牧
業
の
生
産

力
発
展
の
方
途
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
然
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
も

あ
る
。
深
刻
化
す
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
環
境
問
題
は
、
経
済
合
理
性
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
結
果
と
し
て
発
生
し
て
い
る
面
が
少
な

く
な
く
、
今
後
は
地
域
の
生
態
環
境
を
保
全
管
理
し
な
が
ら
経
済
発
展
も
可
能
と
な
る
理
論
的
な
枠
組
み
の
検
討
も
必
要
と
な
る
だ

ろ
う
。

注１
）

な
お
、
本
稿
で
は
、
王
（
二
〇
〇
八
）
や
山
本
・
高
島
（
二
〇
〇
九
）
の
見
解
を
参
照
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
著
し
い
呼
和
浩
特
市
、
包
頭
市
、
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オ
ル
ド
ス
市
の
三
市
を
中
部
と
区
分
す
る
。
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献
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内
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
を
み
た
一
〇
年

｜
地
理
学
的
観
点
か
ら
の
検
討

東
北
大
学

助
教

関

根

良

平

１．

は
じ
め
に

本
報
告
で
、
報
告
者
を
含
め
た
内
蒙
古
研
究
チ
ー
ム
が
対
象
と
し
実
証
的
に
解
明
し
て
き
た
社
会
経
済
的
な
変
容
を
、
二
〇
〇
〇

年
代
か
ら
現
在
ま
で
の
期
間
と
い
う
時
間
軸
の
中
に
位
置
づ
け
、
対
象
地
域
ご
と
に
み
ら
れ
た
社
会
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
振
り

返
り
な
が
ら
、そ
こ
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。農
牧
業
の
地
域
産
業
と
し
て
の
展
開
と
地
域
的
特
徴
に
つ
い
て
は
佐
々

木
報
告
（
本
書p

p
.47

〜61

）
で
言
及
し
て
お
り
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
、
農
牧
業
の
変
化
と
と
も
に
大
き
く
内
実
を

変
え
て
き
た
生
活
環
境
と
生
活
空
間
の
変
容
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
地
域
変
容
の
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
そ
れ
に
大
き
く
寄
与
し

て
き
た
ア
ク
タ
ー
の
あ
り
方
と
そ
こ
に
み
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

２．

地
域
を
変
容
さ
せ
る
「
家
族
」
の
あ
り
方

我
々
研
究
チ
ー
ム
が
当
地
で
調
査
を
開
始
し
た
の
は
二
〇
〇
一
年
で
あ
る
。
そ
の
後
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
を
中
心
に
各
種
フ
ァ
ン
ド

の
支
援
を
得
て
、
ほ
ぼ
毎
年
現
地
入
り
し
て
の
実
証
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
当
初
の
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
人
文
地
理
学
グ
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ル
ー
プ
の
主
た
る
調
査
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
政
策
と
し
て
盛

ん
に
重
要
性
が
喧
伝
さ
れ
実
施
に
移
さ
れ
て
き
た
環
境
の
保
全
を
目
指

す
各
種
政
策
（
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
当
面
の
目
途
と

さ
れ
て
き
た
）、そ
れ
と
一
部
連
動
し
て
農
牧
業
人
口
を
都
市
部
お
よ
び

団
地
な
ど
に
移
動
さ
せ
た
「
生
態
移
民
」
政
策
の
よ
う
に
、
環
境
劣
化

の
内
実
お
よ
び
そ
れ
を
防
止
・
回
復
す
る
政
策
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
農
牧

民
の
対
応
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
は
農

牧
民
に
三
〇
年
間
の
使
用
権
を
付
与
す
る
農
地
／
草
地
分
割
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

図
１
は
調
査
対
象
と
し
て
き
た
地
域
と
政
策
イ
ベ
ン
ト
を
時
間
軸
上

に
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
地
域
は
北
の
草
原
地
帯
か
ら
自
治

区
の
首
都
で
あ
る
フ
フ
ホ
ト
周
辺
の
農
業
地
帯
ま
で
を
広
く
カ
バ
ー
し

な
が
ら
、
相
対
的
に
草
地
の
状
態
が
良
い
シ
リ
ン
ゴ
ル
、
そ
し
て
灌
漑

農
業
地
帯
に
あ
た
る
黄
河
流
域
の
ア
ラ
シ
ャ
ン
ま
で
に
及
ぶ
範
囲
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
す
な
わ
ち
、
農
業
生
産
に
お
い
て
も
草
地
利
用
の
牧
畜

に
お
い
て
も
そ
の
「
限
界
」
に
あ
た
る
地
域
で
あ
る
。
か
つ
、
フ
フ
ホ

図１ 研究対象地域と時間軸
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ト
だ
け
で
な
く
北
京
や
天
津
と
い
っ
た
大
都
市
に
比
較
的
近
接
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
段
階
で
の
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
、
四
子
王
旗
チ
ャ
ガ
ン
ボ
ル
グ
（
査
干
朴
力
格
）
ソ
ム
の
王
爺
村
、
現
地
住
民
は
王
府
（
ワ

ン
フ
ー
）
と
通
称
す
る
集
落
を
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
の
集
落
は
四
子
王
旗
の
南
部
、
ま
さ
に
土
地
利
用
上
の
草
原
と
農
地
の
境
界
が

明
瞭
に
視
認
可
能
な
村
で
あ
り
、
こ
の
村
以
北
は
草
原
と
な
り
次
第
に
道
路
沿
い
に
観
光
パ
オ
が
林
立
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
王

府
村
に
お
け
る
世
帯
の
構
成
が
表
１
、
表
２
で
あ
る
。
農
業
に
関
し
て
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
中
心
に
油
菜
、
小
麦
な
ど
と
の
組
み
合
わ

せ
、
家
畜
は
羊
を
中
心
と
し
肉
と
羊
毛
を
販
売
す
る
と
い
う
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
の
当
地
域
に
典
型
的
に
み
ら
れ
た
構
成
で
あ
る
。

そ
の
経
営
内
容
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
世
帯
の
家
族
構
成
に
注
目
し
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
農
地
／
草
地
分
割
に
際
し
て
、

分
割
が
そ
の
当
時
の
戸
籍
上
の
世
帯
員
数
を
基
準
と
し
て
実
施
さ
れ
、
そ
れ
が
農
牧
業
の
経
営
規
模
に
関
し
て
は
集
落
内
で
あ
る
程

度
の
格
差
を
発
生
さ
せ
て
は
い
た
。
た
だ
し
二
〇
〇
四
年
〜
二
〇
〇
五
年
に
か
け
て
我
々
が
こ
の
集
落
を
訪
れ
た
際
は
、
各
世
帯
の

生
活
レ
ベ
ル
に
大
き
な
差
が
な
く
、
そ
し
て
何
よ
り
所
得
形
成
お
よ
び
そ
の
向
上
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
は

な
か
っ
た
。
実
際
、
当
初
は
沙
漠
化
な
ど
の
環
境
劣
化
で
今
ま
で
の
生
業
が
成
立
し
得
な
く
な
り
、
現
金
収
入
の
目
途
な
ど
な
く
途

方
に
暮
れ
て
い
る
現
地
住
民
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な
住
民
に
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
こ
の
地
域
で
は
戸
籍
上
の
人
口
が
多
め
に
登
録
さ
れ
て
い
る
た
め
一
人
あ
た
り
の
耕
地
面
積
か
ら
み
れ
ば

比
較
的
広
い
経
営
規
模
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
が
多
い
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
で
き
る

が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
る
と「
こ
れ
だ
け
収
入
を
得
ら
れ
れ
ば
も
う
稼
ぐ
必
要
は
な
い
」「
何
で
冬
ま
で
働
か
な
き
ゃ
な
ら
ん

の
か
、
冬
は
京
劇
み
て
将
棋
を
し
て
過
ご
せ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
多
く
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表
１

王
府
村
の
家
族
構
成
と
職
業

成
年
子
供

世
帯
主

の
親

未
成
年

子
供

世
帯

番
号

世
帯
員

数
世
帯
主

年
齢

配
偶
者

年
齢

同
居

備
考

別
居

M
 
F
 
M
 
F
 
M
 
F

1
3

3
5

3
3

6
9

－
－

1
1

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

Ｆ
1
1
は
ウ
ラ
ン
フ
ァ
で
祖
母
と
同
居

2
5

5
0

5
0

－
－

1
－

2
5

2
3

Ｍ
2
8

Ｆ
1
8

－
－

－
－

Ｆ
2
3
は
Ｍ
2
5
の
妻

3
2

4
0

3
7

－
－

－
1
1

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

Ｆ
1
1
は
ウ
ラ
ン
フ
ァ
で
寄
宿

4
2

5
3

4
5

－
－

－
－

－
－

Ｍ
2
6

Ｆ
2
5

－
－

－
－

Ｍ
2
6
、
Ｆ
2
5
は
と
も
に
山
西
省
出
稼
ぎ

5
2

3
3

3
1

－
－

5
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

Ｍ
５
は
ウ
ラ
ン
フ
ァ
で
祖
母
と
同
居

6
2

4
2

3
8

－
－

1
8

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
Ｍ
1
8
は
ウ
ラ
ン
フ
ァ
で
寄
宿

7
3

5
5

5
2

－
－

－
－

－
－

Ｍ
2
8

－
－

－
－

－
－

Ｍ
2
8
は
フ
フ
ホ
ト
出
稼
ぎ

8
2

6
7

6
2

－
－

－
－

－
－

Ｍ
4
0

Ｆ
3
9

Ｍ
3
7

Ｆ
3
5

Ｍ
4
0
は
フ
フ
ホ
ト
で
税
務
職
員

9
2

7
8

7
1

－
－

－
－

－
－

Ｍ
4
8

Ｍ
4
7

Ｍ
4
1

Ｆ
4
0

1
0

2
4
2

3
7

－
－

1
5

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
Ｍ
1
5
は
ウ
ラ
ン
フ
ァ
で
寄
宿
、
Ｍ
4
2
は
電
気
工
事
業

1
1

3
3
7

3
3

－
－

6
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
2

5
5
3

5
1

－
－

－
1

2
6

2
5

－
－

－
－

－
－

－
－

Ｆ
2
5
は
Ｍ
2
6
の
妻

1
3

2
6
4

5
4

－
－

－
－

－
－

Ｆ
3
3

Ｆ
3
1

Ｍ
3
0

Ｍ
2
7

Ｍ
2
7
は
パ
オ
ト
ウ
へ
出
稼
ぎ

2
0
0
5
年
聞
き
取
り
調
査
よ
り
作
成

表
２

王
府
村
に
お
け
る
世
帯
別
収
入
と
家
財
状
況

家
財
・
農
機
具

農
地
面
積
（
ム
ー
)

栽
培
作
物
（
ム
ー
)

収
入
（
2
0
0
4
）
単
位
：
元

世
帯

番
号

テ
レ
ビ

電
話

冷
蔵
庫

洗
濯
機

バ
イ
ク

ト
ラ
ク
タ
ー

自
作

貸
付

馬
鈴
薯

油
菜

デ
ン
ト

コ
ー
ン

大
麦
･
小
麦
･

そ
の
他

農
業

畜
産

そ
の
他

1
6
0
0
0

－
－

○
○

－
－

○
○

3
5

－
1
5

4
2

3
2

8
8
0
0

2
2
0
0

－
○

○
－

－
○

○
5
0

－
3
0

1
0

5
1
0

3
4
9
0
0

2
1
0
0

－
○

○
－

○
○

○
3
0

－
1
4

5
0
.
8

1
1

4
1
0
0
0
0

－
6
0
0
0

○
－

○
○

－
○

5
0

－
2
5

2
0

5
－

5
7
0
0
0

－
－

○
－

○
○

○
○

4
2

－
2
4

1
5

4
4

6
5
0
0
0

－
3
0
0
0

○
○

○
－

○
○

2
4

－
1
0

1
1

3
－

7
7
0
0
0

3
0
0
0

－
○

－
－

－
－

○
3
0

－
1
5

1
5

－
－

8
2
0
0
0

－
－

○
－

－
－

○
○

1
6

－
8

6
－

4
9

－
1
7
0
0

－
－

－
－

－
－

－
7

1
0
0

3
4

－
－

1
0

4
0
0
0

－
1
0
0
0
0

○
○

○
－

－
－

2
1

－
1
1

1
0

－
－

1
1

7
8
0
0

－
－

－
－

－
－

○
○

2
1

－
1
5

6
－

－
1
2

1
4
8
0
0

2
0
0
0
0

－
○

○
－

○
○

○
5
5

－
3
0

1
5

1
0

－
1
3

1
0
8
0
0

－
3
0
0
0

○
－

－
－

○
○

4
0

－
3
0

1
0

－
－

2
0
0
5
年
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
作
成
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の
住
民
は
環
境
劣
化
と
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
の
営
農
条
件
の
劣
化
を
問
題
視
し
な
が
ら
も
、
一
定
の
生
活
レ
ベ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
な

か
で
そ
れ
ほ
ど
現
金
収
入
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
、
と
も
い
え
る
。

そ
し
て
、
我
々
が
調
査
に
入
っ
た
二
〇
〇
五
年
前
後
の
時
期
は
、
こ
う
し
た
意
識
が
急
激
に
変
化
し
た
時
期
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
具
体
的
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
環
境
劣
化
対
策
へ
の
対
応
や
農
業
生
産
に
お
け
る
購
入
肥
料
・

農
薬
の
多
投
と
い
っ
た
取
り
く
み
が
始
ま
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
際
の
対
応
の
基
盤
と
し
て
ま
ず
彼
ら
が
頼
り
と
し
、
活
用
し
た
の
が
、

「
一
人
っ
子
政
策
」の
以
前
に
生
ま
れ
、
就
職
や
結
婚
の
た
め
に
こ
の
地
か
ら
離
れ
た
、
世
帯
主
層
の
多
数
の
兄
弟
姉
妹
た
ち
を
中
心

と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
親
戚
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
禁
牧
に
対
し
て
は
、
所
有
す
る
家
畜
を
禁
牧
と
な
っ
て
い
な
い
地
域
の
「
親
戚
」

に
委
託
す
る
と
い
う
対
応
は
よ
く
聞
か
れ
る
事
例
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
農
村
地
域
住
民
に
対
す
る
金
融
制
度
が
不
十
分
に
留
ま
る

状
況
下
で
は
、
資
金
獲
得
と
流
入
ル
ー
ト
と
し
て
親
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
く
寄
与
し
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
で
き
る

世
帯
は
こ
ぞ
っ
て
新
た
な
所
得
形
成
手
段
を
獲
得
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
な
観
光
パ
オ
は
、

訪
問
の
た
び
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
っ
た
が
、
次
第
に
主
要
道
路
か
ら
遙
か
遠
く
離
れ
、
な
ぜ
こ
こ
で
経
営
が
成
立
す
る
の
か
疑
問

な
ほ
ど
の
場
所
に
も
立
地
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
親
戚
」が
役
所
に
務
め
、
そ
の
ツ
テ
を
利
用
し
て
顧
客
を
獲
得
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
集
乳
圏
に
組
み
込
ま
れ
、
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
フ
フ
ホ
ト
市
の
周
辺

で
展
開
し
た
酪
農
も
ま
た
、
そ
れ
な
り
の
金
額
を
要
す
る
乳
牛
の
導
入
は
「
親
戚
」
か
ら
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
世
帯
で
導

入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
表
面
的
に
は
よ
り
多
く
の
所
得
獲
得
を
目
指
し
て
地
域
を
あ
げ
て
酪
農
や
観
光
パ
オ
経
営
を
展
開
し
て
い
っ
た
よ
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う
に
み
え
な
が
ら
も
、
そ
の
内
実
に
は
地
域
的
あ

る
い
は
地
縁
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
よ
う

な
変
容
は
な
く
、
む
し
ろ
個
々
の
世
帯
が
所
得
獲

得
で
き
そ
う
な
手
段
を
十
分
な
準
備
を
す
る
こ
と

な
く
導
入
し
て
い
っ
た
結
果
と
し
て
地
域
的
に
特

徴
を
持
つ
に
至
っ
た
、
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ

た
。
と
く
に
、
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
で
の
農
牧
畜
業

や
農
村
政
策
を
現
地
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
当
初
に

政
府
や
大
学
に
よ
る
技
術
指
導
と
資
金
援
助
が
実

施
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
十
分
な
継
続
的
な

ケ
ア
が
な
く
、
か
つ
酪
農
で
の
飼
料
の
共
同
購
入

や
生
産
の
よ
う
な
、
地
域
的
協
同
を
促
す
仕
組
み
が
実
態
と
し
て
具
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
と
く
に
酪
農
な
ど
は
、
初
期

の
経
営
開
始
か
ら
搾
乳
可
能
な
牛
を
増
や
す
ま
で
の
時
期
は
経
営
が
不
安
定
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
動
向
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
き
た
武
川
県
の
五
福
号
村
で
は
、
最
初
の
導
入
か
ら
わ
ず
か
五
年
程
度
で
酪
農
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
観
光
パ
オ
に
も
、
道

路
沿
線
に
お
い
て
も
早
々
に
経
営
が
放
棄
さ
れ
朽
ち
果
て
つ
つ
あ
る
も
の
が
数
多
い
。
所
得
形
成
に
際
し
て
家
族
の
リ
ソ
ー
ス
利
活

用
が
重
要
視
さ
れ
、
表
面
的
に
は
地
域
全
体
が
同
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
も
そ
の
内
実
は
統
一
感
に
乏
し
い
の
が
こ 写真１ 林立した観光パオ
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の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
家
族
の
存
在
と
く
に
子
弟
の
存
在
が
地
域
の
変
容
と
形
成
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
移
民
村
」
で
あ
る
。
こ
の

時
期
か
ら
、
す
な
わ
ち
く
し
く
も
日
本
と
同
様
の
時
期
に
、
こ
の
地
域
で
も
「
郷
」
や
「
ソ
ム
」
と
い
っ
た
、
日
本
で
い
え
ば
町
村

に
あ
た
る
行
政
単
位
の
「
鎮
」
へ
の
合
併
が
盛
ん
と
な
り
、
同
時
に
学
校
の
都
市
部
へ
の
統
廃
合
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
対

象
地
域
で
は
、
前
述
し
た
酪
農
の
展
開
に
あ
わ
せ
た
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
と
乳
牛
飼
養
、
あ
る
い
は
地
域
の
特
産
で
も
あ

る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
生
産
を
、
営
農
に
よ
る
所
得
形
成
が
難
し
く
な
っ
た
地
域
か
ら
の
移
民
す
な
わ
ち
「
生
態
移
民
」
と
し
て
移

住
さ
せ
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
内
実
を
み
る
と
、
そ
う
し
た
農
牧
業
に
よ
っ
て
所
得
形
成
を
計
る
こ
と
を
主
目
的
に
移

民
村
に
流
入
し
て
き
た
世
帯
は
多
く
は
な
く
、
都
市
部
で
の
建
設
業
や
様
々
な
雑
業
に
「
打
工
」
と
し
て
就
業
す
る
こ
と
で
生
計
を

た
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
子
弟
を
都
市
部
の
学
校
に
通
わ
せ
教
育
を
施
す
「
受
け
皿
」
で
あ
る
の
が
実
態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

こ
こ
で
の
酪
農
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
生
産
も
ま
た
、
五
年
を
待
た
ず
ほ
ぼ
消
滅
す
る
と
い
う
状
況
に
至
っ
て
い
る
。
移
民
村
で
の

酪
農
に
関
し
て
は
、
技
術
指
導
が
十
分
で
は
な
く
、
乳
牛
の
た
め
の
畜
舎
が
用
意
さ
れ
ず
一
般
の
路
上
で
飼
育
さ
れ
、
二
〜
三
頭
以

上
へ
の
規
模
拡
大
な
ど
当
初
か
ら
困
難
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た（
写
真
２
）。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
生
産
に
関
し
て
も
、
他
種
と
の
交

配
を
避
け
る
目
的
で
ネ
ッ
ト
を
か
け
た
「
網
室
」
を
用
い
た
生
産
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
こ
ち
ら
も
持
続
的
な
技
術
指
導
が
な
く
住

民
が
十
分
に
技
術
を
理
解
し
な
い
ま
ま
、
あ
る
い
は「
網
を
か
け
た
ま
ま
で
は
温
度
が
上
昇
し
す
ぎ
て
生
育
し
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
、
住
民
が
も
つ
地
域
的
な
経
験
が
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
に
展
開
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
原
因
の
一
側
面

に
過
ぎ
ず
、
都
市
部
に
近
接
し
て
居
住
す
る
こ
と
、
子
弟
の
教
育
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
こ
そ
が
移
民
村
へ
の
移
住
の
目
的
で
あ
る
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住
民
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
移
民

村
は
家
族
の
存
在
が
地
域
を
変
え
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
た
こ
と
を
象
徴
す
る
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
移
民
村
は
今
も
な
お
建
設
さ
れ
て
い
る
。
写

真
３
は
二
〇
一
四
年
現
在
建
設
中
で
あ
る
移
民
村
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
企
業
（
有
限
公
司
）
が
魚
類
の
養
殖
を
目

的
に
養
殖
池
を
造
成
し
、
そ
れ
を
販
売
す
る
の
と
同
時
に

釣
り
堀
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
て
観
光
地
化
も
は
か

り
、
移
民
村
の
住
民
に
は
養
殖
に
従
事
し
て
も
ら
う
と
い

う
ス
キ
ー
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
移
民
村
と
異

な
る
の
は
、
そ
の
経
営
主
体
に
企
業
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
と
、
こ
の
移
民
村
で
は
住
居
に
シ
ャ
ワ
ー
と
ト
イ
レ
が
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
建
設
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
写
真
３
）。
農

村
部
の
一
般
住
居
で
は
今
な
お
こ
う
し
た
形
態
は
み
ら
れ
な
い
が
、
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
こ
の
移
民
村
に
は
高
齢
者
を
中
心
に
入
居

さ
せ
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
。
子
弟
層
は
地
域
か
ら
流
出
し
、
そ
の
後
の
進
学
以
降
は
地
域
に
ほ
ぼ
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
想
定
で
き

な
い
な
か
で
、
む
し
ろ
日
本
以
上
に
住
民
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
家
族
の
あ
り
方
の
変
化
と
と
も
に
移
民
村
の
位

置
づ
け
も
変
容
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

写真２ 移民村と酪農
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３．

拡
大
を
続
け
た
都
市

ま
た
、子
弟
の
教
育
に
限
ら
ず
、我
々
が
関
わ
っ

た
農
民
や
牧
民
達
の
行
動
と
し
て
ど
の
対
象
地
域

も
み
ら
れ
た
の
が
、
農
村
・
牧
畜
地
域
に
本
拠
を

構
え
る
の
に
加
え
て
、
都
市
部
に
生
活
の
拠
点
を

確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
章
の
移
民
村
の
場
合

も
そ
う
だ
が
、
都
市
部
へ
の
移
動
に
あ
た
っ
て
移

動
元
と
の
関
係
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
ま
で
飼
養
し
て
い
た
家
畜
を
「
親
戚
」
に
預

け
る
な
ど
、
多
く
は
家
族
の
リ
ソ
ー
ス
を
媒
介
に

し
て
何
ら
か
の
関
係
を
維
持
さ
せ
て
お
り
、
新
鮮

な
羊
肉
の
調
達
先
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
か
ら
、
牧
草
が
不
足
す
る
際
の
確
保
先
と
い
っ
た
経
営
に
関
わ
る
レ
ベ
ル
ま
で
様
々
に
そ
れ
を

利
用
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
一
〇
年
で
最
も
景
観
的
に
変
容
を
み
せ
た
の
が
、
こ
の
地
方
の
小
都
市
で
あ
ろ
う
。
近
年
の
中
国
に
お
け
る
土
地
・

住
宅
価
格
の
上
昇
な
ど
は
日
本
で
も
多
く
報
道
さ
れ
る
が
、
対
象
地
域
に
お
い
て
も
、
フ
フ
ホ
ト
は
言
う
に
及
ば
ず
、
武
川
県
の
県

政
府
所
在
地
で
あ
る
可
鎮
、
四
子
王
旗
の
政
府
所
在
地
で
あ
る
烏
蘭
花（
ウ
ラ
ン
フ
ァ
）、
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
の
政
府
所
在
地
で
あ
る
錫

写真３ トイレのある移民村の住居と養殖池

70



林
浩
特
（
シ
リ
ン
ホ
ト
）
と
い
っ
た
人
口
五
万
人
〜
一

〇
万
人
級
の
都
市
は
、
こ
の
一
〇
年
で
急
激
に
都
市
を

拡
大
さ
せ
、
郊
外
部
の
区
画
整
理
と
と
も
に
多
数
の
マ

ン
シ
ョ
ン
群
が
林
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
写
真
４
）。

そ
し
て
こ
れ
も
報
道
レ
ベ
ル
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
ほ
と
ん
ど
の
マ
ン
シ
ョ
ン
群
は
、
郊
外
に
立
地
す

る
も
の
ほ
ど
人
の
住
ん
で
い
る
気
配
が
感
じ
ら
れ
ず
、

夜
間
に
明
か
り
が
灯
る
こ
と
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
は

現
地
で
「
鬼
城
」（
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
）
と
呼
ば
れ
る
。

我
々
の
調
査
対
象
と
し
た
範
囲
で
も
、
生
態
移
民
で
フ

フ
ホ
ト
の
近
郊
に
流
入
し
酪
農
を
営
ん
で
い
た
世
帯

が
、
都
市
域
の
拡
大
で
再
移
動
を
迫
ら
れ
た
世
帯
が
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
沿
岸
部
か
ら
の
土
地
・
住
宅
バ
ブ
ル
の
波
及
や
、
地
方
政

府
の
実
績
づ
く
り
と
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
の
存
在
と
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
地
域
的
に
み
れ
ば
相
当
な
建
設
業
就
業
が

こ
れ
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
続
け
、
そ
し
て
多
数
の
住
民
が
そ
こ
に
取
り
込
ま
れ
て
所
得
を
確
保
し
、
生
活
の
拠
点
と
す
る
場
合
も
あ

る
こ
と
が
容
易
に
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
他
地
域
か
ら
の
資
金
流
入
に
加
え
て
、
禁
牧
な
ど
に
よ
っ
て
多
額
の
補
助
金
を
得
た
牧
民

が
、
そ
れ
を
元
手
と
し
、
冬
場
の
居
住
や
投
資
を
目
的
に
こ
う
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

写真４ 林立するマンション
上段：可鎮 下段：錫林浩特
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４．

脆
弱
な
環
境
下
で
の
高
い
所
得
形
成
、
そ
の
限
界

と
も
か
く
、
我
々
が
調
査
を
開
始
し
た
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
比
せ
ば
、
対
象
地
域
の
ど
の
地
域
で
も
住
民
の
所
得
は
着
実
に

上
昇
し
て
お
り
、
当
初
農
村
部
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
自
家
用
車
が
集
落
の
そ
こ
か
し
こ
に
停
車
し
て
い
る
よ
う
に
な
っ

た
。
と
く
に
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
で
は
、
レ
ア
ア
ー
ス
や
石
炭
鉱
山
開
発
に
よ
り
農
牧
業
自
体
が
不
可
能
と
な
る
地
域
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
年
々
沙
漠
化
が
進
み
、
住
居
が
移
動
す
る
沙
地
に
飲
み
込
ま
れ
る
状
況
と
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
や
自
家
用
車
を
所

有
し
相
対
的
に
高
い
生
活
レ
ベ
ル
を
実
現
す
る
と
い
う
状
況
が
同
じ
村
の
な
か
で
同

居
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
ア
ラ
シ
ャ
ン
盟
に
属
し
、
黄
河
流
域
の
灌
漑
農
業
地
帯

に
位
置
す
る
ア
ラ
シ
ャ
ン
盟
バ
ヤ
ン
シ
ョ
ガ
イ
村
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
伝
統

的
な
放
牧
か
ら
、
黄
河
河
岸
の
湿
地
帯
を
利
用
し
た
搾
油
用
の
ヒ
マ
ワ
リ
生
産
に
こ

の
一
〇
年
で
農
業
生
産
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
。
ヒ
マ
ワ
リ
生
産
は
搾
油
用
と
し
て

高
収
益
を
得
ら
れ
る
作
物
で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
場
合
は
冬
季
に
黄
河
が
農
地
を
溢

水
す
る
こ
と
で
土
壌
が
比
較
的
良
好
な
状
態
に
維
持
さ
れ
る
た
め
、
徐
々
に
収
量
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
機
械
化
が
進
み
、
高
度
な
技
術
的
を
要
さ
ず
農
作
業
も
比

較
的
簡
単
で
あ
る
た
め
、住
民
に
と
っ
て
は
優
良
な
所
得
形
成
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
ヒ
マ
ワ
リ
の
販
売
先
は
、
収
穫
の
時
期
に
現
れ
る
バ
イ
ヤ
ー
に
限

ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
酪
農
に
お
け
る
生
乳
は
さ
て
お
き
、
農
業
地
域
で
の
ジ
ャ

写真５ 黄河流域のヒマワリ畑
アラシャン盟バヤンショガイ村
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ガ
イ
モ
、
羊
肉
や
羊
毛
、
牛
肉
、
カ
シ
ミ
ヤ
と
い
っ
た
こ
の
地
域
の
産
物
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
か
つ
ど
の
地
域
で

も
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
、「
何
年
か
前
は
高
く
売
れ
た
が
最
近
は
安
い
」と
い
っ
た
、
農
産
物
販
売
価
格
の
低
下
に
関
す
る
指
摘
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
対
象
地
域
に
お
け
る
こ
の
一
〇
年
の
農
牧
業
は
、
脆
弱
な
環
境
の
な
か
で
肥
料
多
投
な
ど
一
定
の
コ
ス
ト
を
か
け
、

環
境
に
対
し
て
は
そ
の
意
味
で
も
負
荷
を
か
け
な
が
ら
生
産
量
や
飼
養
頭
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
高
い
所
得
を
形
成
し
て
き
た
場

合
が
多
く
み
ら
れ
る
。
か
つ
、
地
域
経
済
的
な
レ
ベ
ル
で
い
え
ば
、
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
と
地
域
産
品
の
高
付
加
価
値
化
を
は
か

る
こ
と
が
経
済
的
向
上
に
と
っ
て
は
重
要
と
な
る
が
、
た
と
え
ば
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
離
村
し
た
住
民
の
農
地
利
用
権
を
請
け
負
う

こ
と
で
規
模
拡
大
を
は
か
る
と
い
う
、
個
々
の
住
民
が
も
つ
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
生
産
量
を
拡
大
さ
せ
る
方
式
に
任

せ
る
の
み
で
は
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
環
境
的
な
意
味
合
い
に
お
い
て
も
限
界
に
達
し
た
と
い
え
る
。
所
得

向
上
の
下
支
え
と
な
っ
て
き
た
環
境
政
策
関
係
の
補
助
金
も
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
縮
小
・
終
了
し
、
こ
の
地
域

の
農
牧
業
は
次
の
方
策
を
必
要
と
す
る
段
階
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

５．

新
た
な
ア
ク
タ
ー
の
登
場
と
地
域
の
リ
ソ
ー
ス

前
章
ま
で
に
み
た
プ
ロ
セ
ス
の
よ
う
に
、
地
域
住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
は
格
差
を
は
ら
み
な
が
ら
も
そ
れ
な
り
に
向
上
す
る
一
方
、

地
域
経
済
レ
ベ
ル
で
は
そ
の
向
上
が
頭
打
ち
と
な
り
、
か
つ
こ
の
一
〇
年
で
学
齢
人
口
以
上
の
世
代
の
都
市
部
へ
の
流
出
と
高
齢
化

が
一
層
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
登
場
し
て
く
る
の
が
、「
龍
頭
企
業
」
や
「
農
民
専
業
合
作
社
」
と
い
っ
た
新
た
な
ア
ク
タ
ー

で
あ
る
。
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と
く
に
前
者
は
、
こ
の
地
域
が
国
家
レ
ベ
ル
の
企
業
で
あ
る
酪
農
メ
ー
カ
ー
「
蒙
牛
」「
伊
利
」
の
本
拠
地
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
各

地
に
酪
農
団
地
が
出
現
し
、
そ
こ
に
「
生
態
移
民
」
以
外
の
住
民
を
も
受
け
入
れ
な
が
ら
、
需
要
の
旺
盛
な
乳
製
品
の
国
家
レ
ベ
ル

で
の
生
産
基
地
と
し
て
地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
。
後
者
の
農
民
専
業
合
作
社
は
そ
れ
に
比
較
し
て
相
当
に
小
規

模
な
存
在
で
は
あ
る
が
、両
者
に
共
通
す
る
の
は
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
が
そ
の
展
開
に
際
し
て
よ
り
重
要
な
位
置
を
占
め
る
点
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
武
川
県
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
合
作
社
の
よ
う
に
、
農
民
個
々
の
対
応
で
は
限
界
が
あ
る
市
場
で
の
高
付
加
価
値
化
と
販
路
確

保
に
つ
い
て
、「
有
限
公
司
」と
一
体
化
し

て
設
立
さ
れ
る
「
農
民
専
業
合
作
社
」
を

品
質
管
理
や
技
術
指
導
、
農
業
生
産
労
務

の
効
率
化
、
農
地
の
一
体
的
管
理
を
地
域

レ
ベ
ル
で
は
か
る
存
在
と
し
て
組
み
込

み
、
そ
こ
に
農
村
部
の
住
民
が
就
職
す
る

か
た
ち
で
地
域
の
農
業
生
産
が
再
編
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
（
写
真
６
）。
つ
ま
り
、「
親

戚
」
の
存
在
の
よ
う
な
家
族
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
し
て
個
々
の
住
民
が
農
牧
畜
業
生
産

を
維
持
拡
大
さ
せ
る
従
来
の
方
向
か
ら
、

写真６ ジャガイモの合作社
(武川県川宝緑色農産品有限責任公司)

上段：ジャガイモを長期保存する地下倉庫
下段：ピポッドスプリンクラー
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人
口
減
少
と
高
齢
化
と
い
う
局
面
を
利
用
し
て
あ
る
程
度
の
地
域
的
一
体
性
を
も
た
せ
た
生
産
体
系
を
確
立
し
、
市
場
に
対
し
て
は

産
品
の
量
と
質
を
確
保
し
つ
つ
地
域
を
高
付
加
価
値
化
の
材
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
地
域
経
済
の
向
上
を
は
か
る
方
向
へ
の
転

換
が
図
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
で
、
国
家
レ
ベ
ル
の
龍
頭
企
業
で
あ
る
「
蒙
牛
」
や
「
伊
利
」
と
い
っ
た
乳
業

メ
ー
カ
ー
は
、
品
質
と
量
の
確
保
と
い
う
要
請
の
な
か
で
自
社
直
営
の
巨
大
牧
場
を
稼
働
さ
せ
内
製
化
を
は
か
り
、
一
方
で
二
〇
〇

〇
年
代
に
周
辺
農
牧
業
地
域
を
取
り
込
む
か
た
ち
で
大
き
く
拡
大
さ
せ
た
集
乳
圏
を
早
く
も
縮
小
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
集
乳
圏
縁

辺
部
で
成
立
し
て
い
た
小
規
模
な
酪
農
は
ほ
ぼ
全
て
消
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

６．

お
わ
り
に

こ
う
し
た
新
た
な
ア
ク
タ
ー
の
も
と
で
、
地
域
は
い
よ
い
よ
本
格
的
に
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
の
も
と
で
再
編
成
さ
れ
、
住
民
は
そ
れ

に
適
応
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
地
域
変
容
の
基
軸
が
、
家
族
リ
ソ
ー
ス
を
フ
ル
に
活
用
し
つ
つ
行
動
す
る
地

域
住
民
の
あ
り
方
か
ら
、
合
作
社
の
よ
う
な
地
域
リ
ソ
ー
ス
を
存
立
基
盤
と
す
る
あ
り
方
へ
変
容
し
つ
つ
あ
り
、
焦
点
を
あ
て
る
べ

き
対
象
も
ま
た
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
を
持
続
的
に
再
生
産
す
る
こ
と
の
基
盤
と
な
る
地

域
の
環
境
は
、
我
々
が
み
て
き
た
二
〇
〇
〇
年
代
を
通
じ
て
改
善
さ
れ
た
と
は
言
い
難
く
、
脆
弱
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
点
を
今
後

も
持
続
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
新
た
な
ア
ク
タ
ー
の
出
現
に
あ
た
っ
て
彼
ら
の
振
る
ま
い
が
地
域
の
環
境
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
は
引
き
続
き
こ
の
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
む
し
ろ
一
層
重

要
性
が
増
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
沙
漠
化
お
よ
び

土
地
条
件
劣
化
に
関
す
る
地
形
プ
ロ
セ
ス東

北
大
学

助
教

大

月

義

徳

宮
城
教
育
大
学

教
授

西

城

潔

１．

は
じ
め
に

沙
漠
化
あ
る
い
は
土
地
条
件
劣
化
の
進
行
す
る
地
域
で
は
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
比
較
的
短
い
時
間
ス
ケ
ー
ル
で
の
地
形
変
化
が

顕
在
化
し
、
定
着
農
耕
や
牧
畜
等
の
生
計
維
持
行
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
適
切
な

土
地
環
境
管
理
を
実
施
す
る
に
は
、
現
在
の
地
形
変
化
の
強
度
・
要
因
等
に
つ
い
て
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
現
成
自
然
環

境
に
呼
応
す
る
本
来
的
な
地
形
変
化
の
実
態
を
把
握
し
て
こ
そ
、
人
為
イ
ン
パ
ク
ト
等
に
よ
る
土
地
条
件
変
化
を
正
当
に
評
価
し
う

る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
本
発
表
は
、
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
土
壌
浸
食
・
流
出
、
お
よ
び
沙
漠
縁
辺
の
砂
丘
流
動
・
砂

地
拡
大
に
関
わ
る
地
形
変
化
に
つ
い
て
、
数
千
年
単
位
お
よ
び
数
年
数
十
年
単
位
で
の
時
間
ス
ケ
ー
ル
か
ら
明
ら
か
に
し
、
沙
漠
化

検
討
に
際
し
て
の
地
形
学
的
知
見
の
提
示
を
目
的
と
す
る
。

２．

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
中
部
農
業
地
域
の
ガ
リ
ー
浸
食

調
査
地
域
は
、
大
青
山
山
地
（
黄
河
中
流
低
地
北
隣
、
陰
山
山
脈
の
一
部
）
の
北
側
背
後
、
武
川
構
造
盆
地
内
に
あ
る
（
第
１
図
）。
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武
川
に
お
け
る
年
平
均
気
温
は
二

五
℃（
武
川

県
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
八
）、
年
平
均
降
水

量
は
三
五
四

一
㎜（
一
九
七
〇
年
〜
二
〇
〇
〇

年
、
武
川
県
気
象
局
観
測
値
に
よ
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。
一
帯
に
広
が
る
平
坦
・
低
起
伏
な
地

形
は
、
主
と
し
て
未
固
結
砂
・
小
亜
円
礫
堆
積

物
（
シ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
堆
積
物
）
を
切
る
削

剥
面
の
分
布
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

近
年
の
あ
る
い
は
過
去
数
十
年
の
傾
向
か

ら
、
ガ
リ
ー
浸
食
速
度
は
一
ⅿ
／
yr
程
度
を
上

限
と
し（
第
１
表
）、
こ
こ
で
の
ガ
リ
ー
形
成
は

そ
の
流
路
長
（G

u
lly A

：
1120 m

、G
u
lly

 
B
：
650 m

）か
ら
、
数
百
〜
一
、〇
〇
〇
年
程
度

の
時
間
を
要
す
る
地
形
形
成
現
象
と
捉
え
ら
れ

る
。
本
地
域
の
ガ
リ
ー
浸
食
は
ガ
リ
ー
頭
部
お

よ
び
分
岐
ガ
リ
ー
頭
部
に
の
み
卓
越
し
、
頭
部

第１図 調査位置図
ガリー調査地域：武川 砂丘流動調査地域：烏海西方（黄河左岸)

第１表 調査対象ガリー年間最大後退量

Year  Gully A  Gully B
 

SEP/2003-AUG/2004  0.25 m/yr 1.15 m/yr
 

AUG/2004-AUG/2005  0.45 m/yr 0.45 m/yr
 

AUG/2005-AUG/2006  0.45 m/yr 0.90 m/yr
 

AUG/2006-SEP/2007  0.30 m/yr 1.05 m/yr
 

SEP/2007-SEP/2008  0.25 m/yr 0.75 m/yr
 

SEP/2008-SEP/2009  0.32 m/yr 0.65 m/yr
 

SEP/2009-SEP/2010  0.35 m/yr 0.75 m/yr
 

SEP/2010-SEP/2012(2 yrs) ＞0.55 m  0.65 m
 

SEP/2012-SEP/2013  0.60 m/yr 2.05 m/yr
 

2003-2013  1.7 m  6.2 m
 

The past 50 years (approx.):1m/yr± (Gully A)
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に
近
接
し
な
い
ガ
リ
ー
壁
の
後
退
量
は
著
し
く
小
さ
い
、
あ
る
い
は

低
下
す
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
一
般
的
な
ガ
リ
ー
形
成
と
ほ
ぼ
同
一

と
い
え
、
こ
こ
で
の
ガ
リ
ー
伸
長
は
主
と
し
て
降
水
に
伴
う
地
表
流

お
よ
び
地
表
直
下
の
浅
層
浸
透
流
の
集
中
に
起
因
し
、
全
体
と
し
て

線
状
な
形
態
を
な
す
と
い
え
る
。と
く
に
本
地
域
に
お
い
て
、ガ
リ
ー

頭
部
付
近
で
の
地
表
流
の
集
中
は
シ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
の
収
束
に
因

る
と
考
え
ら
れ
、
ガ
リ
ー
浸
食
とsh

eet ero
sio
n

（
シ
ー
ト
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
に
よ
る
浸
食
）
と
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
ガ
リ
ー
壁
に
露
出
す
る
シ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
堆
積
物
の

観
察
お
よ
び
年
代
測
定
結
果
（
第
２
図
お
よ
びG

u
lly B

で
の
結
果

を
含
む
）
か
ら
、
本
地
域
で
は
少
な
く
と
も
完
新
世
中
盤
（
五

五
ka

頃
）
に
は
シ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
が
発
現
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
り
、
と
く
に
三
〜
二
ka
以
降
、
ガ
リ
ー
を
形
成
し
易
い
自
然
環
境

条
件
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
第
３
図
）。

ガ
リ
ー
形
成
を
も
た
ら
す
降
雨
強
度
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
二
〇

〇
八
〜
二
〇
一
〇
年
の
降
雨
・
土
壌
水
分
デ
ー
タ
を
も
と
に
次
の
よ

第２図 ガリー壁に露出する sheetwash堆積物（Gully A)
（大月・西城、2006)

柱状図の塗色部は埋没腐植層準を示す
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う
に
考
察
さ
れ
る
（O

tsu
k
i a
n
d S

u
d
esiq

in
,
2013

な
ど
）。
す
な
わ
ち
、
暖
候
期
初
回
（
に
近
い
）
の
総
計
一
〇
㎜
程
度
以
上
の

降
雨
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
ガ
リ
ー
壁
の
崩
壊
・
後
退
が
発
生
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
例
で
は
、
六
／
一
二

一

四

六
㎜
降
雨
イ
ベ
ン
ト
、
な
い
し
六
／
二
九

一
八

二
㎜
イ
ベ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
の
降
雨
で
ガ
リ
ー
壁
の
後
退
が
生
じ
た
と
判
断

さ
れ
る
。
一
方
、
七
／
三
〇

四
九

二
㎜
イ
ベ
ン
ト
は
降
雨
強
度
も
前
記
六
月
イ
ベ
ン
ト
以
上
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
崩
落
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
は
七
／
二
七

一
三

六
㎜
イ
ベ
ン
ト
、
二
〇
一
〇
年
は
八
／
二

一
八

〇
㎜
イ
ベ
ン
ト
あ
る
い

は
八
／
七

三
九

六
㎜
イ
ベ
ン
ト
が
ガ
リ
ー
壁
の
伸
長
を
も
た
ら
し
た
と
推
察
さ
れ
る
な
ど
、土
壌
水
分
量
上
昇
を
も
た
ら
し
た
暖

候
期
降
雨
イ
ベ
ン
ト
は
七
月
末
ま
た
は
八
月
上
旬
ま
で
発
生
し
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇
年
は
、
結
果
的
に
平
年
よ
り
年

間
降
雨
量
の
小
さ
い
年
に
該
当
し
た
た
め
、
ガ
リ
ー
伸
長
を
も

た
ら
し
た
降
雨
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
一
な
い
し
二
回
程
度
に
限
ら

れ
た
面
が
あ
り
、
平
年
を
上
回
る
降
水
年
に
は
ガ
リ
ー
壁
崩
落

が
年
数
回
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇

〇
八
年
の
例
の
よ
う
に
必
ず
し
も
総
降
水
量
、
降
雨
強
度
の
大

き
い
イ
ベ
ン
ト
だ
け
が
、
ガ
リ
ー
伸
長
を
引
き
起
こ
す
と
は
言

え
な
い
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
こ
で
の
暖
候
期
初
回
の
降
雨
に

よ
る
ガ
リ
ー
壁
崩
落
に
は
、
季
節
凍
土
融
解
に
伴
う
地
盤
の
脆

弱
化
も
寄
与
し
て
い
る
可
能
性
を
以
前
に
指
摘
し
た
が
（
例
え

第３図 武川地域における地形形成プ
ロセスと完新世地表環境

塗色部は埋没腐植層準に対応する
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ば
大
月
ほ
か
、
二
〇
〇
九；

大
月
、
二
〇
一
一
）、
こ
の
点
の
解
明
は
引
き
続
き
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

３．

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
西
部
、
烏
蘭
布
和
沙
漠
東
縁
の
砂
丘
流
動

調
査
対
象
地
域
は
、
烏
海
市
街
の
西
方
約
一
〇
㎞
、
阿
拉
善
左
旗

巴
彦
喜
桂
集
落
付
近
に
位
置
す
る（
第
１
図
）。
烏
海
に
お
け

る
年
平
均
気
温
は
九

三
℃
、
年
平
均
降
水
量
は
一
六
二
㎜
と
さ
れ
て
い
る
（
内
蒙
古
自
治
区
地
図
制
印
院
、
二
〇
〇
六
）

集
落
背
後
の
砂
丘
地
前
縁
付
近
に
は
六
㎞
前
後
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
区
間
に
わ
た
り
、
砂
丘
に
埋
没
し
た
河
成
段
丘
面
・
段
丘

崖
が
認
め
ら
れ
る（
第
４
、
５
図
）。
段
丘
堆
積
物
最
上
部
か
ら
、R

ad
ix a

ff.
plicatu

la B
en
so
n
,G
yrau

lu
s a
ff.albu

s

（M
u
ller

）

の
淡
水
産
貝
化
石
二
種
（
第
６
図
）
が
見
出
さ
れ
、
併
せ
て
段
丘
堆
積
物
最
上
部
の
腐
植
層
二
層
準
、
上
記
貝
化
石
二
種
、
合
計
四

点
の
C
年
代
測
定
を
実
施
し
た
結
果
、
七

二
〜
八

七
ka
（
δ
C
補
正
済
）
の
年
代
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
第
６
図
）。
砂
丘
砂
に
埋

没
す
る
河
成
段
丘
面
の
広
が
り
の
全
容
に
つ
い
て
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、本
地
域
に
お
け
る
過
去
約
八
、〇
〇
〇
年
間
の
砂
地
前
進

量
は
、
段
丘
面
埋
没
地
点
か
ら
現
在
の
砂
丘
前
縁
ま
で
北
東
方
向
に
少
な
く
と
も
三
、〇
〇
〇
〜
三
、六
〇
〇
ⅿ
程
度
、
後
述
す
る
卓

越
風
向
を
考
慮
す
る
と
、黄
河
左
岸
の
北
東
｜
南
西
方
向
の
砂
地
氾
濫
原
境
界
ま
で
南
東
方
向
に
八
、四
〇
〇
ⅿ
の
砂
地
前
進
量
が
見

積
も
ら
れ（
第
４
図
）、
後
者
を
も
と
に
段
丘
面
離
水
直
後
に
砂
地
前
進
が
開
始
し
た
と
す
る
と
、
平
均
一
ⅿ
／
yr
程
度
以
上
の
砂
丘

移
動
速
度
が
見
積
も
ら
れ
る
（
離
水
期
と
砂
地
前
進
開
始
期
の
差
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
砂
丘
前
進
速
度
も
大
き
く
な
る
）。

他
方
、
住
民
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
三
月
末
〜
六
月
に
か
け
て
砂
嵐
・
飛
砂
が
著
し
く
、
過
去
数
十
年
に
わ
た
り
集
落
背
後

の
砂
丘
が
集
落
方
に
前
進
し
て
い
る
実
感
を
有
す
る
住
民
も
少
な
く
な
く
、
放
牧
用
草
地
が
砂
丘
砂
に
埋
没
し
た
と
の
証
言
も
み
ら
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第
４
図

烏
海
市
街
対
岸
、
巴
彦
喜
桂
集
落
付
近
の
地
形
学
図

主
と
し
て
黄
河
左
岸
側
の
み
図
示
。
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れ
る
。
現
在
、
砂
丘
に
埋
没
す
る
樹
木
は
、
一
九
五
八
年
以
降
、
ヤ
ナ
ギ
類
を
主
と
す
る
防
砂
植
林
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
一
九
八
〇
年
代
半
ば
の
旧
堤
防
設
置
直
前
ま
で
は
、
黄
河
の
河
川
氾
濫
水
が
集
落
内
、
場
合
に
よ
っ
て
は
集
落
背
後
の
段
丘
崖
に

達
し
て
い
た
と
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
砂
丘
前
縁
移
動
量
を
考
慮
す
る
と
、
近
年
に
お
け
る
砂
丘
前
進
速
度
は
北
東
方
向
に
一
〜

一
〇
ⅿ
／
yr
程
度
と
見
積
も
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
数
千

年
単
位
の
移
動
量
と
近
年
の
移
動
速
度
と
は
、
考
慮
し
て
い
る
時
間
ス
ケ
ー
ル

や
地
形
変
化
現
象
の
空
間
的
均
一
性
に
差
異
が
あ
る
こ
と
や
、
後
述
す
る
卓
越

風
向
と
の
関
係
か
ら
、
両
者
を
単
純
に
比
較
し
近
年
の
砂
丘
前
縁
移
動
速
度
が

高
ま
っ
て
い
る
と
は
た
だ
ち
に
言
え
な
い
点
に
、
注
意
が
必
要
と
い
え
る
。

調
査
対
象
地
域
な
ど
烏
蘭
布
和
沙
漠
東
縁
全
体
に
お
い
て
、
バ
ル
ハ
ン
砂
丘

や
横
列
砂
丘
が
広
く
認
め
ら
れ
、
砂
丘
構
成
斜
面
の
非
対
称
性
や
北
東
｜
南
西

方
向
に
走
向
す
る
砂
丘
リ
ッ
ジ
の
存
在
か
ら
、
北
西
風
の
卓
越
に
よ
る
砂
丘
形

成
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
調
査
地
に
比
較
的
近
い
気
象
観
測
点
（
吉
蘭

泰
）
に
お
い
て
、
三
〜
六
月
に
お
け
る
強
風
時
の
風
向
が
北
北
西
｜
西
北
西
の

範
囲
に
集
中
す
る
こ
と
と
一
致
す
る
と
と
も
に
、
北
西
風
は
上
記
し
た
砂
丘
前

縁
移
動
量
・
移
動
速
度
方
向
（
北
東
方
向
）
と
は
ほ
ぼ
直
交
す
る
。
過
去
三
〇

年
間
に
お
い
て
、
風
速
の
大
き
い
南
西
風
の
出
現
頻
度
は
一
％
程
度
以
下
と
さ

第５図 Radix aff.plicatula Benson（左）および Gyraulus
 

aff.albus（Muller）（右）
埋没河成段丘堆積物最上部から産出。貝化石種は元東北大学
総合学術博物館 島本昌憲博士の鑑定による（写真撮影：東
北大学大学院理学研究科 根本 潤氏。スケール最小目盛は
１mm）。
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れ
、
北
東
方
向
へ
の
砂
丘
移
動
量
は
卓
越
風
が

直
接
寄
与
し
た
も
の
と
は
考
え
難
く
、
見
か
け

上
の
値
と
考
え
ら
れ
る
（
大
月
ほ
か
、
二
〇
一

〇
）。
以
上
よ
り
、
砂
丘
前
進
方
向
、
真
の
砂
丘

前
縁
移
動
量
、
あ
る
い
は
砂
丘
の
体
積
変
化
量

等
の
よ
り
明
確
な
見
積
も
り
が
、
今
後
の
課
題

の
ひ
と
つ
と
捉
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
点
も
踏
ま

え
数
千
年
単
位
お
よ
び
数
年
数
十
年
単
位
で
の

砂
丘
移
動
速
度
変
化
の
有
無
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。

４．

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
本
地
域
に
お
け
る
ガ
リ
ー

発
生
や
砂
丘
流
動
・
沙
地
拡
大
は
、
数
千
年
前
の
完
新
世
前
〜
中
盤
に
は
始
ま
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
え

る
。
一
方
こ
れ
ら
の
地
形
変
化
が
、
近
年
、
人
的
イ
ン
パ
ク
ト
や
そ
の
変
化
に
伴
い
加
速
し
た
か
否
か
、
確
か
な
結
論
は
得
ら
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
、
現
成
環
境
下
で
の
地
形
変
化
の
詳
細
や
地
史
的
起
源
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
地
域
社
会
や
よ
り
広

第６図 埋没河成段丘堆積物最上部の層相と年代測定
値（大月ほか、2010）
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域
的
な
範
囲
に
お
け
る
沙
漠
化
の
表
出
形
態
に
つ
い
て
、
そ
の
検
討
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

文
献

内
蒙
古
自
治
区
地
図
制
印
院
編
、
二
〇
〇
六
。
内
蒙
古
自
治
区
地
図
帳
。
中
国
地
図
出
版
社
、
北
京
。

大
月
義
徳
、
二
〇
一
一
。
中
国
内
蒙
古
に
お
け
る
土
地
条
件
の
劣
化
プ
ロ
セ
ス
と
農
牧
民
に
よ
る
環
境
利
用
形
態
の
変
容（
科
学
研
究
費
成
果
報
告
書

基

盤
研
究
（
Ｂ
）
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇
年
度

課
題
番
号
二
〇
四
〇
一
〇
〇
五

研
究
代
表
者

大
月
義
徳
）。

大
月
義
徳
・
西
城

潔
、
二
〇
〇
六
。
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、
武
川
県
農
耕
地
域
に
お
け
る
現
在
の
土
壌
侵
食
プ
ロ
セ
ス
と
完
新
世
地
形
形
成
環
境
。

小
金
澤
孝
昭
編『
内
蒙
古
草
原
地
域
の
草
地
劣
化
と
退
耕
還
林
政
策
に
関
す
る
地
理
学
的
研
究
』（
科
学
研
究
費
成
果
報
告
書

基
盤
研
究（
Ｂ
）

平

成
一
五
〜
一
七
年
度

課
題
番
号
一
五
四
〇
一
〇
三
〇

研
究
代
表
者

小
金
澤
孝
昭
）、
六
五
｜
七
一
。

大
月
義
徳
・
西
城

潔
・
何

淑
珍
、
二
〇
一
〇
。
中
国
内
蒙
古
自
治
区
武
川
県
に
お
け
る
ガ
リ
ー
形
成
と
降
水
・
土
壌
水
分
量
条
件
｜
二
〇
〇
八
〜
二

〇
〇
九
年
観
測
デ
ー
タ
よ
り
｜
。
季
刊
地
理
学
、
六
二
、
三
七
｜
三
八
。

大
月
義
徳
・
西
城

潔
・
蘇
徳
斯
琴
・
関
根
良
平
・
佐
々
木
達
、
二
〇
一
〇
。
中
国
内
蒙
古
西
部
、
烏
蘭
布
和
沙
漠
東
縁
に
お
け
る
地
形
変
化
と
沙
地
移

動
。
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
、
七
八
、
一
一
二
。

O
tsu
k
i,
Y
.
a
n
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u
d
esiq
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,
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sio
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in
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o
rld

(6th IS
G
E
).
B
o
o
k
s o
f a
b
stra

ct,
21.

武
川
県
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
八
。
内
蒙
古
自
治
区
地
方
誌
叢
書

武
川
県
誌
。
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
呼
和
浩
特
。
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内
モ
ン
ゴ
ル
渾
善

克

フンシャンダーガ
沙
地
に
お
け
る

近
年
の
沙
塵
暴
と
植
生
変
動
に
つ
い
て内

蒙
古
師
範
大
学

講
師

ヨン

梅メイ

東
北
大
学

教
授

境

田

清

隆

１．

は
じ
め
に

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
中
国
北
部
に
位
置
し
、
北
東
か
ら
南
西
に
細
長
く
伸
び
る
が
、
自
治
区
の
北
東
部
と
南
西
部
で
は
気
候
条

件
や
植
生
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
北
東
部
の
多
く
は
森
林
に
覆
わ
れ
る
が
、
南
西
部
は
沙
漠
等
の
未
利
用
地
が
卓
越
し
、
耕
地

は
主
に
南
東
部
に
分
布
し
、
他
は
広
く
草
原
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
は
、
中
国
北
部
の
重
要
な
牧
畜
生
産
基
地
と

し
て
、
伝
統
的
な
牧
畜
業
が
営
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
は
各
地
で
草
地
の
劣
化
が
進
行
し
、
沙
漠
化
の
進
展
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
で
発
生
す
る
沙
塵
暴
が
、
北
京
首
都
圏
お
よ
び
日
本
や
韓
国
に
飛
来
す
る
黄
砂
の
発
生
源

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
の
沙
漠
化
防
止
は
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
は
、
主
と
し
て
気
候
な
ど
の
自
然
環
境
に
よ
り
成
立
す
る
「
沙
漠
」
と
、
土
地
利
用
な
ど
の
人
為
的
影
響
が
大
き
い
「
沙

地
」
と
を
区
別
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
に
は
中
国
で
有
名
な
四
つ
の
沙
地
の
す
べ
て
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

首
都
北
京
に
最
も
近
い
渾
善

克
沙
地
は
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
北
京
お
よ
び
天
津
で
急
増
し
た
沙
塵
暴
の
発
生
源
と
言
わ
れ
、
注
目

を
集
め
て
い
る
。
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渾
善

克
沙
地
に
お
け
る
沙
漠
化
の
現
状
お
よ
び
進
展
に
つ
い
て
は
衛
星
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
沙
漠
化
の
定
義
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、
し
ば
し
ば
二
時
点
の
比
較
の
み
で
沙
漠
化
の
進
展
（
あ

る
い
は
回
復
）
が
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沙
漠
化
の
実
態
に
関
し
て
も
統
一
的
な
見
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
沙

漠
化
の
原
因
に
関
し
て
も
、
過
放
牧
な
ど
の
人
為
的
影
響
が
大
き
い
と
論
じ
て
い
る
研
究
が
多
く
、
気
候
変
動
な
ど
の
自
然
的
要
因

か
ら
論
じ
た
研
究
は
少
な
い
傾
向
が
あ
る
。

本
研
究
で
は
ま
ず
、
長
期
間
の
衛
星
デ
ー
タ
を
用
い
、
植
生
量
の
変
動
を
客
観
的
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
気
候
変
動
と
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
沙
漠
化
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
沙
塵
暴
の
時
空
間
変
化
傾
向
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

２．

対
象
地
域
と
方
法

⑴

対
象
地
域

渾
善

克
沙
地
（41.25

〜44.5°N
,
112.25

〜117.5°E

）
は
内
モ
ン
ゴ
ル
中
部
の
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
に
位
置
し
、
錫
林
浩
特
市
な
ど
九

つ
の
行
政
区
に
跨
っ
て
い
る
。
年
平
均
気
温
は
一
〜
三
℃
で
北
東
部
か
ら
南
西
へ
徐
々
に
上
昇
す
る
。
年
降
水
量
は
一
五
〇
〜
四
〇

〇
㎜
で
北
西
部
か
ら
南
東
部
へ
次
第
に
増
加
す
る
。
年
降
水
量
の
八
〇
％
は
五
〜
八
月
に
集
中
し
、
年
降
水
量
が
三
〇
〇
㎜
以
上
の

南
東
部
で
は
、
農
牧
業
が
営
ま
れ
る
が
、
年
降
水
量
が
三
〇
〇
㎜
以
下
の
中
部
と
西
部
は
、
農
業
に
は
適
さ
ず
、
羊
・
山
羊
・
牛
の

放
牧
を
中
心
と
し
た
牧
畜
業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
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⑵

デ
ー
タ
及
び
研
究
方
法

沙
漠
化
の
状
況
を
捉
え
る
に
は
、
地
表
面
の
広
域
に
わ
た
る
時
空
間
的
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
人
工
衛
星
を
利

用
し
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
デ
ー
タ
が
有
効
で
あ
る
。
特
に
植
物
の
分
光
反
射
特
性
を
利
用
し
て
算
出
さ
れ
る
正
規
化
植
生
指

数
（
Ｎ
Ｄ
Ｖ
Ｉ
）
は
、
植
生
量
を
表
す
指
数
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。（
以
下
で
は
Ｎ
Ｄ
Ｖ
Ｉ
を
植
生
量
と
表
記
す
る
。）
植

生
量
の
値
は
、
葉
面
積
指
数
と
も
高
い
相
関
関
係
に
あ
り
、
指
数
が
大
き
い
ほ
ど
植
生
量
が
多
い
こ
と
、
植
生
活
動
が
活
発
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
植
生
量
の
値
は
植
生
の
「
量
」
を
示
す
も
の
で
、
沙
漠
化
の
重
要
な
側
面
で
あ
る
植
生
の
「
質
」
を
示

す
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
植
生
量
の
デ
ー
タ
と
し
てM

a
ry
la
n
d

大
学
Ｇ
Ｌ
Ｃ
Ｆ
に
よ
るN

O
A
A
/A
V
H
R
R

の
一
九
八
二
年
四
月
〜
二
〇

〇
六
年
一
〇
月
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。G

IM
M
S N

D
V
I

デ
ー
タ
は
空
間
解
像
度
が
八
㎞
で
あ
る
が
、
一
九
八
一
年
七
月
〜
二
〇

〇
六
年
一
二
月
に
わ
た
っ
て
均
質
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
空
間
解
像
度
が
高
いM

O
D
IS
/

T
E
R
R
A

の
デ
ー
タ
も
使
用
し
た
。
各
デ
ー
タ
は
雲
や
陰
の
影
響
を
除
去
す
る
た
め
、
ピ
ク
セ
ル
毎
に
一
定
期
間
の
最
大
値
を
用
い

て
月
デ
ー
タ
と
し
、
年
植
生
量
と
し
て
は
四
月
〜
一
〇
月
の
積
算
植
生
量
を
用
い
た
。

中
国
で
は
沙
塵
暴
を
視
程
が
一
㎞
以
下
の
現
象
と
定
義
し
て
い
る
。
渾
善

克
沙
地
の
一
一
地
点
に
お
け
る
一
九
八
一
年
〜
二
〇

一
三
年
の
沙
塵
暴
の
発
生
日
数
を
用
い
て
、
そ
れ
ら
の
経
年
変
化
を
調
べ
た
。
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３．

植
生
量
の
時
空
間
変
化

⑴

植
生
量
の
季
節
変
化
及
び
空
間
分
布

第
１
図
は
四
月
か
ら
一
〇
月
の
平
均
的
植
生
量
の
推

移
と
、
降
水
量
が
多
か
っ
た
一
九
九
八
、
二
〇
〇
三
年

と
降
水
量
が
少
な
か
っ
た
一
九
八
九
、
二
〇
〇
一
年
の

植
生
量
の
推
移
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
中
で
は

黒
っ
ぽ
く
な
る
ほ
ど
植
生
が
旺
盛
な
こ
と
を
、
白
っ
ぽ

く
な
る
ほ
ど
植
生
が
乏
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

平
均
図
を
み
る
と
春
、
東
部
か
ら
植
生
が
増
加
し
、

徐
々
に
西
部
に
波
及
し
、
八
月
に
は
最
大
に
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
降
水
量
が
多
い
東
部
の
植
生
量
が
高
く
、

西
へ
行
く
ほ
ど
低
い
。
降
水
量
の
少
な
い
一
九
八
九
、

二
〇
〇
一
年
の
不
作
年
に
は
全
体
的
に
生
育
が
低
調
で

あ
り
、
中
西
部
で
は
一
九
八
九
年
と
二
〇
〇
一
年
に
は

八
月
に
な
っ
て
も
低
い
状
態
が
続
い
た
。
こ
れ
に
対
し

て
降
水
量
が
多
い
豊
作
年
の
一
九
九
八
、
二
〇
〇
三
年

第１図 渾善 克沙地における平均・多雨・寡雨年のNDVI季節
変化
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に
お
い
て
は
、
全
体
的
に
春
早
く
か
ら
秋
遅
く
ま
で
長
期
に
わ
た
り
植
生
が
増

加
し
続
け
生
育
期
間
も
長
か
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
の
六
〜
八
月
に
お
い
て
は
西

部
の
荒
漠
草
原
で
も
植
生
が
旺
盛
で
あ
っ
た
。

⑵

渾
善

克
沙
地
に
お
け
る
植
生
量
の
経
年
変
化

第
２
図
は
渾
善

克
沙
地
に
お
け
る
地
域
平
均
の
積
算
植
生
量
を
求
め
、
そ

の
経
年
変
化
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
渾
善

克
沙
地
の
植
生
量
は
、
八
〇
年
代

で
は
や
や
低
い
値
を
示
し
、
一
九
八
九
年
に
は
最
も
低
い
値
に
な
っ
た
。
九
〇

年
代
は
や
や
高
い
値
が
安
定
し
て
出
現
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
一
年

に
著
し
く
低
下
し
、
二
〇
〇
三
年
に
は
増
加
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
五
年
に
は

ま
た
低
下
し
、
そ
れ
以
降
は
大
き
な
年
々
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
対
象
期

間
中
の
約
三
〇
年
間
を
通
し
て
見
た
場
合
、
明
瞭
な
増
減
傾
向
は
見
出
さ
れ
な

か
っ
た
。

第２図 渾善 克沙地における植生量の経年変化
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４．

気
象
要
素
の
植
生
量
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

⑴

降
水
量
の
影
響

乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
の
植
生
量
は
降
水
量
の
影
響
を
受

け
や
す
い
が
、
渾
善

克
沙
地
の
各
地
点
に
お
い
て
具
体

的
に
い
つ
の
降
水
量
の
影
響
を
受
け
や
す
い
か
を
求
め
た

も
の
が
第
１
表
で
あ
る
。
観
測
地
点
ご
と
に
、
生
育
期
間

中
（
五
月
〜
九
月
）
の
月
別
植
生
量
と
当
月
の
降
水
量
お

よ
び
前
月
、
前
々
月
の
降
水
量
と
の
相
関
係
数
を
算
出
し

た
。
生
育
期
間
の
五
月
〜
九
月
に
お
い
て
は
植
生
量
と
降

水
量
は
高
い
相
関
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
月
の
降
水
量

よ
り
前
月
、
前
々
月
と
の
相
関
が
高
く
、
そ
れ
ら
は
危
険

率
〇

一
％
で
有
意
で
あ
っ
た
。
ま
た
五
、
六
月
は
前
年
の

一
一
月
〜
三
月
の
降
水
量
と
も
有
意
な
相
関
が
あ
り
、
草

原
の
生
育
初
期
に
は
冬
季
の
積
雪
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
的
に
は
、
降
水
量
が
少
な
い
西
部
と
北
部

第１表 渾善 克沙地における植生量と降水量の相関

東部 南部 西部 北部
NDVI 降水量

渾善
克克旗 多論 藍旗 白旗 黄旗 蘇右旗 朱日和 錫市 阿旗 那仁

前11-3月 0.27 0.06 0.37 0.22 0.67 0.40 0.37 0.03 －0.09 －0.15 0.48

３月 0.27 0.22 0.31 0.27 0.65 0.38 0.24 0.09 0.12 0.25 0.45
５月

４月 0.49 0.36 0.72 0.58 0.77 0.00 0.53 0.45 0.61 0.68 0.80

５月 －0.21 0.43 0.18 0.77 －0.09 0.73 0.72 0.72 0.52 0.66 0.56

前11-3月 0.15 －0.20 0.40 0.18 0.47 0.51 0.31 －0.02 －0.19 －0.14 0.32

４月 0.66 0.25 0.67 0.42 0.69 －0.02 0.30 0.39 0.48 0.59 0.75
６月

５月 0.06 0.53 0.21 0.62 0.16 0.69 0.71 0.54 0.47 0.68 0.72

６月 0.14 0.13 －0.01 0.25 0.08 0.44 0.37 0.37 0.43 0.44 0.45

５月 0.24 0.16 0.55 0.07 0.11 0.39 0.43 －0.11 0.08 0.39 0.20

７月 ６月 0.09 0.34 0.33 0.47 0.36 0.47 0.37 0.51 0.39 0.49 0.61

７月 －0.23 0.14 0.07 0.47 0.21 0.43 0.43 0.37 0.46 0.57 0.38

６月 0.00 0.23 0.34 0.30 0.52 0.06 0.14 0.36 －0.10 －0.08 0.47

８月 ７月 －0.29 0.40 －0.07 0.45 0.24 0.57 0.49 0.47 0.74 0.67 0.59

８月 0.12 －0.33 0.50 －0.15 0.09 0.09 0.33 0.03 0.21 0.18 0.17

７月 0.30 0.22 0.48 0.36 0.51 0.50 0.21 0.50 0.49 0.47 0.73

９月 ８月 －0.31 0.07 0.23 0.34 －0.01 0.45 0.60 0.66 0.59 0.47 0.53

９月 0.02 0.08 0.07 －0.27 －0.19 －0.08 －0.03 0.12 －0.06 0.10 －0.04

太字は危険率５％で、太字下線は危険率１％で、太字二重線は危険率0.1％で有意。
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の
相
関
が
よ
り
高
い
傾
向
が
あ
り
、
降
水
量
の
変
動
に
対
し
敏
感

な
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。
乾
燥
地
域
で
は
、
河
川
や
湖
な
ど
の

水
源
が
乏
し
く
、
植
物
が
成
長
に
必
要
な
水
分
は
ほ
と
ん
ど
降
水

に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
四
月
は
積
雪
の
融
解
に
よ
っ
て
土
壌

水
分
が
維
持
さ
れ
る
が
、
五
月
に
な
る
と
蒸
発
散
量
も
増
加
し
、

降
水
量
に
敏
感
に
な
る
。
逆
に
東
部
の
克
旗
で
は
、
降
水
量
が
少

な
い
五
、
六
月
で
は
先
行
す
る
降
水
量
と
高
い
正
の
相
関
が
見
ら

れ
る
が
、
降
水
量
が
多
く
な
る
七
月
以
降
は
有
意
な
相
関
は
見
ら

れ
な
く
な
る
。

⑵

気
温
の
影
響

降
水
量
と
同
様
に
気
温
が
植
生
指
標
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
第
２
表
を
作
成
し
た
。
五
月
の
植
生
量
は
そ
の

月
と
前
月
の
気
温
と
正
の
相
関
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
傾
向
は
気

温
が
低
い
東
部
と
南
部
で
顕
著
で
あ
っ
た
。
六
月
に
な
る
と
植
生

量
は
気
温
と
負
の
相
関
が
見
ら
れ
、
九
月
の
植
生
量
も
八
月
の
気

第２表 渾善 克沙地における植生量と気温の相関

東部 南部 西部 北部
NDVI 気温

渾善
克克旗 多論 藍旗 白旗 黄旗 蘇右旗 朱日和 錫市 阿旗 那仁

３月 －0.03 －0.21 0.00 －0.17 －0.02 －0.12 －0.18 －0.04 －0.10 －0.08 －0.07

５月 ４月 0.42 0.58 0.41 0.08 0.36 0.26 0.05 0.21 0.01 0.33 0.39

５月 0.24 0.09 －0.06 －0.13 0.28 －0.18 －0.15 0.01 －0.08 －0.23 0.03

４月 －0.08 0.02 0.00 －0.30 －0.03 0.07 0.12 0.07 －0.13 －0.01 0.03

６月 ５月 －0.09 －0.07 －0.16 －0.13 0.19 －0.14 0.08 0.08 0.08 －0.12 0.05

６月 －0.44 －0.41 －0.36 －0.46 －0.46 －0.42 －0.45 －0.36 －0.47 －0.47 －0.45

５月 －0.38 －0.13 0.08 0.04 0.05 －0.01 －0.09 0.09 0.05 －0.18 0.10

７月 ６月 －0.42 0.19 0.11 －0.05 －0.25 －0.28 －0.29 －0.32 －0.23 －0.31 －0.29

７月 －0.19 0.00 －0.10 －0.28 －0.09 －0.23 －0.12 －0.18 －0.09 －0.09 －0.15

６月 0.18 0.24 0.29 0.17 0.05 －0.15 0.00 －0.17 0.24 0.08 0.05

８月 ７月 0.13 －0.24 －0.16 －0.14 －0.03 －0.27 －0.17 －0.15 0.15 0.13 －0.06

８月 0.08 －0.06 －0.09 －0.29 －0.15 －0.42 －0.47 －0.36 －0.21 －0.27 －0.24

７月 0.06 0.03 －0.14 －0.24 0.07 －0.28 －0.10 －0.15 0.00 0.01 －0.12

９月 ８月 －0.22 －0.36 －0.63 －0.57 －0.43 －0.70 －0.28 －0.47 －0.45 －0.49 －0.53

９月 0.15 0.01 0.07 0.22 0.28 －0.09 0.26 0.20 0.09 0.09 0.15

太字は危険率５％で、太字下線は危険率１％で、太字二重線は危険率0.1％で有意。
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温
と
負
の
相
関
が
見
ら
れ
た
。
六
月
や
八
月
は
平
均
気
温
が
二

〇
℃
を
超
え
蒸
発
散
量
が
大
き
く
な
る
が
、
降
水
量
は
不
足
気

味
で
、
高
い
気
温
は
負
の
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶

降
水
量
と
気
温
の
影
響

善

克
沙
地
で
は
、
生
育
期
間
に
お
け
る
植
生
量
は
降
水
量

と
高
い
相
関
が
あ
っ
た
が
、
気
温
と
も
相
関
が
あ
り
、
両
者
を

同
時
に
取
り
込
ん
だ
関
係
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
四

月
〜
一
〇
月
の
積
算
植
生
量
を
目
的
変
数
と
し
て
、
三
月
〜
一

〇
月
の
月
毎
の
降
水
量
と
気
温
を
説
明
変
数
と
し
て
重
回
帰
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
第
３
表
の
通
り
で
、
五
〜
九
月
の

降
水
量
に
対
し
て
正
の
大
き
な
係
数
が
み
ら
れ
、
五
〜
六
月
の

気
温
に
対
し
て
負
の
係
数
が
み
ら
れ
る
な
ど
、単
相
関
結
果（
第

１
表
、
第
２
表
）
と
調
和
的
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ

の
重
回
帰
式
に
基
づ
い
て
植
生
量
予
測
値
を
求
め
、
実
測
値
と

比
較
し
た
も
の
が
第
３
図
で
あ
る
。
予
測
値
と
実
測
値
の
重
相

第３表 植生量と降水量・気温を用いた重回帰式分析結果

切片 ３月降水量 ４月降水量 ５月降水量 ６月降水量 ７月降水量 ８月降水量 ９月降水量 10月降水量

係数 1.1148 －0.0007 0.0006 0.0021 0.0021 0.0045 0.0036 0.0047 －0.0081

重相関Ｒ ３月気温 ４月気温 ５月気温 ６月気温 ７月気温 ８月気温 ９月気温 10月気温

係数 0.9063 －0.0025 0.0091 －0.0206 －0.0063 0.0106 0.0074 0.0192 －0.0224

第３図 植生量の実測値と重回帰式から求めた予測値の比較
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関
係
数
は
〇

九
一
と
高
い
値
と
な
り
、
両
者
の
ズ
レ
は
少
な
い
。
特
に
経
年
的
な
傾
向

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
人
為
的
な
影
響
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
両
者

間
の
ズ
レ
に
経
年
的
傾
向
が
現
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

５．

渾
善

克
沙
地
に
お
け
る
沙
塵
暴
の
時
空
間
変
化

⑴

空
間
分
布
お
よ
び
季
節
変
化

渾
善

克
沙
地
に
お
け
る
沙
塵
暴
の
年
間
発
生
日
数
は
降
水
量
や
植
生
量
の
分
布
に

対
応
し
、
北
西
で
多
く
（
約
七

三
日
）、
南
東
で
少
な
い
（
約
一

五
日
）。
季
節
的
に

は
春
季
が
約
八
〇
％
を
占
め
、
四
月
に
最
大
と
な
る
。
春
季
は
低
気
圧
の
通
過
に
伴
う

強
風
が
起
こ
り
や
す
い
が
、
植
生
被
覆
は
少
な
く
、
強
風
に
よ
り
砂
が
舞
い
上
が
り
、

し
か
も
大
気
が
不
安
定
で
舞
い
上
が
っ
た
砂
が
上
空
ま
で
達
す
る
。
た
だ
し
乾
燥
し
た

西
部
や
北
部
の
少
雨
年
で
は
夏
季
や
冬
季
に
も
発
生
し
、
全
体
の
一
〇
％
以
上
を
占
め

る
こ
と
が
あ
る
。

⑵

経
年
変
化

第
４
図
に
沙
塵
暴
日
数
と
植
生
量
の
経
年
変
化
を
示
す
。
棒
グ
ラ
フ
で
表
さ
れ
た
沙

第４図 渾善 克沙地の沙塵暴日数と植生量の経年変化
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塵
暴
の
日
数
は
、
八
〇
年
代
で
や
や
多
く
、
九
〇
年
代
に
減
少
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
増
加
し
、
二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇

二
年
に
著
し
く
増
加
し
、
西
部
の

尼
特
左
旗
で
は
三
〇
日
を
越
え
た
。
ま
た
二
〇
〇
六
年
に
も
増
加
し
た
が
、
そ
の
後
減
少
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
沙
塵
暴
日
数
の
変
化
傾
向
は
折
れ
線
で
表
さ
れ
た
植
生
量
の
経
年
変
化
と
よ
く
対
応
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
植
生
量
の
少
な
い
年
に
沙
塵
暴
は
多
発
す
る
。
し
か
し
沙
塵
暴
の
発
生
の
多
く
は
春
季
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
沙
塵
暴
の

発
生
が
夏
季
の
植
生
量
の
増
加
を
妨
げ
る
と
い
う
逆
の
因
果
関
係
を
想
定
す
る
必
要
も
あ
る
。
両
者
が
対
応
し
な
い
年（
二
〇
〇
六
、

二
〇
一
二
年
）
も
含
め
て
、
季
節
推
移
の
中
で
、
低
気
圧
の
通
過
頻
度
や
土
壌
水
分
な
ど
を
含
め
、
詳
し
く
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

６．

お
わ
り
に

本
研
究
で
は
、
近
年
沙
漠
化
の
進
展
が
著
し
い
と
言
わ
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
渾
善

克
沙
地
に
お
い
て
、
長
期
間
（
一
九
八
一

〜
二
〇
一
三
年
）
の
衛
星
デ
ー
タ
か
ら
植
生
量
の
経
年
変
化
を
調
べ
、
ま
た
砂
塵
暴
の
時
空
間
変
化
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
は
次
の

三
点
に
纏
め
ら
れ
る
。

⑴

対
象
地
域
の
植
生
量
の
経
年
変
化
を
み
る
と
、
八
〇
年
代
で
は
や
や
低
く
、
九
〇
年
代
は
や
や
高
く
推
移
し
、
二
〇
〇
〇
年

代
は
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
五
年
に
著
し
く
低
下
す
る
な
ど
大
き
な
年
々
変
動
が
見
ら
れ
た
が
、
対
象
期
間
三

〇
年
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
明
瞭
な
減
少
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑵

気
象
要
素
が
植
生
量
に
与
え
る
影
響
は
、
一
般
に
一
｜
二
ヶ
月
先
行
す
る
降
水
量
と
高
い
相
関
が
あ
り
、
気
温
は
春
季
に
正
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相
関
、
夏
季
に
負
相
関
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
関
係
は
地
域
の
気
候
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
し
か
し
降
水
量
と
気
温
の
年
々

変
動
の
影
響
は
大
き
く
、
植
生
量
の
変
動
に
対
し
て
支
配
的
と
い
っ
て
よ
い
。

⑶

砂
塵
暴
発
生
日
数
の
空
間
分
布
は
植
生
量
と
よ
く
対
応
し
、
湿
潤
な
南
東
で
少
な
く
、
乾
燥
し
た
北
西
で
多
い
。
ま
た
そ
の

経
年
変
化
も
植
生
量
の
変
化
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
が
、
沙
塵
暴
発
生
と
植
生
量
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
な
る
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
で
述
べ
た
よ
う
に
、
植
生
量
の
変
動
に
は
気
象
要
素
の
年
々
変
動
の
影
響
が
支
配
的
と
も
い
え
る
ほ
ど
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
が
、
変
動
の
現
れ
方
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
そ
の
影
響
の
受
け
方
も
地
域
特
性
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
内
モ
ン
ゴ
ル

で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
政
策
が
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
特
性
を
考
慮
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
禁
牧
・
休
牧
、
生
態
移
民
、

退
牧
（
耕
）
還
草
（
林
）、
植
林
な
ど
の
諸
政
策
が
沙
漠
化
対
策
を
意
図
し
た
も
の
な
ら
ば
、
地
域
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
き
め
細

か
な
実
施
方
法
を
採
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
⑴
に
あ
る
よ
う
に
、
衛
星
デ
ー
タ
で
み
る
限
り
、
一
方
的
な
沙
漠
化
の
進
展
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
錫
林
郭
勒
盟

正
藍
旗
で
牧
民
に
聴
き
取
り
調
査
を
す
る
と
、
衛
星
デ
ー
タ
と
現
地
の
実
感
と
の
間
に
「
乖
離
」
が
感
じ
ら
れ
た
。
現
地
で
は
二
〇

〇
一
年
の
旱
魃
以
降
、
家
畜
の
好
ま
な
い
草
本
が
繁
茂
し
て
い
る
と
い
う
。
衛
星
デ
ー
タ
が
こ
の
よ
う
な
植
生
の
質
的
側
面
を
表
し

て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
草
原
は
劣
化
し
て
い
な
い
と
い
う
篤
牧
家
の
声
も
あ
り
、
沙
漠
化
は
喧
伝
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
進
展
し
て
い
な
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い
の
で
は
な
い
か
と
の
想
い
も
禁
じ
得
な
い
。
む
し
ろ
問
題
は
、
牧
民
の
牧
畜
離
れ
で
あ
っ
て
、
数
年
に
一
度
の
少
雨
（
旱
魃
）
が

そ
れ
を
助
長
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
高
解
像
度
の
衛
星
デ
ー
タ
の
解
析
と
合
わ
せ
て
詳
細
な
現
地
の
植
生
調
査
か
ら
沙
漠

化
の
実
態
に
迫
る
必
要
が
あ
る
。

謝
辞本

研
究
の
推
進
に
あ
た
り
衛
星
デ
ー
タ
の
収
集
お
よ
び
解
析
で
は
内
蒙
古
師
範
大
学
の
包
玉
海
先
生
に
ご
指
導
頂
き
、
現
地
で
調

査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
内
蒙
古
大
学
の
蘇
徳
斯
琴
先
生
、
賽
西
雅
拉
図
先
生
、
錫
林
浩
特
市
気
象
局
の
烏
力
吉
巴
雅
尓
氏
の
ご

協
力
を
頂
い
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
深
く
感
謝
す
る
。
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内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
草
地
と
農
地
の
利
用
を
め
ぐ
る
課
題

内
蒙
古
大
学
モ
ン
ゴ
ル
学
研
究
セ
ン
タ
ー

准
教
授

蘇ソ

徳ド

斯ス

琴チン

１．

は
じ
め
に

環
境
保
全
に
つ
い
て
国
際
的
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
共
通
理
念
の
一
つ
が
「
持
続
可
能
な
開
発
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

将
来
の
世
代
の
利
益
や
要
求
を
充
足
す
る
能
力
を
損
な
わ
な
い
範
囲
内
で
環
境
を
利
用
し
、
現
代
の
世
代
の
要
求
を
満
た
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
環
境
」
と
「
開
発
」
を
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
共
存
可
能
な
も
の
と
し
て
捉
え
、
環
境
保

全
を
考
慮
し
た
開
発
こ
そ
が
持
続
可
能
な
社
会
を
築
き
上
げ
て
い
く
上
で
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
自
然
条
件
や
生
態
環
境
は
地
球
上
の
地
理
的
位
置
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
降
水
量
の
多
寡
、
地
形
や
標
高

の
相
違
、
気
温
や
土
壌
条
件
の
差
な
ど
に
よ
り
、
農
業
に
適
し
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
牧
畜
業
に
有
利
な
地
域
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、

生
態
環
境
の
変
動
が
激
し
い
場
合
に
は
、
人
間
の
生
活
形
態
や
生
産
活
動
に
た
い
し
て
地
理
的
条
件
が
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。「
遊
牧
方
式
」に
代
表
さ
れ
る
脆
弱
な
生
態
環
境
そ
の
も
の
に
備
わ
っ
た
特
性
に
依
拠
す
る
生
業
は
、
自
然
条
件
の

改
変
余
地
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
人
間
の
自
然
へ
の
働
き
か
け
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

自
然
の
根
源
的
な
特
性
そ
の
も
の
を
活
用
さ
せ
る
人
間
の
営
み
を
形
成
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
内
陸
に
位
置
す
る
モ
ン
ゴ
ル
高
原
も
例
外
で
は
な
い
。
草
原
は
こ
う
し
た
「
自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
」

に
お
い
て
人
間
も
自
然
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
る
生
態
環
境
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
草
原
に
生
活

す
る
人
々
も
長
い
時
間
に
わ
た
っ
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
最
終
的
に
「
遊
牧
方
式
」
と
い
う
独
特
の
自
然
と
の
付
き
合
い
方

を
確
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
遊
牧
方
式
」は
何
千
年
と
い
っ
た
長
い
歴
史
的
変
遷
を
経
過
し
て
も
大
き
な
自

然
破
壊
も
起
こ
さ
ず
、
持
続
的
な
生
計
手
段
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
草
原
の
上
に
成
り
立
つ
牧
畜

業
を
土
台
に
創
ら
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か
ら
現
代
社
会
ま
で
の
草
原
生
態
の
歴
史
が
、「
人
間
と
自
然
の
か
か
わ
り
」を
継
続
的
に
調

和
さ
せ
て
き
た
人
間
の
叡
智
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
中
国
北
部
に
位
置
し
、
中
国
の
省
に
あ
た
る
自
治
区
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
に
成
立
を
宣
言

し
た
中
国
で
最
も
早
い
自
治
区
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
一
八
万
㎢
の
面
積
に
約
二
、五
〇
〇
万
人
が
生
活
し
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
漢
民
族
人
口
が
約
二
、〇
〇
〇
万
人
を
占
め
て
い
る
。
自
治
区
に
住
む
モ
ン
ゴ
ル
人
は
四
〇
〇
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
隣
接
す
る
モ

ン
ゴ
ル
国
の
総
人
口
二
八
〇
万
人
よ
り
遥
か
に
多
い
（
二
〇
一
三
、
内
蒙
古
統
計
局
、；

2012,
N
a
tio
n
a
l S
ta
tistica

l O
ffice o

f
 

M
o
n
g
o
lia

）。
内
モ
ン
ゴ
ル
を
自
然
条
件
か
ら
見
る
と
標
高
は
概
ね
一
、〇
〇
〇
ⅿ
以
上
で
あ
り
、
乾
燥
お
よ
び
半
乾
燥
地
域
に
属
し

て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
的
な
旱
魃
や
雪
害
に
よ
る
家
畜
被
害
の
発
生
が
常
態
化
し
て
い
る
。
年
間
降
水
量
は
多
く
の
地
域
で
三
五
〇

㎜
以
下
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
東
南
か
ら
北
西
に
か
け
て
逓
減
す
る
特
性
を
持
ち
、
降
水
量
の
変
動
幅
も
大
き
い
。
さ
ら
に
、

地
下
水
も
豊
か
で
は
な
く
地
域
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
原
生
の
植
生
を
い
か
に
保
持
し
な
が
ら
利
用
す
る
の
か
が
原
住
民
に
と
っ

て
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
も
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
原
生
の
植
生
維
持
の
観
点
か
ら
農
業
開
発
は
不
適
切
な
地
域
で
あ
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る
と
認
識
し
、
草
地
に
対
す
る
開
墾
を
で
き
る
か
ぎ
り
回
避
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
何
千
年
も
の
あ
い
だ
豊
か
な
草
原
を
背
景

に
牧
畜
業
を
発
達
さ
せ
、
遊
牧
文
化
の
発
祥
お
よ
び
繁
栄
し
た
地
域
と
し
て
世
界
中
に
知
れ
渡
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
一
九
四
九
年
の
新
中
国
の
成
立
か
ら
今
日
ま
で
の
半
世
紀
の
間
に
草
原
地
域
の
状
況
は
大
き
な
変
容

を
遂
げ
て
き
た
。
例
え
ば
、
草
原
生
態
系
の
悪
化
、
草
地
砂
漠
化
の
進
行
、
何
千
年
と
い
う
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
「
人
間
と

自
然
の
か
か
わ
り
」
の
調
和
が
崩
壊
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
草
原
地
域
は
「
砂
塵
暴
」
の

供
給
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
原
住
民
で
あ
っ
た
遊
牧
民
た
ち
も
「
生
態
移
民
」
と
し
て
他
地
域
へ
移
住
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
。
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
は
草
原
生
態
の
悪
化
が
止
ま
ら
ず
、
牧
民
達
の
生
計
も
政
府
か
ら
の
補

助
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
災
害
防
止
力
の
低
下
や
家
畜
頭
数
の
大
幅
な
減
少
と
い
う
事
態
に
直
面

し
て
い
る（
二
〇
一
一
、
韓
念
勇
）。
ま
た
、
草
原
地
域
に
お
け
る
砂
漠
化
の
進
行
に
よ
っ
て
牧
畜
業
に
と
っ
て
利
用
可
能
な
草
地
総

面
積
の
八
割
近
く
が
退
化
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る（
二
〇
〇
七
、

志
毅
）。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
の
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
政
策
と
そ
の
含
意
を
検
討
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
草
地
と
農
地
の
利
用
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

２．

内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
草
地
利
用
と
定
住
化
政
策

現
在
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
草
地
利
用
の
劣
化
に
代
表
さ
れ
る
生
態
環
境
を
め
ぐ
る
問
題
の
源
流
は
、
牧
畜
業
を
め
ぐ
る
遊
牧
方
式
と

定
住
方
式
の
政
策
展
開
と
そ
の
含
意
を
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
る
。
一
九
五
三
年
六
月
に
中
央
人
民
政
府
政
務
院
（
現
在
は
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国
務
院
と
呼
ぶ
）
第
一
八
八
回
会
議
が
北
京
で
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
を
含
む
中
国
の

牧
畜
業
経
済
発
展
の
基
本
方
針
に
は
「
条
件
が
整
っ
た
地
域
で
は
定
住
放
牧
を
提
唱
す
る
」
と
明
文
化
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
遊
牧
と
い
う
方
式
は
草
地
利
用
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
が
、
人
々
の
生
活
に
は
不
便
で
あ
り
、
人
間
自
身
の
繁
栄
に
は
不
適

切
で
あ
る
と
記
さ
れ
て

１
）

い
る
。
ま
た
、
一
九
五
七
年
一
二
月
に
開
か
れ
た
全
国
牧
畜
業
生
産
に
関
す
る
会
議
に
出
席
し
た
当
時
の
国

務
院
副
総
理
兼
中
央
農
村
工
作
部
部
長
で
あ
っ
た
鄧
子
恢
も
「
定
住
放
牧
を
徐
々
に
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
、
ま
た
牧
民
を
組
織
し
飼

料
栽
培
や
食
糧
生
産
を
行
い
、
農
業
と
牧
畜
業
を
結
合
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
指
示
を
下
し
て
い
た
（
一
九
八
七
、
内
蒙
古

自
治
区
農
業
委
員
会
）。

こ
う
し
た
中
央
政
府
か
ら
の
指
導
は
、
そ
の
後
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
牧
畜
業
発
展
に
関
す
る
政
策
の
基
本
的
潮
流
と

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
学
術
界
に
も
遊
牧
方
式
に
対
す
る
批
判
的
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
民
族
関
連
の
社
会

体
制
お
よ
び
経
済
発
展
問
題
を
扱
っ
て
い
た
有
力
な
雑
誌
の
一
つ
で
あ
る
「
民
族
研
究
」
で
は
、「
後
進
的
遊
牧
経
済
へ
の
基
本
的
改

変
は
、
我
が
国
の
牧
畜
業
生
産
戦
場
に
お
け
る
巨
大
な
勝
利
で
あ
る
。
遊
牧
経
済
を
改
変
で
き
る
重
要
な
方
法
は
定
住
放
牧
で
あ
る
。

定
住
化
は
広
汎
的
な
優
越
性
を
も
つ
、
牧
畜
業
経
済
に
対
す
る
社
会
主
義
的
改
造
の
実
現
を
基
礎
に
し
な
が
ら
こ
の
施
策
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
定
住
化
を
進
め
る
こ
と
は
重
大
な
政
治
的
か
つ
経
済
的
意
義
を
も
つ
。」（
一
九
五
九
、
李
宗
海
）
と
結
論
づ
け
て
い

る
。
こ
こ
で
も
遊
牧
方
式
は
、
定
住
放
牧
に
比
べ
て
後
進
的
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
、
牧
民
達
の
生
活
水
準
お
よ
び
牧
畜
業

生
産
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
遊
牧
方
式
か
ら
定
住
放
牧
へ
と
速
や
か
に
移
行
す
る
必
要
性
を
積
極
的
に
主
張
し
て
い
た
。
ま
た
、
遊

牧
方
式
は
資
産
形
成
、
教
育
や
医
療
、
福
祉
と
い
っ
た
生
活
面
で
の
不
便
さ
に
対
す
る
負
の
評
価
が
社
会
的
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
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こ
と
も
定
住
化
へ
の
動
き
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
か
ら
改
革
開
放
政
策
に
踏
み
切
る
一
九
七
八
年
ま
で
定
住
化
政
策
が
継
続
的
に
促
進
さ
れ
た
結
果
、
草
原
地
域
で

は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
「
半
遊
牧
半
定
住
」
ま
た
は
「
完
全
定
住
化
放
牧
」
と
い
う
形
態
へ
と
移
行
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
昔
か
ら

広
く
使
わ
れ
て
き
た
移
動
式
の
パ
オ
（
モ
ン
ゴ
ル
語
で
ゲ
ル
と
も
い
う
）
も
徐
々
に
そ
の
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は

集
団
的
生
産
方
式
を
採
用
し
た
人
民
公
社
が
草
原
地
域
の
主
要
な
経
済
組
織
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
個
人
単
位
あ
る
い
は
私
的
な
生
産

行
為
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
自
然
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
政
府
機
関
の
指
導
の
下
で
、
生
産
大
隊
と
い
う
集

団
を
単
位
と
し
て
一
時
的
に
草
地
の
良
い
地
域
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
定
住
化
政
策
の
も
と
で
遊
牧
す
る
頻
度
は

減
っ
た
も
の
の
、
集
団
生
産
方
式
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
家
畜
頭
数
が
現
在
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
草
原
生

態
も
そ
れ
ほ
ど
悪
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
初
に
入
っ
て
本
格
化
す
る
改
革
開
放
政
策
お
よ
び
世
帯
生
産
請
負
制
度
の
実
施
は
草
原
地
域
の
生
態
環

境
を
急
速
に
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
。
世
帯
生
産
請
負
制
度
は
、
家
畜
を
各
世
帯
に
配
分
し
、
個
人
的
な
生
産
行
為
を
認
め
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
牧
民
の
生
産
意
欲
を
促
し
、
家
畜
頭
数
も
急
激
に
増
加
さ
せ
た
。
ま
た
、
人
民
公
社
の
解
体
は
行
政
指
導
に
よ
る
組
織
間

の
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
を
困
難
に
し
た
一
方
で
、
従
来
の
集
団
的
対
応
か
ら
個
別
対
応
へ
と
移
行
さ
せ
た
。
こ
れ
は
草
地
を
広
い

範
囲
で
合
理
的
に
利
用
し
、
局
所
的
に
発
生
す
る
自
然
災
害
へ
の
組
織
的
対
応
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
定
住
化
と
世

帯
生
産
請
負
制
度
は
、
生
活
面
や
生
産
意
欲
を
向
上
さ
せ
た
点
に
お
い
て
は
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
が
、
草
地
利
用
に
と
っ
て

は
従
来
の
地
域
間
の
協
力
関
係
を
崩
壊
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
草
地
利
用
に
お
け
る
個
人
間
の
争
い
の
火
種
を
生
み
出
し
た
。
そ
こ
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で
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
草
地
を
世
帯
ご
と
に
配
分
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お

け
る
草
地
分
割
は
一
九
九
八
年
に
実
施
さ
れ
、
三
〇
年
間
の
契
約
で
世
帯
ご
と
に
草
地
の
私
的
使
用
権
を
与
え
た
。
こ
う
し
て
、
遊

牧
方
式
は
完
全
に
定
住
放
牧
へ
と
移
行
し
、
草
地
利
用
も
特
定
箇
所
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
草
地
分
割
は
草

地
利
用
に
お
け
る
個
人
間
の
争
い
を
解
消
す
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
が
、
限
定
さ
れ
た
草
地
で
の
過
放
牧
や
草
地
劣
化
な
ど
、
現
在

ま
で
続
く
深
刻
な
環
境
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
草
原
地
域
に
お
け
る
定
住
化
は
個
々
人
の
生
活
に
と
っ
て
様
々
な
便
益
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

遊
牧
の
場
合
、
積
雪
が
多
い
極
寒
の
冬
期
と
い
う
厳
し
い
自
然
環
境
の
下
で
も
家
畜
の
生
存
を
保
障
す
る
た
め
に
移
動
を
繰
り
返
す

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
草
原
で
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
医
療
、
教
育
や
福
祉
の
面
で
も
非
常
に
不
便

に
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
を
牧
民
達
は
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
定
住
化
生
活
が
移

動
す
る
遊
牧
方
式
よ
り
利
便
性
が
高
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
牧
民
達
が
な
ぜ
こ
れ
ら
生
活
の
利
便
性
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
定
住
せ
ず
に
遊

牧
を
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
草
原
の
生
態
環
境
に
お
け
る
数
多
く
の
不
安
定

さ
に
う
ま
く
対
応
し
な
が
ら
、
草
地
の
持
続
的
利
用
を
一
義
的
に
考
慮
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
草
原
地
域
の
気

候
は
、
時
間
的
そ
し
て
空
間
的
に
も
非
常
に
変
動
が
激
し
い
。
降
水
量
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
条
件
の
諸
変
化
に
よ
り
、
局
所
的
に

草
原
の
植
生
が
不
安
定
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
不
安
定
で
あ
る
牧
草
地
を
前
提
に
成
り
立
つ
牧
畜
業
を
維
持
す
る
に
は
、
そ
の
変
化

に
応
じ
て
移
動
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
仮
に
、
移
動
せ
ず
に
牧
畜
業
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
草
地
や
水
な
ど
の
安
定
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的
な
確
保
が
な
け
れ
ば
生
活
は
保
障
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
草
地
と
水
資
源
の
安
定
的
な
確
保
は
生
態
環
境
が
脆
弱
な
草

原
地
域
で
は
太
古
の
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
無
理
な
要
求
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
生
態
環
境
の
脆
弱
性
に
う
ま
く
対
応
す
る
た
め

の
知
恵
が
移
動
し
な
が
ら
放
牧
を
続
け
る
遊
牧
方
式
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
草
地
と
水
が
一
定
の
場
所
で
は
安
定
的

に
確
保
で
き
な
い
こ
と
こ
そ
牧
民
達
が
定
住
す
る
こ
と
な
く
遊
牧
し
続
け
て
き
た
最
大
の
理
由
で
あ
る
。

定
住
化
は
草
原
地
域
に
住
む
牧
民
の
教
育
や
医
療
、
福
祉
に
は
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
が
、
彼
ら
の
生
業
で
あ
る
牧
畜
業
に
と
っ

て
は
、
利
用
可
能
な
草
地
を
空
間
的
に
制
限
し
て
し
ま
う
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
（
蘇
徳
斯
琴
・
佐
々
木
、
二
〇
一
四
）。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
草
原
地
域
が
直
面
し
て
い
る
事
態
は
、「
定
住
化
に
よ
る
周
辺
に
限
定
さ
れ
た
草
地
利
用
↓
旱
魃
や
過
放
牧
に

よ
る
草
地
植
生
の
減
少
↓
生
活
維
持
の
た
め
の
放
牧
↓
植
生
回
復
の
遅
れ
と
草
地
劣
化
↓
植
生
が
少
な
い
草
地
で
の
放
牧
↓
さ
ら
な

る
草
地
劣
化
」
と
い
う
生
態
環
境
に
対
す
る
負
の
連
鎖
循
環
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
る
不
毛
地
帯
化
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

３．

内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
農
業
開
発
の
進
行
と
環
境
利
用

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
い
て
、
草
地
利
用
を
め
ぐ
る
定
住
化
と
そ
の
影
響
に
並
ぶ
重
要
な
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
農
地
開
拓
に

よ
る
農
業
開
発
の
進
行
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
内
陸
部
に
位
置
し
、
乾
燥
地
帯
に
属
す
る
内
モ
ン
ゴ
ル

草
原
地
域
は
、
乏
し
い
降
水
量
と
地
下
水
、
肥
沃
と
は
言
え
な
い
土
壌
条
件
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
然
環
境
の
脆
弱
性

を
抱
え
た
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
常
に
農
地
開
拓
の
圧
力
は
治
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

地
域
的
に
見
れ
ば
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
中
西
部
に
か
け
て
広
が
る
オ
ル
ド
ス
砂
漠
、
ま
た
東
部
の
ホ
ロ
チ
ン
砂
漠
な
ど
は
、
清
朝
時
代
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か
ら
現
在
ま
で
続
け
ら
れ
た
農
業
開
発
に
よ
り
原
生
の
草
原
生
態
が
破
壊
さ
れ
、
砂
漠
地
域
に
な
っ
た
事
例
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
今
で
は
砂
漠
化
防
止
や
生
態
回
復
す
べ
き
重
点
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
乾
燥
地
域
に
お
け
る
農
業
開
発
は
現
時
点
で
も
止
む
こ
と
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
近
年
の
沿
岸
部
や
南

方
地
域
に
お
け
る
急
速
な
経
済
発
展
に
伴
う
工
業
化
や
都
市
化
に
よ
っ
て
、
都
市
部
周
辺
の
優
良
農
地
が
著
し
く
減
少
し
、
国
内
の

食
糧
安
全
保
障
に
対
す
る
懸
念
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
既
存
研
究
に
よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
〜
二
〇
一
〇
年
の

二
〇
年
間
に
都
市
部
面
積
が
最
も
拡
大
し
た
地
域
は
、
江
蘇
省
、
山
東
省
、
浙
江
省
、
広
東
省
、
北
京
市
で
あ
り
、
上
記
の
北
京
以

外
の
四
つ
の
省
は
最
も
耕
地
を
転
用
し
た
地
域
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
（
王
雷
ほ
か
、
二
〇
一
二
）。

全
国
的
に
み
る
と
、
国
民
一
人
当
た
り
の
耕
地
面
積
は
、
一
九
四
九
年
か
ら
現
在
ま
で
継
続
的
に
減
少
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
四
九
年
の
〇

二
五

か
ら
二
〇
〇
三
年
の
〇

一

へ
と
推
移
し
、二
〇
〇
七
年
に
至
っ
て
は
〇

〇
九
二

ま
で
低
下
し
て
い

る
。
こ
の
値
は
、
世
界
平
均
水
準
で
あ
る
〇

二
五

よ
り
は
る
か
に
低
い
。
ま
た
、
全
国
に
二
、八
〇
〇
あ
る
県
レ
ベ
ル
の
行
政
地

区
の
う
ち
六
六
六
県
で
は
、国
民
一
人
当
た
り
の
耕
地
面
積
が
国
連
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
最
低
水
準
の
〇

八
ム
ー
を
下
回
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
中
国
国
内
で
は
農
薬
や
化
学
肥
料
の
過
剰
利
用
に
よ
っ
て
約
六
六
七
万

の
耕
地
が
す
で
に
深
刻
な
土
壌
汚
染

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
さ
れ
、毎
年
五
〇
億
㎏
以
上
の
食
糧
を
損
失
し
続
け
て
い
る
だ
け
で
な
く
、こ
の
傾
向
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
（
張
国
ほ
か
、
二
〇
一
四
）。

他
方
で
、
中
央
政
府
は
少
な
く
と
も
一
八
億
ム
ー
（
一

二
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
農
地
を
確
保
す
る
こ
と
を
警
戒
ラ
イ
ン
と
し
て
定

め
て

２
）

い
る
。
そ
の
た
め
、
都
市
拡
大
や
工
業
化
に
お
け
る
農
地
転
用
や
喪
失
し
た
面
積
を
別
の
地
域
で
補
う
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。
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し
か
し
、
農
地
を
確
保
で
き
る
場
所
は
も
は
や
内
陸
に
お
け
る
面
積
が
大
き
い
地

域
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
選
定
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
が
一
一
八
万
㎢
と
い
う
広
大
な
土
地

を
有
す
る
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で
あ
っ
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
耕
地
面
積
は
自
治
区

成
立
の
一
九
四
七
年
に
三
九
六

七
万

で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
農
地
の
拡
張
は

続
い
て
き
た
が
一
九
九
五
年
時
点
に
お
い
て
も
五
四
九

一
万

の
水
準
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
な
る
と
急
速
に
農
地
の
拡
大
テ
ン

ポ
は
上
昇
し
、
一
九
九
七
年
に
は
七
〇
〇
万

を
超
え
、
二
〇
〇
五
年
に
は
つ
い

に
七
三
五

五
万

に
ま
で
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
直
近
の
二
〇
一
二
年
は
七
一

五

四
万

へ
と
若
干
の
減
少
と
な
っ
て
い
る（
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
統
計
局
、
二

〇
一
三
）。
ま
た
、
こ
れ
を
三
一
の
省
・
市
・
自
治
区
か
ら
比
べ
る
と
、
内
モ
ン
ゴ

ル
自
治
区
は
四
番
目
の
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
（
中
華
人
民
共
和
国
国
土

資
源
部
、
二
〇
一
二
）。

図
１
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
四
年
と
二
〇
〇
八
年
の
省
・
市
・
自

治
区
別
耕
地
面
積
の
増
減
率
を
み
て
も
、
南
方
地
域
で
は
相
対
的
に
減
少
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
や
北
西
部
の
新
疆
、
西
部
の
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チ
ベ
ッ
ト
や
青
海
省
な
ど
の
国
土
面
積
が
広
い
地
域
に
お
い
て
面
積
の
増
加
傾

向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
二
〇

〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
生
態
環
境
回
復
を
目
標
に
「
退
耕
還
林
・
退
耕
還
草
」

政
策
が
実
施
さ
れ
、
農
地
面
積
は
減
少
す
る
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
耕
地
総
面

積
は
減
る
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
三
億
人
と
い
う
莫
大
な
人
口
を
抱
え
る
中
国
に
と
っ
て
は
、
古
語
の
「
民

以
食
為
天
」（
民
衆
は
食
を
神
様
の
よ
う
に
最
も
重
視
す
る
と
い
う
意
味
）に
あ

る
よ
う
に
、
食
糧
問
題
は
常
に
重
要
な
地
位
を
し
め
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
中
央
政
府
も
食
糧
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
農
業
政
策
を
重
視

し
、
様
々
な
手
立
て
を
講
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
各
地
域
の
農
地
に
お
け
る
生

産
量
は
地
域
の
自
然
的
条
件
、
た
と
え
ば
、
水
資
源
や
土
壌
条
件
な
ど
に
よ
り

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
改
革
開
放
時
点
に
お
け
る
一
九

七
八
年
秋
季
の
中
国
省
市
自
治
区
別
一

あ
た
り
の
食
糧
生
産
量
で
内
モ
ン
ゴ

ル
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
内
モ
ン
ゴ
ル
（
↓
が
付
い
て
い
る
）
は
、

二
九
個
あ
る
省
・
市
・
自
治
区
の
中
で
最
も
低
い
八
八
九
㎏
と
な
っ
て
お
り
、

二
番
目
に
低
い
寧
夏
自
治
区
よ
り
も
さ
ら
に
そ
の
半
分
の
水
準
で
し
か
な
い
。
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あ
え
て
一
九
七
八
年
と
い
う
時
点
を
選
定
し
た
の
は
、
改
革
開
放
に
踏
み
切
っ
て
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
く
過
程
で
使
用
量
が
増
加

す
る
化
学
肥
料
や
農
薬
な
ど
の
土
地
生
産
性
へ
の
影
響
を
極
力
排
除
し
、本
来
の
地
力
を
確
認
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。

国
民
の
生
命
に
と
っ
て
大
事
な
食
糧
を
こ
の
よ
う
な
農
業
に
不
適
で
生
産
量
が
非
常
に
低
い
乾
燥
地
域
に
頼
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も

リ
ス
ク
が
大
き
く
、
農
地
の
国
民
経
済
的
な
意
義
と
食
料
供
給
の
持
続
性
を
国
全
体
で
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

４．

お
わ
り
に

内
モ
ン
ゴ
ル
は
、
中
国
国
内
で
最
も
経
済
成
長
率
が
高
い
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
の

は
鉱
山
開
発
に
代
表
さ
れ
る
第
二
次
産
業
で
あ
り
、
従
来
か
ら
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
草
原
牧
畜
業
や
農
業
と
い
っ
た
第
一
次
産
業
は

生
態
環
境
の
脆
弱
性
を
抱
え
な
が
ら
維
持
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
生
態
環
境
の
特
性
お
よ
び
現
状
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、草
地
利
用
を
め
ぐ
る
主
要
政
策
の
検
討
と
農
業
開
発
に
お
け
る
課
題
を
持
続
可
能
な
開
発
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
。

草
原
牧
畜
業
は
従
来
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
歴
史
的
な
知
恵
が
蓄
積
さ
れ
た
伝
統
的
な
産
業
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
在
は
草
原
牧
畜
業
お
よ
び
土
地
利
用
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
様
々
な
生
態
環
境
的
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

牧
畜
業
発
展
を
企
図
し
た
草
地
利
用
政
策
は
伝
統
的
な
遊
牧
方
式
か
ら
定
住
放
牧
へ
と
移
行
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
完
全
な
定
住
化
段

階
に
伴
っ
て
実
施
さ
れ
た
草
地
分
割
利
用
制
度
は
、
草
原
地
域
の
自
然
条
件
や
生
態
と
う
ま
く
調
和
で
き
ず
、
牧
畜
業
に
お
け
る
過

放
牧
や
砂
漠
化
、
草
地
劣
化
な
ど
の
深
刻
な
環
境
問
題
を
生
み
出
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
や
住
民
の
生
活
状
況
の
改
善
を
考
慮
し
た

定
住
化
政
策
お
よ
び
草
地
分
割
利
用
制
度
は
、
現
地
住
民
の
生
活
水
準
を
大
き
く
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
、
生
活
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水
準
の
向
上
と
は
裏
腹
に
彼
ら
の
生
活
形
態
の
基
盤
で
あ
り
生
産
手
段
で
も
あ
る
草
原
の
生
態
環
境
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
。
経
済
活
動
と
生
態
環
境
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
際
に
は
、
歴
史
的
実
践
お
よ
び
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
中
で
蓄
積
さ
れ
た
ロ
ー

カ
ル
な
知
恵
を
生
か
す
こ
と
を
重
視
し
、
草
原
地
域
の
条
件
に
見
合
っ
た
地
域
政
策
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
中
国
は
農
業
国
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
三
億
と
い
う
莫
大
な
人
口
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
農
地
開
発

や
食
糧
安
全
保
障
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
陸
の
乾
燥
や
半
乾
燥
地
域
に
位
置
す
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
農
業
開
発

は
、
国
内
の
食
糧
安
全
に
ど
の
程
度
貢
献
で
き
る
か
、
そ
し
て
ど
の
く
ら
い
持
続
可
能
な
の
か
と
い
う
問
題
を
十
分
に
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。
生
態
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
を
忘
れ
、
大
規
模
な
農
地
開
発
が
進
行
し
た
結
果
、
食
料
供
給
の
た
め
の
生
産
手
段
で
あ
る

農
地
を
消
失
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
は
中
国
に
と
っ
て
食
料
確
保
を
不
安
定
に
さ
せ
、
国
民
の
生
命
を
危
機
に
陥
れ
る
要
因
と

な
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
の
設
定
し
た
面
積
を
統
計
上
に
満
た
す
こ
と
だ
け
に
集
中
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
的
条
件
に

適
合
し
た
開
発
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
関
連
地
域
の
生
態
環
境
を
一
層
破
壊
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
応
え
て
い
く
た

め
に
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
視
点
か
ら
、
科
学
的
見
地
を
最
大
限
に
活
用
し
て
食
料
安
全
保
障
お
よ
び
生
態
環
境
保
護
の
両
立
を

追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

注１
）

中
国
語
の
原
文
に
は
「
定
居

〞
人
旺
〝
好
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、「
定
住
化
は
人
間
性
の
発
展
に
対
し
て
良
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
一
九

八
七
、
内
蒙
古
自
治
区
農
業
委
員
会
）。
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２
）

二
〇
〇
七
年
三
月
に
開
か
れ
た
第
一
〇
期
全
人
大
第
五
回
会
議
で
演
説
し
た
国
務
院
総
理
温
家
宝
は
、「
政
府
工
作
報
告
」の
中
で
こ
の
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
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【札幌学院大学総合研究所・経済学部研究部会 合同研究会】

実証ミクロ経済学の可能性



“R
e
v
e
a
le
d
 
P
re
fe
re
n
c
e
 
a
n
d

 
L
im
ite

d
 
A
tte

n
tio

n
”

小
樽
商
科
大
学

教
授

中

島

大

輔

経
済
学
で
は
人
の
好
み
を
推
計
す
る
の
に
、「
Ｘ
が
あ
る
の
に
Ｙ
を
選
ん
で
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
人
は
Ｙ
を
Ｘ
よ
り
好
ん
で
い
る
の

だ
」
と
い
う
論
法
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
顕
示
選
好
理
論
と
よ
ば
れ
、
経
済
学
の
実
証
研
究
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

政
策
評
価
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、現
実
の
我
々
は
す
べ
て
の
選
択
肢
を
き
ち
ん
と
検
討
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。あ
ま
り
に
多
く
の
選
択
肢
が
あ
っ

た
り
す
る
と
、
面
倒
な
の
で
一
部
し
か
検
討
し
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
選
択
肢
の
存
在
に
気
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
「
Ｘ
が
あ
る
の
に
Ｙ
を
選
ん
で
い
た
」
と
し
て
も
、
実
は
Ｙ
の
ほ
う
が
好
き
だ
か
ら
で
な
く
、
Ｘ
を
見
落
と
し
て
い
た

り
よ
く
考
え
な
い
で
検
討
対
象
外
に
し
て
い
た
り
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
報
告
の
前
半
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
顕
示
選
好
理
論
を
拡
張
し
て
、「
す
べ
て
の
選
択
肢
を
き
ち
ん
と
検
討
し
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
個
人
の
」
好
み
や
行
動
を
推
計
・
分
析
す
る
方
法
を
論
じ
ま
す
。（M

a
sa
tlio

g
lu
,
N
a
k
a
jim

a
,
a
n
d
 
O
zb
a
y
(2012)
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“R
ev
ea
led A

tten
tio
n
,”
A
m
erican

 
E
con

om
ic R

eview
 
102(5)

）

本
報
告
の
後
半
で
は
、
前
半
の
手
法
で
得
ら
れ
る
選
好
の
推
計
が
不
完
全
、
す
な
わ
ち
Ｘ
と
Ｙ
の
い
ず
れ
が
好
ま
れ
て
い
る
か
が

必
ず
し
も
推
計
で
き
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
不
完
全
さ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
論

じ
ま
す
。（M

a
sa
tlio

g
lu
 
a
n
d
 
N
a
k
a
jim

a
(2014)

“C
o
m
p
letin

g
 
In
co
m
p
lete R

ev
ea
led
 
P
referen

ce u
n
d
er L

im
ited

 
A
tten

tio
n
,”
m
im
eo
.

）
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T
h
e
E
ffe

c
ts

o
f
R
e
la
xin

g
E
n
try

R
e
g
u
la
tio

n
s
o
n
P
ric

e
a
n
d

 
Q
u
a
lity:E

v
id
e
n
c
e
fro

m
a
P
u
b
lic

P
ro
c
u
re
m
e
n
t
A
u
c
tio

n

東
京
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科

研
究
生

鶴

岡

昌

徳

A
b
s
tra

c
t

参
入
規
制
は
色
々
な
市
場
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
医
師
免
許
、
弁
護
士
資
格
、
輸
入
規
制
は
参
入
規
制
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

参
入
規
制
の
緩
和
は
競
争
性
を
高
め
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
品
質
の
低
下
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
医
療
過
誤
の
増

加
、
十
分
な
法
律
の
知
識
を
持
た
な
い
弁
護
士
の
増
加
、
基
準
値
を
超
え
た
農
薬
の
含
ま
れ
た
農
産
物
の
輸
入
は
社
会
に
対
し
て
大

き
な
実
害
を
も
た
ら
し
う
る
。

参
入
規
制
は
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
一
三
｜
二
〇
％
を
占
め
て
お
り
非
常
に
大
き
な
市
場
と
言
え
る
公
共
調
達
の
市
場
も
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
「
指
名
競
争
入
札
」
と
い
う
入
札
方
式
で
あ
る
。
指
名
競
争
入
札
で
は
、
政
府
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
特
定
の
企
業
の
み
が
入

札
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
、
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
特
定
の
企
業
の
み
が
繰
り
返
し
入
札

参
入
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
問
題
も
発
生
し
う
る
。
一
方
で
、
一
般
競
争
入
札
で
は
、
政
府
の
要
求
す
る
水
準
を
満
た
す
企

業
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
企
業
で
も
自
発
的
に
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
近
い
入

札
方
式
と
言
え
る
。
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政
府
が
指
名
競
争
入
札
を
使
う
こ
と
の
理
由
の
正
当
性
と
し
て
、「
適
切
な
品
質
水
準
の
確
保
」と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

実
際
問
題
、
公
共
工
事
の
調
達
に
お
い
て
、
政
府
は
「
価
格
と
品
質
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
」
に
直
面
す
る
。

公
共
工
事
の
入
札
・
調
達
に
お
い
て
は
、
工
事
中
に
発
覚
し
た
地
盤
・
地
質
の
問
題
な
ど
の
事
前
に
は
完
全
に
は
予
想
で
き
な
い

シ
ョ
ッ
ク
及
び
契
約
の
不
完
備
性
に
よ
り
工
事
の
設
計
変
更
や
そ
れ
に
よ
る
契
約
金
額
の
変
更
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
（B

a
ja
ri,

H
o
u
g
h
to
n
 
a
n
d
 
T
a
d
elis

(2014)

）。
し
た
が
っ
て
、
公
共
事
業
の
入
札
・
調
達
に
お
い
て
政
府
は
二
種
類
の

問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。「
入
札
時
点
で
は
、
入
札
者
の
タ
イ
プ
に
関
す
る
不
確
実
性
に
直
面
す
る
と
い
う
意
味
で
の
逆
選
択

（
非
効
率
な
企
業
が
財
を
落
札
）
の
問
題
（M
a
sk
in a

n
d R

iley
(2000)

）」。
す
な
わ
ち
、
施
工
能
力
の
低
い
企
業
が
工
事
を
落
札

す
る
と
工
事
の
品
質
が
下
が
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
一
方
で
「
工
事
中
に
お
い
て
は
、
企
業
の
（
工
事
を
期
日
ま
で
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
や
工
事
に
か
か
る
費
用
抑
制
の
た
め
等
の
）
努
力
水
準
が
（
政
府
に
は
）
観
察
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
の
問
題
（M

cA
fee a

n
d M

cM
illa

n
(1986),L

ew
is a

n
d B

a
ja
ri
(2014)

）」
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
工
事
中
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
は
工
事
の
出
来
形
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
工
期
の
遅
延
と
い
う
問
題
や
そ
れ
に
よ
り
最
終
的
な
支
払
価
格
の
上
昇
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
、
指
名
競
争
入
札
を
使
っ
て
政
府
は
工
事
の
品
質
維
持
の
た
め
に
特
定
企
業
の
繰
り
返
し
の
参
入
を
認
め
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ヴ
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
り
競
争
が
な
く
な
り
価
格
が
高
止
ま
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
一
般
競
争
入
札
は
新
規
企
業
の
参
入
を
含
め
た
多
く
の
潜
在
的
企
業
の
市
場
へ
の
参
入
に
よ
り
価
格
が
低
下
す
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
工
事
経
験
の
不
足
し
た
企
業
が
施
工
す
る
こ
と
に
よ
る
品
質
の
低
下
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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公
共
工
事
の
入
札
に
お
け
る
指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争
入
札
に
移
行
す
る
こ
と
の
効
果
及
び
新
規
参
入
者
に
関
す
る
実
証
分

析
と
し
て
、O

h
a
sh
i
(2009)

、C
o
v
iello

,
G
u
g
lielm

o
 
a
n
d
 
S
p
a
g
n
o
lo
(2014)

やD
e S

ilv
a
,
D
u
n
n
e a

n
d
 
K
o
sm
o
p
o
u
lo
u

(2003)
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
一
般
競
争
入
札
の
導
入
や
新
規
企
業
の
参
入
は
落
札
価
格
の
低
下
に
寄
与
す
る
と
い
う
こ

と
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
落
札
価
格
の
効
果
の
み
を
見
て
い
て
最
終
的
な
支
払
価
格
や
工
事
の（
出

来
形
を
含
め
た
）
品
質
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

更
に
、
こ
の
論
文
で
は
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
る
近
年
世
界
中
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
入
札
方
式
の
下
で
、
一

般
競
争
入
札
と
指
名
競
争
入
札
を
比
較
す
る
。
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
下
で
一
般
競
争
入
札
と
指
名
競
争
入
札
の
比
較
を

す
る
こ
と
は
重
要
と
言
え
る
。

ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
企
業
は
「
価
格
」
だ
け
で
な
く
施
工
計
画
書
な
ど
「
工
事
の
品
質
や
技
術
に
関
す
る
資
料
」

（d
esig

n p
ro
p
o
sa
ls

）
を
提
出
す
る
。
そ
し
て
、
政
府
が
そ
の
資
料
を
審
査
し
て
点
数
化
す
る
。
政
府
が
提
示
し
た
ス
コ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、
企
業
の
出
し
た
価
格
と
品
質
（
点
）
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
各
企
業
に
ス
コ
ア
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
ス
コ
ア
の
中
で
最
も
良
い
ス
コ
ア
を
出
し
た
企
業
が
落
札
者
と
な
る
。

B
u
rg
u
et a

n
d C

h
e
(2004)

は
、
企
業
が
政
府
に
賄
賂
を
贈
る
こ
と
で
非
効
率
性
な
特
定
の
企
業
が
工
事
を
（
繰
り
返
し
）
落
札

す
る
と
い
う
こ
と
は
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
下
で
の
一
般
競
争
入
札
を
「
擬
似
指
名
競
争
入
札
」
に
し
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、C

h
e
(1993)

やA
sk
er a

n
d C

a
n
tillo

n
(2008)

は
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
企
業
に
良
い
品
質
の
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工
事
を
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
理
論
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
経
済
厚
生
の
上
昇
と
い

う
効
果
も
あ
る
。

ま
た
、R

ezen
d
e
(2009)

やM
ilg
ro
m
(2004)

は
企
業
の
多
様
な
属
性
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
一
層
の
参
入
を
促
進
し
競

争
を
高
め
ら
れ
る
と
い
う
効
果
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
下
で
の
一
般
競
争
入
札
で
は

競
争
の
促
進
と
い
う
効
果
が
期
待
で
き
る
。

ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
比
較
的
最
近
導
入
が
進
ん
だ
入
札
方
式
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
推
計
に
必
要
な
デ
ー
タ
数
の
確

保
が
難
し
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
やd

ifferen
ce-in

-d
ifferen

ces

（
差
の
差
の
回
帰
）
やreg

ressio
n d
isco

n
tin
u
ity d

esig
n

（
不

連
続
回
帰
）
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
の
手
法
を
使
え
る
よ
う
な
制
度
変
更
を
見
つ
け
る
こ
と
も
私
の
知
る
限
り
で
は
難
し
い
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。
更
に
、「
実
際
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
で
は
価
格
と
品
質
の
情
報
を
区
別
し
て
観
察
で
き
な

い
。
な
い
し
は
、
そ
も
そ
も
工
事
の
品
質
点
の
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（A

sk
er
 
a
n
d

 
C
a
n
tillo

n
(2008)

）。
し
た
が
っ
て
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
実
証
分
析
は
ま
だ
非
常
に
少
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
（L

ew
is a

n
d B

a
ja
ri
(2011)

）。

以
上
よ
り
、
こ
の
論
文
の
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
以
下
の
二
点
に
な
る
。「
工
事
の
落
札
価
格
だ
け
で
な
く
最
終
的
な
支
払
価

格
や
工
事
の
品
質
の
観
点
か
ら
、
一
般
競
争
入
札
は
指
名
競
争
入
札
と
比
べ
て
ど
の
程
度
良
く
な
る
の
か
？
」
と
「
ど
う
い
う
場
合

に
一
般
競
争
入
札
の
導
入
は
効
果
的
な
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
を
定
量
的
に
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
論
文
の
貢
献
は
、
工
事
の
落
札
価
格
だ
け
で
な
く
「
最
終
的
な
支
払
価
格
」
及
び
「
工
事
の
品
質
」
と
い
う
観
点
か
ら
一
般
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競
争
入
札
の
指
名
競
争
入
札
と
比
較
し
た
定
量
的
評
価
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
の
手
法
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
論
文

で
は
工
事
の
期
間
の
よ
う
な
定
量
的
な
情
報
だ
け
で
な
く
構
造
物
の
基
礎
の
強
度
や
垂
直
度
と
い
う
工
事
の
出
来
形
の
よ
う
な
定
性

的
な
情
報
ま
で
含
ん
で
い
る
工
事
の
品
質
の
観
点
か
ら
一
般
競
争
入
札
と
指
名
競
争
入
札
の
比
較
を
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
工
事
ご
と
の
難
易
度
や
契
約
の
不
完
備
性
の
違
い
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
工
事
現
場
の
周
囲
の
地
質
や
気
象
条
件
の

変
数
を
導
入
し
て
い
る
点
も
こ
の
論
文
の
新
し
い
点
で
あ
る
。

ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
下
で
一
般
競
争
入
札
の
指
名
競
争
入
札
と
比
較
し
た
最
初
の
論
文
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ど
う
い

う
場
合
に
一
般
競
争
入
札
の
導
入
は
効
果
的
な
の
か
を
見
る
た
め
に
、「
新
規
企
業
の
効
果
」と
い
う
側
面
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
既

存
の
理
論
研
究
で
は
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
下
で
一
般
競
争
入
札
が
効
果
的
か
否
か
（
つ
ま
り
新
規
参
入
に
よ
る
競
争

促
進
か
疑
似
指
名
競
争
か
？
）に
つ
い
て
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
実
証
的
に
は
明
確
な
答
え
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
こ
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に
対
す
る
実
証
的
な
答
え
を
出
す
た
め
に
、
一
般
競
争
入
札
と
指
名
競
争
入
札
の
比
較
に
加
え
て
、

上
述
の
理
論
研
究
の
結
果
に
基
づ
い
て
「
新
規
企
業
の
存
在
が
競
争
を
促
進
す
る
か
？
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
実
証
分
析
の
蓄
積
は
少
な
い
の
で
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
下
で
の
一
般
競
争

入
札
の
効
果
を
定
量
的
に
評
価
し
た
と
い
う
点
も
こ
の
論
文
の
貢
献
と
言
え
る
。

こ
の
論
文
で
使
用
し
て
い
る
デ
ー
タ
と
そ
の
期
間
に
お
い
て
は
二
つ
の
重
要
な
外
生
的
な
制
度
変
更
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
一
般
競

争
入
札
の
本
格
的
な
導
入
で
あ
り
、
も
う
一
点
は
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
国
土
交

通
省
が
管
轄
す
る
公
共
工
事
の
入
札
市
場
に
お
い
て
大
規
模
な
談
合
が
摘
発
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
談
合
に
か
か
わ
っ
た
建
設
業
者
の
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幹
部
だ
け
で
な
く
国
土
交
通
省
の
高
官
も
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
年
度
ご
と
に
「
大
規
模
な
工
事
か
ら
順
に
一
般
競
争
入

札
を
導
入
す
る
と
い
う
通
達
」
が
発
令
さ
れ
た
。
一
般
競
争
入
札
の
導
入
と
同
時
に
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
も
進
め

ら
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
に
〞
公
共
工
事
品
質
確
保
法
〝
と
い
う
法
律
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
導
入
が
推
し
進
め
ら
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。こ
ち
ら
も
基
本
的
に
は
規
模
の
大
き
い
工
事
か
ら
順
に
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
大
き
な
問
題
が
発
生
す
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
〜
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
の
国
土
交

通
省
直
轄
工
事
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
期
間
中
に
主
に
使
わ
れ
て
い
た
入
札
方
式
は〞
指
名
競
争
の
価
格
競
争
入
札
〝

と
〞
一
般
競
争
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
〝
に
な
っ
て
い
る
。〞
一
般
競
争
の
価
格
競
争
入
札
〝
と
〞
指
名
競
争
の
ス
コ
ア
リ

ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
〝
の
使
用
率
は
国
土
交
通
省
全
体
の
工
事
で
見
る
と
両
方
を
合
わ
せ
て
一
〇
％
を
切
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が

あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
論
文
で
は
〞
指
名
競
争
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（
価
格
競
争
入
札
）〝
と
〞
一
般
競
争
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
（
価
格
競
争
入
札
）〝
の
比
較
の
た
め
の
推
計
に
十
分
な
デ
ー
タ
数
が
確
保
で
き
る
地
方
整
備
局
、
工
事
の
規
模
・
タ
イ
プ

と
期
間
を
使
っ
て〞
一
般
競
争
入
札
と
指
名
競
争
入
札
〝の
比
較
を
す
る
。
そ
れ
が
可
能
と
な
る
の
は
、〞
関
東
〝、〞
四
国
〝、〞
近
畿
〝、

〞
九
州
〝
の
四
つ
の
地
方
整
備
局
と
な
っ
て
い
る
。〞
近
畿
〝
で
は
、
小
規
模
工
事
に
対
し
て
、
二
〇
〇
五
年
度
は
〞
指
名
競
争
の
価

格
競
争
入
札
〝
し
か
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
〞
一
般
競
争
の
価
格
競
争
入
札
〝
と
〞
指
名
競
争
の
価
格
競
争
入
札
〝
が

併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。〞
四
国
〝
で
は
、
一
億
〜
三
億
円
の
中
規
模
工
事
に
対
し
て
、
二
〇
〇
五
年
度
に
は
〞
一
般
競
争
の
ス

コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
〝
と
〞
指
名
競
争
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
〝
が
併
用
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は

119



〞
一
般
競
争
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
〝
し
か
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。〞
関
東
〝
と
〞
九
州
〝
で
は
、
一
億
〜
二
億
円
の
中
規

模
工
事
に
対
し
て
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
〞
一
般
競
争
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
〝
と
〞
指
名
競
争
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
〝
を
使
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
度
に
は
〞
一
般
競
争
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
〝
し
か
使
え

な
く
な
っ
た
。

こ
の
論
文
で
は
操
作
変
数
法
を
用
い
て
〞
一
般
競
争
入
札
と
指
名
競
争
入
札
〝
の
比
較
を
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
で
説
明
し
た

入
札
方
式
の
変
遷
か
ら
、〞id

en
tifica

tio
n
 
stra

teg
y

〝
と
し
て
、
地
方
整
備
局
ご
と
に
一
般
競
争
入
札
の
本
格
的
な
導
入
の
前
後

を
比
較
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
入
札
方
式
の
変
化
に
対
す
る
操
作
変
数
と
し
て
年
度
ダ
ミ
ー
を
用
い
て
〞
指
名
競
争

入
札
で
調
達
さ
れ
て
い
た
工
事
が
一
般
競
争
入
札
を
通
じ
て
調
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ど
の
よ
う
に
価
格
と
品
質
が
変
化
す
る

か
？
〝
を
見
る
。

推
計
結
果
か
ら
、
規
模
の
大
き
い
工
事
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
工
事
の
支
払
価
格
は
基
本
的
に
下
が
る
が
工
事
の
品
質
は

低
下
し
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。一
般
競
争
入
札
導
入
に
よ
り
工
事
の
支
払
価
格
が
一
〇
｜
四
六
％
減
少
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
一
般
競
争
入
札
か
ら
新
た
に
入
札
に
参
加
し
た
効
率
的
な
新
規
参
入
者
の
存
在
が
一
般
競
争
入
札
に
お
け
る
支
払
価
格
低
下

に
寄
与
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
。
効
率
的
な
新
規
参
入
者
が
い
る
よ
う
な
地
域
や
期
間
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

工
事
の
支
払
価
格
が
下
が
り
や
す
い
と
い
う
傾
向
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
競
争
入
札
の
導
入
が
工
事
の
品
質
を
下
げ

る
と
い
う
効
果
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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か
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証
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も
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で
あ
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垂
直
企
業
結
合
が
、（
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上
流
市
場
の
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ル
テ
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可
能
性
に
つ
い
て
、
先
進
諸
国
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規
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当
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例
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ば
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〝、
と
し
て
、
上
流

企
業
が
下
流
企
業
を
合
併
す
る
こ
と
で
、
他
の
上
流
企
業
の
価
格
情
報
を
入
手
し
や
す
く
な
り
、
互
い
の
価
格
付
け
が
観
察
可
能
に

な
り
カ
ル
テ
ル
を
促
進
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
上
流
企
業
が
大
口
の
取
引
先
を
傘
下
に
お
さ
め
る
こ
と
で
、
大
口
の
取
引
先
を
巡
る

競
争
を
排
除
し
上
流
企
業
間
の
カ
ル
テ
ル
を
促
進
す
る
こ
と
、
を
懸
念
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
文
言
は
、
欧
州
連
合
の
規
制
当
局
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で
あ
る
欧
州
委
員
会
、
英
国
の
競
争
委
員
会
の
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
米
国
及
び
欧
州
連
合
、
英
国
ほ

ど
明
確
で
は
な
い
に
し
て
も
、
日
本
の
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
第
五
章
垂
直
型
企
業
結
合
及
び
混
合
型
企
業
結
合
に
よ
る
競

争
の
実
質
的
制
限
で
「
垂
直
型
企
業
結
合
及
び
混
合
型
企
業
結
合
が
協
調
的
行
動
に
よ
り
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質

的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
…
…
」
と
垂
直
結
合
と
協
調
的
行
動
す
な
わ
ち
カ
ル
テ
ル
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
先
進
諸
国
の
規
制
当
局
は
、
垂
直
企
業
結
合
が
上
流
市
場
で
の
カ
ル
テ
ル
に
結
び
つ
く
と
い
う
懸
念
を
抱
い
て
い
る

が
、
上
述
の
米
国
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
表
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
上
流
企
業
が
（
他
の
上
流
企
業
の
）
価
格
を
下
流
企
業
を
通
じ
て
監

視
す
る
こ
と
で
カ
ル
テ
ル
可
能
性
が
高
ま
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
も
、
後
者
の
垂
直
的
企
業
結
合
が
も
た
ら
す
市
場
構
造
の
変

化
が
カ
ル
テ
ル
を
促
進
す
る
か
否
か
は
理
論
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
で
は
な
い
。

一
般
に
、
カ
ル
テ
ル
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
カ
ル
テ
ル
か
ら
得
ら
れ
る
利
潤
が
大
き
く
、
カ
ル
テ
ル
か
ら
逸
脱
し
た
時
の
利
潤

が
小
さ
け
れ
ば
（
す
な
わ
ち
報
復
が
大
き
け
れ
ば
）、
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、
垂
直
結
合
は
、
非
合
併
（
上
流
）
企
業
の
逸
脱
の
利

潤
を
小
さ
く
す
る
一
方
で
、
合
併
企
業
の
逸
脱
時
の
利
潤
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
カ
ル
テ
ル
可
能
性
に

つ
い
て
互
い
に
相
反
す
る
効
果
を
合
併
企
業
と
非
合
併
企
業
に
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
に
は
、
上
流
企
業
が
あ
る
下
流
企
業
を
買
収
し
、
そ
の
合
併
下
流
企
業
に
は
非
合
併
上
流
企
業
は
製
品
を
販
売
で
き
な
い

と
す
る
と
、
非
合
併
上
流
企
業
が
カ
ル
テ
ル
か
ら
逸
脱
し
た
と
き
に
得
ら
れ
る
利
潤
は
低
下
す
る
。
垂
直
合
併
が
な
け
れ
ば
販
売
で

き
た
合
併
下
流
企
業
は
、
こ
の
場
合
、
合
併
企
業
で
あ
り
、
合
併
上
流
企
業
か
ら
の
み
製
品
を
購
入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
非
合
併

企
業
は
カ
ル
テ
ル
か
ら
逸
脱
し
た
と
き
（
垂
直
合
併
が
な
い
と
き
と
比
べ
て
）
一
社
分
の
利
潤
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
合
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併
上
流
企
業
は
、
カ
ル
テ
ル
か
ら
逸
脱
し
た
と
き
に
も
、
傘
下
の
下
流
企
業
に
製
品
を
販
売
で
き
る
為
、
逸
脱
し
た
と
き
の
損
失
が

小
さ
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
垂
直
結
合
は
非
合
併
企
業
の
カ
ル
テ
ル
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
、
合
併
企
業
の
カ
ル
テ
ル
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
弱
め
る
た
め
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
、
垂
直
結
合
が
上
流
市

場
で
の
カ
ル
テ
ル
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
理
論
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
例
外
と
し
てN

o
ck
e a
n
d W

h
ite

(2007)

が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
証
研
究
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
筆
者
が
知
る
限
り
皆
無
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
垂
直
結
合
が
（
価
格
）
カ
ル
テ
ル
を
促
進
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
の
セ
メ
ン
ト
産
業
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
産
業
を
実
証
実
験
室
と
し
て
用
い
た
。
セ
メ
ン
ト
産
業
で
は
一
九
七

〇
年
代
以
降
三
度
カ
ル
テ
ル
で
公
正
取
引
委
員
会
に
摘
発
さ
れ
、
課
徴
金
を
お
さ
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
カ
ル
テ
ル
の
多
く
は
地
域

的
に
（
あ
る
い
は
都
道
府
県
単
位
で
）
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
セ
メ
ン
ト
企
業
の
多
く
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
会

社
を
垂
直
統
合
し
て
お
り
、
都
道
府
県
単
位
で
平
均
的
に
二
〇
％
程
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
が
セ
メ
ン
ト
会
社
の
傘
下
に
入
っ
て

い
る
。
こ
の
研
究
で
は
こ
う
し
た
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
産
業
の
都
道
府
県
・
地
域
別
の
情
報
を
基
に
し
て
実
証
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

垂
直
企
業
結
合
（
と
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
市
場
構
造
の
変
化
）
が
カ
ル
テ
ル
を
誘
発
す
る
か
を
誘
導
型
モ
デ
ル
で
描
写
的
に

実
証
す
る
こ
と
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
が
、
方
法
論
上
の
障
害
が
あ
る
。
カ
ル
テ
ル
は
通
常
、
公
正
取
引
委
員
会
が
摘
発
で
き
な

い
限
り
表
に
は
で
な
い
。
摘
発
す
る
為
に
は
確
固
た
る
証
拠
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
セ
メ
ン
ト
産
業
に
お
い
て
あ
る
地

域
・
期
間
で
の
カ
ル
テ
ル
が
摘
発
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
他
地
域
・
期
間
で
は
証
拠
不
十
分
で
摘
発
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
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い
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
察
で
き
る
カ
ル
テ
ル
は
カ
ル
テ
ル
全
体
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
こ
れ
は
、
カ

ル
テ
ル
と
い
う
指
標
に
は
観
測
誤
差
が
不
可
避
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
を
対
処
す
る
為
に
計
量
経
済
学

的
な
工
夫
が
必
要
に
な
り
、
観
測
誤
差
を
考
慮
に
入
れ
た
推
定
方
法
を
応
用
す
る
こ
と
で
対
処
し
て
い
る
。

推
定
結
果
は
、
垂
直
統
合
さ
れ
た
工
場
が
多
い
ほ
ど
カ
ル
テ
ル
発
生
確
率
を
高
め
る
こ
と
、
ま
た
、
垂
直
統
合
さ
れ
た
工
場
の
規

模
（
生
産
能
力
）
が
大
き
い
ほ
ど
、
カ
ル
テ
ル
確
率
を
高
め
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
は
、
こ
の
分
野
の
唯
一
の
理
論
研

究
で
あ
るN

o
ck
e a

n
d W

h
ite

(2007)

の
結
果
を
実
証
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
各
国
の
規
制
当
局
の
方
針
に
つ
い
て
一
つ

の
実
証
的
根
拠
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

125



札
幌
学
院
大
学
総
合
研
究
所
に
つ
い
て

札
幌
学
院
大
学
の
前
身
で
あ
る
札
幌
文
科
専
門
学
院
の
創
設
は
一
九
四
六
年
、
爾
来
、

「
学
の
自
由
」「
独
創
的
研
鑚
」「
個
性
の
尊
重
」
を
大
学
の
理
念
と
し
て
、
教
育
と
研
究
に

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
本
研
究
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
札
幌
学
院
大
学
の
研
究
活
動
の
蓄
積
を

継
承
し
、
学
内
の
研
究
活
動
の
い
っ
そ
う
の
活
性
化
、
研
究
成
果
の
積
極
的
な
発
信
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
に
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
は
五
学
部
九
学

科
か
ら
な
る
文
系
総
合
大
学
で
、
百
二
十
名
を
超
え
る
研
究
者
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
そ
の

専
門
領
域
も
、
経
営
学
、
経
済
学
、
法
学
、
社
会
学
、
教
育
学
な
ど
の
社
会
科
学
を
中
心
に
、

心
理
学
や
言
語
・
文
化
研
究
な
ど
人
間
の
生
活
に
関
る
領
域
、
さ
ら
に
自
然
科
学
や
情
報
科

学
な
ど
の
多
様
な
領
域
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。
本
研
究
所
は
こ
う
し
た
強
み
を
生
か
し
て
、

学
際
的
な
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

札
幌
学
院
大
学
総
合
研
究
所
所
長
・
経
済
学
部
教
授

中

村

永

友



報
告
者
情
報

【
札
幌
学
院
大
学
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

元
木

靖
（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
、
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

﹇
最
終
学
歴
﹈
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
。﹇
学
位
﹈

博
士（
理
学
）。﹇
主
著
﹈『
現
代
日
本
の
水
田
開
発
｜
開
発
地
理
学
的

手
法
の
展
開
｜
』
古
今
書
院
（
一
九
九
七
年
）、『
中
国
変
容
論
｜
食

の
基
盤
と
環
境
｜
』
海
青
社
（
二
〇
一
三
年
）

小
野
寺

淳
（
横
浜
市
立
大
学
都
市
社
会
文
化
研
究
科
教
授
）

﹇
最
終
学
歴
﹈香
港
大
学
文
学
院
地
理
及
地
質
学
科
地
理
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
。﹇
学
位
﹈Ph

.D
.

（G
eo
g
ra
p
h
y

）。﹇
主
著
﹈『
西
北
中
国

の
い
ま
｜
西
部
大
開
発
下
の
陝
西
・
寧
夏
・
甘
粛
』（
分
担
）
ナ
カ
ニ

シ
ヤ
出
版（
二
〇
一
一
年
）、「
中
国
の
地
理
学
」（
単
著
）地
学
雑
誌
、

一
二
一
（
五
）、（
二
〇
一
二
年
）

篠
田

雅
人
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
教
授
）

﹇
最
終
学
歴
﹈東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
。﹇
学
位
﹈

博
士（
理
学
）。﹇
主
著
﹈『
砂
漠
と
気
候

改
訂
版
』成
山
堂
書
店（
二

〇
〇
九
年
）、『
乾
燥
地
の
自
然
』
古
今
書
院
（
二
〇
〇
九
年
）

佐
々
木

達
（
札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）

﹇
最
終
学
歴
﹈
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。﹇
学

位
﹈
博
士
（
理
学
）。﹇
主
著
﹈『
日
本
経
済
地
理
読
本
（
第
九
版
）』

（
分
担
）、
東
洋
経
済
新
報
社
（
二
〇
一
四
年
）、「
宮
城
県
亘
理
町
に

お
け
る
農
業
特
性
と
複
合
経
営
の
再
編
」（
単
著
）、
季
刊
地
理
学
、

六
一
（
一
）、（
二
〇
〇
九
年
）

関
根

良
平
（
東
北
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
助
教
）

﹇
最
終
学
歴
﹈
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。﹇
学

位
﹈
博
士
（
理
学
）。﹇
主
著
﹈「
中
国
内
蒙
古
自
治
区
中
部
農
村
に
お

け
る
農
業
経
営
の
変
容
と
そ
の
特
性
｜
呼
和
浩
特
市
武
川
県
五
福
号

村
を
事
例
に
｜
」（
共
著
）、
商
学
論
集
、
八
一
（
四
）、（
二
〇
一
三

年
）

大
月

義
徳
（
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
助
教
）

﹇
最
終
学
歴
﹈
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。﹇
学

位
﹈
博
士
（
理
学
）。﹇
主
著
﹈G

la
cia
l la

n
d
fo
rm
s a
n
d d
ep
o
sits

 
in
 
th
e
 
U
k
sich

a
n
 
R
iv
er
 
v
a
lley

,
cen

tra
l
 
K
a
m
ch
a
tk
a
,

R
u
ssia

,
S
ci.

R
ep
.
T
o
h
o
k
u
 
U
n
iv
.,
7th

 
ser

(G
eo
g
r.),

56
(1 /2)

、（
二
〇
〇
九
年
）

蘇

徳

斯

琴
（
内
蒙
古
大
学
蒙
古
学
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

﹇
最
終
学
歴
﹈
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。﹇
学

位
﹈
博
士
（
理
学
）。﹇
主
著
﹈「
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る

草
地
請
負
制
度
の
変
遷
と
草
地
利
用
へ
の
影
響
｜
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
を

事
例
に
｜
」（
共
著
）、
札
幌
学
院
大
学
経
済
論
集
、（
二
〇
一
三
年
）

梅
（
内
蒙
古
師
範
大
学
地
理
科
学
学
院
講
師
）

﹇
最
終
学
歴
﹈
東
北
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

﹇
学
位
﹈
博
士
（
環
境
科
学
）。﹇
主
著
﹈「
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
中
部
渾

善

克
沙
地
に
お
け
る
植
生
量
変
化
と
そ
の
気
候
学
的
解
析
｜
地
域

経
済
開
発
と
新
農
村
牧
畜
地
域
活
性
化
の
動
き
｜
」（
共
著
）、
内
蒙

古
人
民
出
版
社
、（
二
〇
一
一
年
）



【
札
幌
学
院
大
学
総
合
研
究
所
・
経
済
学
部
研
究
部
会

合
同
研
究
会
】

中
島

大
輔
（
小
樽
商
科
大
学
・
教
授
）

﹇
学
位
﹈P

h
.
D
.
in E

co
n
o
m
ics,
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